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秘密カジノで拘束ロマンス







　





　オレ――宮みや野の和かず行ゆきは、真っ暗な部屋に閉じ込められていた。


　窓はない。


　というのも、ここが地下室だからだ。


　もう何時間もオレはここにいた。外に出たいが、鍵かぎはかけられているし、手には手て錠じようがかけられている。


　別にオレが犯罪者だってわけじゃない。手錠をかけた奴やつは警察官ではないんだ。顔の上半分に怪あやしい仮面をつけ、タキシードを着た慇いん懃ぎん無礼な二十代後半くらいの男だったけど。


　ここに入れられる直前、廊ろう下かの明かりでこの部屋の様子がちらっと見えた。使ってなさそうなテーブルや椅い子すが雑然と積み上げられ、段ボール箱なんかもあった。なんとなく物置っぽい部屋だったと思う。


　ここでおとなしく待っていたら、そのうち閉じ込めた奴が来ると思っていたが、なかなか来ない。ひょっとして、オレをここに放ほうり込んだことを忘れていたりして……。


　考えたくないが、あり得うることだ。


　この暗い部屋で段ボール箱の脇わきに転がっている自分の死体を、オレはつい想像してしまった。


　それは……さすがに嫌いやだ。


　政財界の大物達が集まる秘密クラブのカジノバーに潜せん入にゆう取材をしようとしたのは、やっぱり無む謀ぼうだったのかな。ジャーナリストとして名を揚あげるチャンスだから、少々、無謀でもやり遂とげようとしたオレが先走りしすぎたのか。


　まさか、命の危険までは考えてなかった。というか、正体がバレるとは思ってなかったんだ。上手うまくウェイターになりすまして、スクープもののすごい会話が録音できたのに……。


　あのタキシードを着たディーラーに、録音機や小型カメラを取り上げられてしまった。


　貧びん乏ぼう生活をしているオレには、高価なものだったのにな。でも、それどころじゃないか。オレの命を救うほうが先決だ。生きて帰れば、なんとでも記事にできる。


　床ゆかに座り込んでいたオレは立ち上がり、ドアの方向へとゆっくり歩き出す。途と中ちゆうで何か物につまずいたが、なんとかドアに辿たどり着いた。


　ノブを回したが、やっぱりドアは開かない。


　オレはテレビドラマで見るように、体当たりしてみようと思った。都合よくドアが開かなくても、物音でオレがここにいるってことを思い出してもらえるかもしれない。


　どっちみち、こんな部屋でじっとしていても仕方ない。やれるだけのことはしよう。


　オレは少し下がって、息を整え、ドアへと突とつ進しんした。


　そのとき、鍵が開く音がして、あっと思ったときにはドアも開き、オレは勢い余ってそのまま突つっ込んでいってしまった。


　ドアを開けたタキシード男の胸に。


「おっと。そんなに急がなくてもけっこうですよ」


　男は顔を上げたオレに笑いかけた。仮面をつけているからよく判わからないが、口元だけでしか笑っていないような印象だ。


　まあ、こんなときに親しげに笑いかけられるとは思わないし、そんなことされたって、オレがこいつを信用できるわけがない。


　男はズレてしまったオレの眼め鏡がねの位置をわざわざ直してくれた。


「……あんたはオレをどうする気なんだ？　手錠なんかかけて」


　喧けん嘩か腰ごしなのはよくないかもしれないが、こんな目に遭あわされて、あんまり友好的な態度も取れない。


「あなたはお客様でもなければ、従業員でもない。勝手に忍しのび込んでくれば、不法侵しん入にゆうではないんですか？」


　つまり、手錠をかけて閉じ込めたのと相そう殺さいだと言いたいんだろうか。確かに、オレも後ろ暗いところがあるから、それほど文句は言えない。


「じゃあ、警察にでも突き出すつもりか？」


　男はふっと笑った。


　それがとても馬ば鹿かにしたような笑いに思えて、オレはムッとする。


「そんなことはしませんよ。このまま野放しにしたら、あなたがどんなところで秘密を喋しやべるか、判らないですからね」


　それを聞いて、オレは背筋がゾクッとした。


　まさか、本当に殺されるってことはないだろう。いや、ないと思いたい。だって、ここはマフィアの巣そう窟くつじゃないんだから。


　ここはリゾート地に建つ、会員制の超ちよう豪ごう華かホテルだ。会員は、もちろん金持ちばかりで、その中でも特別な客がこの地下にあるカジノバーで開かれる秘密クラブに出入りできる。それがいかに怪しげでも、そのクラブの秘密を知ったからといって、殺して口を封ふうじるなんて野や蛮ばんな真ま似ねはしないと思う。


　それとも……。


　一見、暴力的なことが行われそうにない場所でも、実は違ちがっていたりして。目の前の男も単に丁てい寧ねいな言葉遣づかいのヤクザだってことも考えられる。


　男はオレの腕うでをつかんだ。


「は……放せ！」


「あなたはまだ自分の立場を判っておられない。おとなしくしないと、本気で日の目を見られないことになりますよ」


「おとなしくしてれば、帰してくれるのかっ？」


　とにかくそれが一番気になることだ。


「それはあなた次し第だいですよ。何もかも正直に話をしてくだされば、ね」


　男の言葉が本当かどうか判らなかったが、とりあえず今はそれにすがるしかない。逃にげ出せるチャンスがあれば決行するが、今のところ、手錠もかけられてるし、あまりに不利なんだ。だったら、交こう渉しようするに限る。


　男は数時間前までにぎやかだったカジノ場へと、オレを連れていった。


　今は誰だれもいない。一体、今は何時なんだろう。明け方近いんだろうか。


　それにしても、カジノバーは全国にいくつもあるだろうが、ここは特に豪華だ。ホテルにふさわしいカジノバーということか。宮きゆう殿でんの中に迷い込んだみたいで、床には絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられ、カードゲームのテーブルや椅子も、休きゆう憩けいのためのソファもすべてアンティークなヨーロッパ調で壮そう麗れいだった。


　オレはそのソファに座らせられた。男はオレの前に腕組みをして立っている。


　ずいぶん背の高い男だ。スレンダーなわりに力が強いし、ディーラー兼けん用心棒だろうか。でも、こうして誰もいないところでオレに尋じん問もんしようとしているところを見ると、ここでは偉えらいほうの人間なのかもしれない。


　仮面の奥の瞳ひとみがなんだか冷たく感じられた。


「さて。あなたの名前は、宮野和行さんですね？　年ねん齢れいは二十二歳」


　いきなり男に本名を言われて、一いつ瞬しゆん、絶句してしまった。背格好と顔立ちがなんとなく似ていたウェイターをなけなしの金で買収して、一日だけ仕事を代わってくれるように頼たのんだが、オレは本名を明かしてはいなかったからだ。


「登録されていない車が従業員専用の駐ちゆう車しや場じようにありましたから、調べさせてもらいました」


　まるでマジシャンのような器用な手つきで、男はオレの運転免めん許きよ証しようを胸ポケットから出して見せた。


「他ほかの持ち物から察するに、雑誌関係の方というわけですか」


「フリーライターだ！」


　オレがそう強調するのは、記事を載のせてもらっている雑誌に迷めい惑わくをかけたくなかったからだ。あくまで、これはオレの意思で取材をしているってことを、男に理解してもらわなくてはいけない。


「ほう。そうですか。若いのに、フリーなんですね」


　男は感心したような言い方をした。いや、馬鹿にされてるのかな。


「しかし、ここでの秘密は記事にはしてもらいたくないのですよ。もちろん口外してもらっても困ります。約束を守っていただけるのなら……そうですね、百万払はらいます」


　百万も払えば充じゆう分ぶんだろうということか。見くびられたもんだ。オレが欲しいのは金じゃない。ジャーナリストとしての名めい誉よなんだよ。


　しかし、ここで手を打たなくては、オレは帰してもらえないかもしれない。やっぱり生きて帰れることのほうが重要だよな。ここでの秘密は、いずれ何かの形で暴ばく露ろするとしても。


「判った。百万で手を打とう」


　男の唇くちびるは笑えみを浮うかべた。


「では、契けい約やくを交かわしましょう。こちらにおいでください」








　オレはフリーライターといっても、まだなりたての端はしくれに過ぎない。


　大学時代から、知り合いの雑誌記者の紹しよう介かいで、その編集部でバイトをするようになり、ちょっとした記事も書かせてもらっていた。大学を卒業するとき、正社員になるという道もあったが、あえてオレは会社に縛しばられないフリーの道を選んだ。


　何な故ぜなら、オレにはある目標があったからだった。


　そして、その目標のために、オレはここに潜入取材を試みることにしたわけだ。


　オレの大学時代の友達で、けっこう金持ちの奴がいて、実は父親がこのホテルの会員らしいんだ。そいつの父親は秘密クラブには出入りしてないが、怪あやしい噂うわさを聞いたことがあったという。オレは友達と飲んでいて、その話を聞いて、これだって思った。


　カジノバーの存在自体は法律で許可されている。ただし、チップを金に換かえなければ、の話だ。だが、政財界の大物達がケチな景品などをもらって満足するわけがないし、そんなもののために金を賭かけたりしないだろう。つまり、間違いなく景品ではなく大金が絡からんでいる。


　それが明るみに出たら、大スクープだ。


　記事が雑誌に載って、やっといくらか金がもらえる状態のオレとしては、どうしてもスクープが欲しい。この記事を書いたのはオレなんだってことが示せれば、もっと大きな仕事ができる。


　実際に絡んでいたのは金ではなく、もっとひどいものだったが、なんにしても、オレはここでつまずくわけにはいかなかった。


「こちらへどうぞ」


　男はルーレットのテーブルへとオレを案内した。


　確か、この男がディーラーをやっていたテーブルだ。何故かその傍そばには、三さん脚きやくにビデオカメラが取りつけられて、置いてあった。


「契約って、紙に何か書くんじゃないのか？」


　ビデオカメラに向かって、百万で取引しますって言うんだろうか。なんだか馬鹿馬鹿しい。というか、そんなの、契約になるのか……。


「紙ではありません。あなた自身が契約書ということです」


「え……？」


　意味が判らず、仮面の奥の目を覗のぞき込む。


　男はニヤリと笑い、いきなりオレを抱だき上げると、テーブルの上に乗せた。


「な……何するんだ！」


「言ったでしょう？　これが当カジノの『契約』です」


　男はオレの身体からだをテーブルの上に押し倒たおした。手て錠じようのついた手を頭の上で押さえつけようとするから、オレは抵てい抗こうする。


　男の仮面がその揉もみ合いの拍ひよう子しに外れた。


　仮面の下には驚おどろくほど秀しゆ麗うれいな顔が現れた。どうして今まで隠かくしていたのかって言いたいほどの男前で、オレは息を呑のんで、その顔を凝ぎよう視ししてしまう。


「……困りましたね。顔を見られたからには……」


　もしかして、生かして帰さないって言うのか。


　オレは素す早ばやく身を起こそうとしたが、男にナイフを突きつけられ、動くことができなくなった。


　しかし、よく見ると、それはナイフではなく、持ち手に彫ちよう刻こくの入った銀のペーパーナイフだった。本当にこいつは手先が器用なんだろう。いつの間に、こんなペーパーナイフを出したのか。


「これをただのペーパーナイフだと侮あなどると、後こう悔かいしますよ」


「えっ……」


　ただのペーパーナイフでなければ、なんだって言うんだ。


「ちゃんと手入れされたペーパーナイフは、紙だけじゃなく、いろんなものが切れるんです。噓うそだと思うなら……あなたの身体で試ためしてみますか？」


　男はオレの顎あごのラインにナイフを添そわせる。こんなもので何が切れるって言うんだろう。男の言うことはハッタリだと思うが、もし本当だったらと思うと、やっぱり怖こわい。


　そういえば、けっこう先が尖とがっていたし、グサッと刺さされたら、場所によっては致ち命めい傷しようになるかもしれない。


　首なんか、簡単に頸けい動どう脈みやくが切られるかも……。


　オレはギュッと目をつぶった。


　男はナイフの先で、ウェイターの制服についている蝶ちようネクタイを外す。


　目を開けると、男は獲え物ものをいたぶる猛もう獣じゆうのような目をしていた。オレが怖がっているのが、楽しくて仕方ないみたいに見える。


「宮野さん……いえ、和行さんと呼びましょうか」


　何を馴なれ馴れしい。いや、それ以前に、ナイフで脅おどしている相手の名前をそんなふうに呼ぶ意味が判わからなかった。


「私の名前は三み嶋しま祐ゆう一いち郎ろう。どんなふうに呼んでくださっても、構いませんよ」


　本名かどうかも判らなかったが、名乗られたところで、これも意味のないことだ。


　三嶋はスッと目を細め、オレの眼め鏡がねを外した。


「これは変装のつもりだったんですか？　度は入ってないみたいですね」


　まるで興味のないものみたいに、眼鏡を放ほうり投げる。下は絨毯だから割れはしなかったが、そんなふうにいつだっていらないものは捨てるという感じがして、ますます身の危険を覚える。


　オレは本当にあっさりと殺されてしまうかもしれない。


　なんとか逃げ出さないと……。


　オレは三嶋に隙すきができないかと、目を凝こらした。だが、まるっきり隙がない。抵抗すれば、すぐに容よう赦しやない行動に出るだろう。だったら、もう少し様子を見たほうがいいのかもしれなかった。


　三嶋はオレのシャツのボタンをナイフでひとつずつ弾はじけさせる。そのたびに、オレは言いようのない恐きよう怖ふを感じた。


　ボタンが全部取れてしまうと、三嶋はシャツを左右に開いた。


「手が邪じや魔まです。頭の上に上げて」


　三嶋の手にはナイフがある。ここはおとなしく従うしかない。


「……いい手て触ざわりですね」


　何故か、無防備になった胸を掌てのひらでゆっくりと撫なでられる。なんでこんなことをするのか判らないが、いい手触りくらいで三嶋の気が引けるなら、それに越こしたことはないと思った。


　だって、いつどうなるか判らないからだ。今の時点で、オレは三嶋の思うがままの人形のようだった。何をされても、死ぬよりマシじゃないか。


「気持ちいいですか？」


　オレは答えなかった。


　撫でられていても、こんな脅された状態で気持ちいいはずがなかった。そもそも、男に胸を撫でられて気持ちいいっていうのも変じゃないか。


「では、ココは？」


　三嶋はオレの乳ち首くびに触ふれた。


　いや、触れただけじゃなく、指先でそこをこねだした。


　なんだよ。こいつゲイなのか。そうでなきゃ、なんでオレは乳首なんかいじられなきゃならないんだ。


「感じませんか？」


「オレは女じゃない！」


「人にもよりますが、男でも感じるそうですよ。まあ、女でも胸は感じないという人もいるようですし、別にどっちでもいいんですけどね」


　どっちでもいいなら、指を離はなしてほしい。指先で引っかくようにいじられると、なんだか身体の奥がモヤモヤとしてくるようだった。


「ああ、でも、乳首、勃たってますよ。本当は気持ちいいんじゃないんですか？」


「ち……違う……」


　顔が赤くなってくる。実際、オレの身体には少し変化が現れてきていた。


　オレの顔をじっと見つめている三嶋が、それを見み逃のがすはずがなかった。


「ほう。違うんですか。では、こういうのはいかがでしょう？」


　三嶋はオレのほうに顔を近づけてきたかと思うと……。


　なんと、乳首を舐なめたんだ。


　オレはあんまりビックリしてしまって、三嶋がそれを舐めるのをじっと見てしまった。それと同時に、身体の奥からムズムズとしてきだした。


　オレは必死でそれを抑おさえようとする。


　こんなときに感じてどうするんだ。しかも、相手は男だ。オレにはそんな趣味は断固としてないのに。


「や……やめろっ。こんなことして、なんになるんだ！」


「どうやら判ってないようですね。でも……いいんです。私に何をされるか判らなくて、怖いでしょう？」


　今度は強く指で乳首を擦こすられた。


「あ……」


　自分の口から飛び出た声にビックリした。まるで、感じてるみたいな声だったからだ。


　三嶋はニヤリとする。


「ほう……。面おも白しろくなってきましたね」


「違ちがう。これは……」


「違うんですか？　いいんですよ。別にあなたが感じていようといまいと。ただ、感じたほうが楽しいだけで」


　三嶋はまたオレの乳首を舐めた。


　なんで、こんな……。


「殺すなら、一思いにしろよ！」


　もちろん殺されたくはなかったが、わけの判らないことをされるのは嫌いやだった。まして、なんでオレが気持ちよくならなきゃいけないんだ。


「一思いにやったって、面白くないじゃないですか」


　三嶋は乳首あたりにナイフを滑すべらせる。


　いつでも殺せるが、その前に遊んでおこうというつもりなのか。だったら、オレはその隙を狙ねらえばいいんだ。


　そ、そうだ。感じてるふりをしたりして、三嶋の気を引きつけておいて……。


　そして、そのナイフを奪うばえばいい。


　三嶋は乳首をキュッと吸った。途と端たんに、なんだか判らない電流のようなものが身体からだを貫つらぬく。


「ああっ……」


　思わず声を出してしまって、赤面する。


　いや、これはオレの計画どおりだ。感じるふりをして、三嶋を騙だますんだ。ただ、ホントに今のはちょっと気持ちよかったけど。


　三嶋はまたそこに舌を這はわせる。


　あまり刺し激げきを与あたえられたせいで、オレの乳首はすっかり敏びん感かんになっているみたいだった。さっきより、ずっと強くムズムズしてくる。


　マズイ……かな。


　オレは勘かん違いして硬かたくなってきている下半身をもぞもぞと動かした。


「ああ、ココもいいんですね？」


　三嶋に気づかれて、股こ間かんに触れられる。


「わっ……何するんだっ」


「何って、今いま更さらですよ。ほら……どうですか？　気持ちいいでしょう？」


　ウェイターの制服であるズボンの上から、そこを撫でられる。元々、生き地じが微び妙みように薄うすくて、なんだか身体にぴったりフィットしていたから、撫でられるとますます困ったことになってしまう。


「ここには男性のお客様ばかりが見えますが、中には若い男性を好む方もおられて……。もちろんここは売春を斡あつ旋せんするところではありませんが、両者の合意があれば、お部屋に連れ帰ることも容よう認にんしているんですよ」


　そのための、この制服なのか。そういえば、飲み物を出しているとき、スロットマシンの前に陣じん取どっていた客からさり気なく尻しりを触られたような……。


　オレが買収した従業員は、もったいぶったように給料が高いとか言っていた。オレはふっかけているとしか思わなかったが、本当のことだったのかもしれない。


　そんなことを考えている間に、オレの股間はいよいよ硬くなってきていた。やけに男の手の動きがいやらしいのだ。


「やめろっ……。オレはそんな合意なんかしないからな！」


「何を言ってるんです。私と契けい約やくするんでしょう？　これがその契約ですよ」


「え……？」


　どういうことだろう。オレは意味がさっぱり判らなかった。


　その間に、ファスナーが下ろされ、中へと強ごう引いんに手が差し込まれる。


「わっ……」


　直じかに触れられている。しかも、狭せまいところに無理やり手を入れられたから窮きゆう屈くつで、余計に変な感じがした。


「嫌だ……。オレは、こんなの……」


　身体がビクビク震ふるえている。


　感じるふりでは済まない。同性の手に握にぎられているのに、こんなふうに感じてしまう自分が不思議だった。


　やがて、その箇か所しよだけが引っ張り出された。


　みっともない格好に、オレは泣きたくなってくる。なんでオレはこんな恥はずかしいことをされなくてはいけないんだ。


　三嶋はオレのその部分を人差し指と親指だけで挟はさむと、上下にしごいていく。


「あ……あっ……」


　三嶋は、たぶんオレをいたぶって遊んでいるんだろう。だから、こんな中途半はん端ぱな弄もてあそび方をするんだ。


　指先だけで挟まれるより、全体を握ってもらいたくなる。いや、もちろんそんな場合でもないし、第一、三嶋なんかにしてもらいたいと思うのはどうなんだ。


　だけど、いくらなんでもその場所を刺激されれば感じるし、感じたら、最後までを望むのは当たり前の話だ。


　腰こしがひとりでに動く。


　もっとしてほしいと、オレが言わなくても、身体がそう言ってしまっているんだ。


「このままだと、制服が汚よごれてしまうかもしれませんね」


　ボタンを全部ナイフで取ってしまった男が、今更何を言ってるんだろう。だが、物足りないものの、ここで終わりにしてもらえればありがたかった。


　三嶋の前で醜しゆう態たいを晒さらさずに済む。


　身体の中はムズムズするが、それはなんとか我が慢まんしよう。だいたい、生きるか死ぬかという状じよう況きようで、イキたいなんて思うのは、馬ば鹿かな話だ。


　しかし、三嶋はオレの予想に反して、オレを弄ぶのをやめたわけじゃなかった。ズボンと下着を引き下ろしていくんだ。


「や……やめろっ……」


　オレは狼ろう狽ばいしてテーブルの上に起き上がったが、ナイフを突つきつけられる。


「テーブルの上に横になりなさい」


「でもっ……」


「制服がズタズタになってしまってもいいんですね？　制服だけならいいですけど、その中身まで切れてしまったら、どうします？」


　オレはそれを想像して、ゾッとした。


　仕方なくテーブルの上に横たわる。


「手は頭の上です」


　指示どおりにすると、三嶋はちょっと笑った。


「そう。おとなしくしていなさい。そうすれば、悪いようにはしません」


　三嶋の言葉が本当のことかどうか判わからない。でも、今はそれを信じるしかなかった。


　ズボンと下着を脱ぬがされてしまう。すると、自分がとても頼たよりない存在に思えてくる。シャツを羽は織おっているだけで、他ほかは何も身につけていないんだ。


　三嶋はそんなオレを見下ろした。


「見るな……」


　身体を隠かくしたいが、それも許されない。三嶋はオレの両足を広げて、隅すみ々ずみまで視線を走らせる。オレはそれが支配的な態度に思えた。


　まるで、自分の獲え物ものを見るような目つきだ。だから、何をしても許されると三嶋は思っているんじゃないだろうか。


「なかなかいい身体をお持ちです」


　どちらかといえば、オレの身体は未発達だ。年ねん齢れい的に成人にはなっているものの、がっしりとした男の身体になっていない。


　だから、三嶋の言葉は皮肉にしか聞こえなかった。


「肌はだがほんのり桜色になっている。そんなに裸はだかを見られるのは恥ずかしいですか？」


「そんな目で見られたら、誰だれだって……」


　温泉で裸の付き合いをするのとは訳が違う。あちこちいじられていて、勃ぼつ起きしている身体だ。それをいやらしい目で見られるのは、遠えん慮りよしたかった。


　三嶋はふっと笑うと、オレの脇わき腹ばらを撫なでた。


「和行さんの身体には色気がありますよ。女性とは違いますが、なんとも言えない趣おもむきがある。筋肉は適度についているのに、少年のような若々しい身体つきと言えばいいのか……。しかも、感じやすく、恥じらいもある。顔も可愛かわいいときては、このまま単なる契約で済ませるには惜おしいですね」


「ど……どういう意味だ？」


　なんだかとんでもないことに巻き込まれているような気がする。オレは百万の口止め料をもらって帰るだけじゃなかったのか。


「つまり……『賞品』に出すということですよ」


　オレは意味ありげに言われたその言葉に戸と惑まどった。


「盗ぬすみ聞きしたんでしょう？　賞品の話は……。あのレコーダーの中にしっかりお客様の話が録音されていましたよ。もちろん全部、消去してしまいましたが」


　客の話によると、このカジノバーで開かれる秘密クラブでは、チップを換かん金きんするわけじゃなかったんだ。チップで遊び、大おお儲もうけした順に賞品がもらえる。いつもは普ふ通つうでは手に入らないめずらしいものらしいが、今夜はその対象が女性だということをオレは聞いた。


　売春を斡旋しているわけじゃないと、今さっき三嶋は言ったが、それより悪いじゃないか。女性をモノみたいに賞品として与えるなんて、人身売買みたいなものだ。


　客の話では、ガラスケースみたいなところに女性が陳ちん列れつされているらしい。オレはそれをこの目で見ようとしたところで、三嶋に捕つかまえられてしまったんだ。


　でも、オレを賞品として出すって……。


　いくら男が好きな客がいたところで、そんなの少数派だろう。


「賞品は好きなものを選べるんですよ。実は、あなたが捕えられるのを見てしまわれたお客様がいらして……。ぜひこの次の賞品に出してほしいと言われたのです」


　そんな……。


　オレは自分がガラスケースに人形みたいに陳列されているのを想像して、眩暈めまいがしてしまった。


　そして、その先はどうなるんだ。


　尻を触ってきたのは、確か脂あぶらぎった中年男だったように思う。あんなのに身体を好きにされるなんて、絶対嫌いやだ。


「オレはもう記事になんか絶対にしないし、口外もしないから……」


「残念ながら、お客様の要望をなるべくかなえて差し上げるのが、私の務め。迷い込んできたネズミを、磨みがかれた賞品の中に出すのは、ためらいがありましたが、これほどの上玉なら賞品としてふさわしいでしょう。今日にでも、お客様にその旨むねを報告しなくてはなりませんね」


　三嶋はもうすでに、オレを賞品として出すことに決めているようだった。


「オレは……嫌だ！　男なんかと……」


「私もそう思っていましたよ。でも、あなたを見て、気が変わりました」


「あっ……ちょっ……」


　三嶋はオレの太ふと腿ももの内側に唇くちびるを這わせた。


　なんだか判らないけど、快感が電流のように身体を走り抜ぬけていく。


「この身体、私が磨いてみるのも悪くない」


「あ……んっ……んんっ」


　声を出すまいと我慢しても、足の付け根を舌で舐なめられると、唇の端はしから声が洩もれてしまう。


　なんでオレはこんなことに巻き込まれているんだ。殺される心配は……当面はなくなったのかもしれないけど、こんな行こう為いは絶対に嫌だ。


　だが、三嶋はまだナイフを手にしている。


　いつ気が変わるか、それは判らない。


「身体からだが熱いでしょう？　肝かん心じんなところに触ふれてほしくて、ウズウズしているんじゃありませんか？」


「違ちが……う」


　オレは何度も頭を振ふった。


　快感を振り払はらうように。


　だけど、振り払っても振り払っても、身体の奥のほうから這はい上がってくるようだった。三嶋の手が、指が、唇が、舌がオレを追いつめていく。


　だんだん頭の中が朦もう朧ろうとしてくる。


　三嶋はオレの勃たっているところの先せん端たんを指で触れた。


「あ……」


　身体が硬かたく強こわ張ばる。


「やっぱりココが一番好きですか？」


　あやうくうなずくところだった。


　オレは首を横に振る。ノーの返事だ。そこが一番感じるなんてこと、男なら当たり前の話だが、三嶋の言葉に素す直なおにうなずくわけにはいかなかった。


「そういう強ごう情じようなところも、そそりますよ」


　オレはそんなつもりじゃなかったのに。


　それとも、三嶋はオレがどんな反応をしても、追いつめるつもりなのかもしれない。そういう意地の悪さを感じた。


　三嶋に何度もそこを指先だけで撫でられて、次し第だいに身体が熱くなってくる。それだけの刺し激げきじゃ足りなくなってくるんだ。


　どうしようもなくなって、腰を揺ゆらしてしまう。


　こんなの、格好悪い。しかも恥はずかしい。触さわってほしいと言ってるのと同じだからだ。


　オレは催さい促そくなんてしたくない。男相手にねだるなんて、絶対にできない。嫌だ。


　そう思うのに、身体が言うことを聞かない。


「なんて可愛らしい反応をするんでしょうね。和行さんはひょっとして女性経験がないとか？」


「そっ……そんなことは……」


　高校生のときに付き合った女の子はいた。キスもできないまま、相手につまらないと言われてフラれてしまったが。


　女性経験があれば、こんな場合、もう少し我慢できるのかもしれない。オレは他人の手に触れられるのは初めてだったんだ。


「……ないんですね」


　三嶋は勝手に決めつけると、オレの大事な部分を包むように握にぎった。


　ドキッとする。


　ひょっとして、オレはこの苦しい生殺し状態から解放されるのかと思って。


　焦じらされながら刺激されるよりは、もういっそ楽にしてほしい。もちろん、だからと言って、自分から求めるわけにはいかなかったけど。


「初めての味、ということになりますか」


　どういう意味なんだろう。と思ったら、いきなり三嶋は手の中のものを舐めたんだ。


　あまりのことに、オレは動転してしまった。


　な……舐められちゃった。男に。


　女にだって、まだ舐められたことないのに！


　先端には先走りの液が滲しみ出ている。それを綺き麗れいに舐め取るみたいに、舌が動いていく。


「あ……あ……」


　なんて言ったらいいのか判わからない。やめろって言えばいいのか。でも、言ったところで、三嶋がオレの言うことなんか聞くはずもなかったし、何よりオレはまだやめてほしくなかった。


　舐められるたびに快感が増していく。


　身体が震ふるえる。鼓こ動どうが速くなる。


　やがて、三嶋は先端だけではなく、根元から上へと舐め始めた。


　オレ……オレ……こんないやらしいことをされてる。このままイッてしまいそうなくらい、そこが硬くなっている。


　興奮なんて言葉じゃ済まない。オレは自分の状じよう況きようも忘れて、大きく喘あえいでいた。


　ここにオレが何しに来たのか、なんでルーレットの回転盤ばんのすぐ傍そばで裸にされているのか、どうして手て錠じようをかけられているのか……。


　もう、そんなことはどうだっていい。オレは今、イキたくて仕方なかった。


　腰こしがどうしようもなく蠢うごめいている。早くなんとかしてほしい。あと少し、あと少しだけ刺激があれば、オレはイッてしまうだろう。


「……イかせてほしいですか？」


　三嶋は親指でいやらしくそこを擦こすり上げ、尋たずねてくる。


　身体が震えている。もうどうしようもなく興奮していて、口だってロクに動かない。


「イ……イかせて……」


「誰だれにイかせてほしいのですか？」


　オレは三嶋をちらっと見た。口元に笑えみを浮うかべている。


「あ、あんたに……」


「私は『あんた』なんて名前ではありませんよ」


「三嶋……祐一郎」


　それを聞くと、三嶋はふっと馬ば鹿かにしたような笑いを洩らした。


「そこまで言うのなら、して差し上げましょう」


　三嶋はそこに顔を近づけた。また舐められるのかと思ったら、感かん触しよくが違っていた。大事なところが何かにすっぽり包まれている。


　何かって……三嶋の唇じゃないか。


　じんわりとあったかく、濡ぬれた感触に、オレは自分の中から爆ばく発はつしそうな何かを感じた。


　こんなの、初めてだ……。


　三嶋の唇が動く。すぼめたようにして、口でオレのそこをしごいていくんだ。そのビジュアルのいやらしさと実際の刺激が相まって、オレの頭の中は真っ白になった。


　もう……。


　快感のレベルが最高値になり、オレは一気に駆かけ上ってしまった。








　心臓がまだドキドキしている。


　オレは三嶋の口の中に全部放ってしまった。止めようもなかったんだ。あまりに気持ちよすぎて。


　三嶋は顔を上げると、口元を拭ぬぐい、オレに笑いかけた。


「しっかり味わわせてもらいましたよ。あなたの……」


　萎なえたそこを指先で撫なでられる。ビクンと身体が震えて、三嶋に笑われる。


　オレは顔を背そむけた。


　快感に負けてしまったが、それを指し摘てきされるのは嫌だったからだ。


「気持ちよかったでしょう？」


　その問いかけには噓うそはつけない。よくなければ、イッたりしないからだ。


　オレは仕方なくうなずいた。


「じゃあ、続きをしてあげましょうね。今度はもっとあなたを感じさせることができると思いますよ」


「えっ、そんな……」


　やっと満足したから、オレはもうこれで終わりにしたかった。だが、どっちにしても、オレに決定権があるわけじゃない。


　三嶋はオレの両足を持って、尻しりが半分テーブルからはみ出すような位置まで持ってくる。そして、その足を一気にオレの胸側へと引き上げた。


「あ……」


　なんだか恥ずかしいポーズだ。オレが女でなくても、こんな格好をするのは嫌だ。性器も何もかも、三嶋の目の前に曝さらけ出されている。


　ふと気がついたが、三嶋はナイフを手にしていない。


　ということは、逃にげるチャンスがどこかにあるはず。三嶋の頭を蹴けって……それから素す早ばやく起き上がって……もう一回蹴って……。


　だが、その考えは実行できなかった。


　三嶋はオレの太ふと腿ももを舐なめた。いや、そこはもう太腿とは言えない。尻だ。


「あっ……そこは……っ」


　舌が移動していき、窪くぼんだ部分に達した。


「嫌いやだ……っ」


　柔やわらかい舌がオレのそんなところを舐めている。物好きな『お客様』はそこを望んだかもしれないが、何も三嶋までそこを舐める必要があるんだろうか。


　三嶋はナイフを持ってないんだ。だったら、もう蹴ってしまって逃げたい。


　だけど、また身体からだが言うことを聞かない。そこを舐められると、まるで腰から下が溶とけたみたいに、力が入らなくなってくるんだ。


「やっ……ぁ……あん……」


　オレの声が別人みたいに艶つやを帯びている。まるで誰かを誘さそっているみたいだった。


　何もかも初めての経験に、オレの身体は勝手に突つっ走っている。そして、身体の内側から別の何かに変わっていくような気がした。


　三嶋の唾だ液えきでそこがびしょびしょに濡れている。


　理性では、拒きよ絶ぜつして、どうにかしなくちゃいけないと思っているんだ。なのに、何をどうしようという案も思い浮かばず、それどころか、このまま身体の欲求に従ってしまいそうになる。


　ダメだ……。


　だって、このまま行ったら、オレはどうなるんだろう。舐められただけで済めばいいが、なんだかそういうわけにもいかなさそうだった。


「み……三嶋ぁ……」


「なんですか、和行さん？」


　三嶋は笑え顔がおで応こたえた。


「もう……頼たのむから、やめてくれ……」


「今イッたばかりなのに、また勃たっていますよ。よほど気持ちいいんでしょうね」


　三嶋は舐めていた部分を指でつついた。


「あっ……」


　身体が弾はじかれたように反応した。


「噓をついてはダメですよ。あなたの身体はやめてほしいなんて言ってない。とことんまでイキたいでしょう？」


「嫌だ……嫌なんだ。頼む。もうこれ以上は……」


「してほしいくせに」


　三嶋はまたその部分に舌を這はわせる。いや、さっきの舐め方とは違ちがう。舌を尖とがらせて、抉えぐるように舐めている。まるで中まで入ってきそうな感じだった。


「やだ……やだっ……」


　オレは子供のように頭を振ふった。


　逃げようとするが、腰をしっかり押さえつけられている。


　だが、逃げようとしているはずなのに、オレの身体は次し第だいに熱くなってきていた。勃っている部分がさっきと同じような硬かたさになってしまっている。


　オレは自分の身体の変化に戸と惑まどった。


　嫌がっているはずなのに……。


　本当は嫌がってないってことなのか。もっとしてほしいと思っているんだろうか。


　そんな馬鹿な……。


「ねえ、和行さん。自分の身体が欲ほつしていることくらい、ちゃんと把は握あくしたほうがいいですよ。嫌だなんて口で言っても、こんなになっていたら……誰も信じないですよね」


　三嶋はオレの股こ間かんで硬くなっているものを、人差し指で根元から撫で上げた。


「あ……っ」


「気持ちいいんでしょう？　後ろをいじられるのは、本当は好きなんでしょう？」


　そんな質問、答えたくない。


　オレは目をギュッとつぶった。


「プライドがあるってことですか？　でも、そんなプライド、あなたには不要ですよ」


　三嶋は指を後ろの部分に這わせた。と思ったら、その指をオレの中に潜もぐり込ませてしまった。


「そんな……っ」


　いきなり指を入れられ、オレはどう反応していいか判わからなかった。


「すごく締しめつけてますよ。まるで飢うえていたみたいに」


「違うっ……。オレは……」


「初めてなんですよね？　判っていますよ。初めてじゃなかったら、こんなに可愛かわいい反応は示さない」


　三嶋はオレの中で指を動かしていく。


「あっ……あぁ……」


　もう何もかも、すべてがおかしくなってしまいそうだった。


　だって、オレはこんなことをするために、ここに潜せん入にゆうしたんじゃない。オレはスクープが欲しくて、潜り込んだ。


　なのに……。


　なんで、こんなこと……。


「泣くほど、嬉うれしいんですか？」


　気がつくと、オレの頰ほおには涙なみだが流れていた。


　嬉しいわけがない。悲しいんだ。こんな目に遭あっているオレが……。


　なのに、身体は心と反対に燃え上がっていく。指を動かされるたび、身体の奥のほうで反応している。


　今まで眠ねむっていた何かが目覚めてくるような……。


　嫌なのに。


　これ以上、感じるのは嫌なのに。


「もう一本、増やしてみますか」


　どこか遠くで声が聞こえてきた。それがどういう意味なのかは、三嶋が実際、オレの身体の内部を広げるように指をもう一本入れてきたときに判った。


　オレ……どうなっちゃうんだろう。


　何もかも受け入れてしまっている。こんな指の存在なんか、オレは自分の中に認めたくない。だけど、現実としてあるんだ。


　そして、オレをこんなに感じさせている……。


　前の部分だけを刺し激げきしても、こんなふうにはならない。後ろがこんなに感じるなんて、オレは今まで知らなかった。


　やがて、指がオレの中から引き抜かれた。


　何……？


　物足りなくて、たまらない。ここで放ほうり出されても、身体の熱さは止められなかった。


　オレはハッと気づいた。


　指が入っていた部分に、硬くなったものが押し当てられている。


「い……嫌だっ……」


　それが何か判って、オレは逃げようとしたが、身体に力が入らない。


　オレの足の間にあるのは、三嶋の勃っている部分だ。それがオレの中に入ってこようとしている。


　それだけは嫌だ。


　オレは起き上がろうとしたが、両足を抱かかえられる。


「あ……ぁ」


　オレの中に先せん端たんが潜り込んできた。


　じわじわと痛みが広がっていく。


「痛い……！」


　泣いているような声がオレの口から飛び出した。


「最初だけです。すぐに慣れます」


　なんでそんなことが断言できるんだろう。三嶋は勝手なことを言うと、オレの中へとどんどん侵しん入にゆうしていった。


　奥まで入れてしまうと、三嶋は息をついた。


「痛いじゃないか……っ」


　オレは涙を溜ためた目で、三嶋をにらみつけた。


　なのに、三嶋は笑ったんだ。


「私は気持ちいいです」


　そんな言い草があるだろうか。オレは痛いって言ってるのに。


「噓うそつき！　男のオレをこんな目に遭わせやがって……！」


「指を入れられて、喘あえいでいたのは、誰だれでした？　私の目の前にいる人だと思うんですが」


　思いっきりの皮肉だ。


　なんでオレはこんな男と……。


「だいたい、オレを賞品にするのに、あんたが先に手をつけていいのか？」


「いいんですよ。慣らしてあるほうが好まれますから」


　そういうものなのか……。


　いや、感心している場合じゃない。オレは慣らされて賞品に出されるんだ。それを思うと、快感に負けて、なんでこんなことをされてしまったのか、自分でも歯がゆい気持ちになる。


　三嶋は手を伸のばして、オレの頰に触ふれた。


　いきなりだったので、オレはビックリして、三嶋の目を見つめる。


　目と目が合っても、オレと三嶋の間に何が起こるわけでもない。こんなことをしていても、恋れん愛あい関係でもなんでもないからだ。


　三嶋は不意にニヤリと笑った。


「お気の毒ですね。こんなところに潜入したばっかりに」


　オレをこんな目に遭わせている三嶋にそう言われるとは……。


　しかも、賞品にして、どこかのハゲオヤジにオレを抱だかせようとしている奴やつに。


「さあ、そろそろおしゃべりはやめにしましょうか」


　三嶋は軽いウォーミングアップみたいに腰こしを動かした。


「あっ……わっ……」


「感じますか？」


「ち、違うって……」


　否定したものの、たぶん三嶋にはオレの身体からだの反応はバレている。何な故ぜなら、悲しいことに、オレと三嶋の身体はつながっているからだ。


　問題は、オレの内部のどこかに感じるところがあることだった。痛いと文句を言ったのに、すぐに感じているなんて、そんな格好悪いことが口にできるだろうか。


　三嶋が再び動くと、オレの身体の内部が擦こすられていく。


「あ……んっ」


　自分の口が裏切っている。


　喘ぎたくないんだ。本当は。


　だけど、三嶋の動くスピードが増すと、次し第だいに抑おさえきれなくなる。


　オレの身体はさっきよりもずっと熱くなってきていて、喘ぐどころじゃなく、三嶋の動きに合わせて自分の腰が動いている有様だった。


「初めてなのに……すごいですね。反応が」


　そんな屈くつ辱じよく的なことを言われても、オレは唇くちびるを嚙かむしかない。


　オレだって、こんなに感じていたいわけじゃない。いっそ痛いままのほうがよかった。これじゃ、まるで合意でエッチをしているみたいじゃないか。


　違ちがう。違う。絶対に違う！


　オレは断じて男と……こんな奴とエッチしたくない。


　頭の芯しんから足の指先まで、痺しびれてしまっている。セックスって、こんなに気持ちいいものだったのか。それとも、これが普ふ通つうのセックスじゃないからだろうか。


　男同士で……。


　相手は憎にくらしいほどに、オレの弱点をやすやすと突ついてくる。


「ほら……ココがいいんでしょう？」


「ああっ……」


　なんでオレの身体の内部の感じるポイントまで、見つけてしまっているんだろう。そこを突かれると、もうダメなんだ。


「もう……オレっ……」


　前の部分に触れられてないのに、イッてしまいそうだった。それは嫌いやだ。けど、身体が熱くなりすぎて、止められない。


　奥まで激しく突かれるたびに、どんどん身体は高まっていく。


　三嶋がオレの腰をつかみ、ぐっと奥まで押しつける。


　その瞬しゆん間かん、オレは自分を手放した。








　気がついたとき、オレは硬かたいテーブルの上にはいなかった。


　ふかふかのベッドの中。


　あれは……夢だったのかな。普通に考えて、あんなこと起こるわけがないか。カジノバーのテーブルで男に犯おかされるなんてさ。


　そうだ、そうだ。きっと悪い夢だったんだ。


　だが、あることに気づいて、ハッと目を開ける。


　オレ……服を着てない。


　真っ裸ぱだかだ。


　しかも、両手には手て錠じようがかけられている。


　起き上がって、あたりを見回すと、見知らぬ部屋だった。日が差しているところを見ると、朝か……いや、昼かな。


　広い部屋に、この大きなベッドが真ん中にあって、その脇わきにソファとテーブルがある。ここはどこなんだろう。ホテルの部屋なのかな。それにしては、どことなく変なんだけど……。


　でも、誰もいないってことは、逃にげるチャンスだろうか。オレはベッドから起き上がり、警けい戒かいしながらドアをそっと開けようとした。


　すると、ドアのほうが勝手に開き、そこには三嶋が立っていた。今日はタキシードではなく、普通にスーツ姿だったが。


　やっぱり夢じゃなかったんだ……。


　いきなりこの男に遭そう遇ぐうしたことで、オレはガッカリした。


「お出で迎むかえですか？　そんなセクシーな格好で？」


　三嶋は笑いながら、オレの腕うでに手を触れた。


「さ……触さわるな！　何がセクシーな格好だ。オレの服はどうしたんだ？」


「あれはあなたの服ではなくて、ウェイターの制服ですから。あなたの服は更こう衣い室しつの中で見つけましたが、この場所にはふさわしくないので、処分しました」


　オレはポカンと口を開けた。


　処分って……。


　一体、この男はナニサマなんだ。なんの権利があって、オレの服を処分できるんだ。


「その代わり、新しく用意をしておきましたから。まず風ふ呂ろに入って、身体を清潔にしてください。昨夜は……ずいぶん汚よごれましたからね。覚えておられないでしょう？」


　オレの記き憶おくは、こいつに蹂じゆう躙りんされて、イクところまでだ。その後のことはぷっつり記憶がない。


「ご自分の出されたものが身体どころか、顔にまでかかっていましたよ。二度目だったのに、ずいぶんたくさん出て……。そんなに溜めていたんですね」


　言葉遣づかいこそは丁てい寧ねいだが、恐ろしくオレを侮ぶ辱じよくしている。といっても、記憶がないから、それが本当のことか噓なのか判わからない。


「オレはどうしてその後のこと、覚えてないんだろう」


　素そ朴ぼくな疑問だったが、三嶋はわざとらしく溜ため息いきをついた。


「気持ちよすぎて失神する人は初めて見ました。あれから私は一人で後始末をしたのですよ。身体を拭ふいてあげて、あなたをここまで運んで。しかも、その後、テーブルを拭き掃そう除じしました。あのままでは、仕事に支障が出ますから」


　一いつ瞬しゆん、そんなことまでしてもらって悪かったかなと思ったが、よく考えると、オレは好きであんなことになったんじゃない。こいつに無理やりエッチされたんだ。


「全部、あんたのせいだろ！」


「いいえ、違います。少なくとも、私は失神させるつもりではなかったし」


　どうせ気持ちよすぎて失神した馬ば鹿かだよ、オレは。そう言いたくなるのを我が慢まんしながら、今知りたいことを質問した。


「ここはどこなんだ？　今は何時だ？」


　三嶋は肩かたをすくめたものの、答えてくれた。


「ここは私の部屋。今は午後二時」


「オレは……これからどうなるんだ？　知ったことは口外しないし、記事にしないから、帰してほしいんだが」


「それはあなたが風呂に入って、服を着た後に話をしましょう」


　ムッとしたものの、確かにこんな格好で話をしても格好がつかない。逃げるにしたって、服をもらわなければ無理だ。


「風呂はどこにある？」


「こちらでございます」


　三嶋は恭うやうやしく頭を下げる。


　人を小馬鹿にしているとしか思えない丁寧さだ。


　三嶋に連れていかれたのは確かにバスルームだったが、かなりの広さだった。バスルーム自体も広いが、なみなみとお湯が入っている浴よく槽そうもまたちょっとした旅館の大浴場並みに広かった。いや、それはオーバーかな。でも、五人の人間が一いつ緒しよに入れるくらいだ。


「あんた、一人だけで住んでいるのか？」


「もちろん。そうでなければ、あなたを裸でウロウロさせませんよ」


　そう言われればそうだ。家族がいて、オレに遭遇したら、大混乱だろう。真っ裸じゃ、不ふ審しん人物を通り越こして変態じゃないか。


「では、ごゆっくり」


　三嶋はオレの手錠を外し、バスルームを出ていく。オレはとにかく身体を洗って、風呂に浸つかる。ホントに気分は旅館の温泉に浸かっているようだ。


　オレはふと窓があるのに気づいて、そっと開けてみた。裸では脱だつ走そうできないが、どういう場所なのか確かく認にんしておきたい。


　窓の外は広いバルコニーのようになっていて、その先は……。


　こんなにバスルームが広いし、あちこち部屋もあるようだし、一いつ軒けん家やだと思っていたが、どうも違うようだ。ずいぶん高い場所のようだし、マンションの最上階なのか。


　いや、最上階……というより、屋上？


　なんだかそんな気がした。


　風呂から上がると、脱衣所にバスローブが置いてあった。これを着ろということなのかな。何も着ないよりはいくらかマシなので、それを着て、脱衣所を出ていく。


「お待ちしておりました。こちらへどうぞ」


　三嶋にまた恭しくリビングみたいなところに案内されて、ソファに座らせられる。贅ぜい沢たくな造りのキッチンがあるのをちらっと見たが、あまり使ってないように思えた。リビングもたぶん二十畳じよう以上はあろうかという広さだ。


　三嶋はサンドイッチと紅茶をオレに勧すすめた。


　そう言えば、オレは昨日の昼から何も食べてない。カジノバーに忍しのび込む前は緊きん張ちようして何も食べられなかったし、それを考えたら、丸一日食べてないことになる。


　オレはありがたくいただくことにした。毒が入っているなんて可能性はないからだ。オレはずっと眠ねむっていたんだから、殺そうと思えば簡単だからね。


　とりあえず満足した後、改めて向かいのソファに座る三嶋に目を向けた。


「それで、オレの服は？」


「今、着てるじゃありませんか」


　オレは自分が着ているバスローブを見つめた。しかも、下着はないから、どうにも頼たよりない感じだ。


「オレはちゃんとした服が欲しい」


「困りましたね。ワガママを言われても困るんですが」


「どこがワガママなんだよ！　オレの服を処分したから、代わりのものを用意したんだろう？　だったら、もっとまともに着れる服を用意するべきだ。だいたい、下着はどうしたんだよ？」


　あれは三嶋がズボンと一緒に引き下ろしたんだ。それからどうなったのか。たったあれだけの布でも、あるのとないのとではずいぶん違ちがうことを、オレは初めて知った。


「あれはね……本当にどこに行ったんでしょうかね」


　自分が脱ぬがせたくせに、三嶋はまったく他人ひと事ごとのように言う。


「あんた、自分で後始末をしたって言ったじゃないか！」


「言いましたが……。でもまあ、シャツのボタンは飛んでいるし、あなたが汚したし、全部まとめてゴミ箱の中に入れてしまいました。その後のことは知りません」


　そんなあ。オレの下着はゴミなのか。


　しかし、どうあっても三嶋はオレにまともなものを着せる気はないようだった。


「どうして、オレはこんなものしか着せてもらえないんだ？」


「逃げてもらっては困りますからね。まともな服を着たいのなら、手錠をさせてもらいますが、よろしいですか？」


　オレは自分の手首を見た。暴れたりしていたから、擦すれてしまって赤くなっている。ヒリヒリ痛むくらいだが、これにまた手錠をしたいとは思わない。


「まともな服に、手錠なしで」


「却きやつ下かです」


　三嶋はにべもなく言う。


「オレはさ、そもそも家に帰りたいわけだ。口外しないって約束してるんだし、百万はいいから、帰してくれよ。頼たのむ」


　オレはもう拝おがむような気持ちだった。


　本当はこんな男、許せないと思っているが、それでもゴマをすって、一刻も早く帰りたかった。賞品にされるなんて、まっぴらだったし、何よりこんなわけの判らないことを言う男とは、もう関かかわり合いになりたくなかったからだ。


「しかし、あなたを次の賞品にすると、もうお客様に連れん絡らくを入れてしまいました。だから、一ヵ月後の秘密クラブにはガラスケースの中に入ってもらいます。……ああ、心配しないでください。そのときには、ちゃんと服を着せてあげますよ。それどころか、思いっきり着き飾かざらせてあげます」


　三嶋がオレをどんなふうに着飾らせるつもりなのか、ちょっと怖こわくなった。


　いや、そんなことより、本気でオレを賞品にしたいと考えているようだ。ガラスケースに入れられる女性達もこんなふうにかき集められてくるんだろうか。


　三嶋のように綺き麗れいな顔をした男なら、いくらだって女を騙だませそうだ。一見、態度が丁寧でソフトだから、尚なお更さらだ。


　オレはそう考えて、思わず三嶋をにらんでしまった。


「あのさ。オレも会員制のクラブに不法侵しん入にゆうして悪かった。客の話を盗ぬすみ聞きした挙句に、録音までして、それで記事を書こうとしていたんだから、もしそれが実現していたら、客にもあんた達カジノやホテル側にも大変な打だ撃げきを与あたえることになっていたと思う。それを考えたら、あんたが怒おこるのも判る」


　三嶋はにっこり笑った。目は全然笑っていない笑え顔がおだ。


「なんだ。ちゃんと判っているんじゃありませんか。悪いのは和行さん。私は被ひ害がい者しやですよ」


「いや、そうじゃないだろう？　あんたはそれに対して、オレに手て錠じようをかけて、何時間も閉じ込めて、それからペーパーナイフで脅おどかして、男のオレをレイプしたんだ。それだけでも充じゆう分ぶんひどいと思うが、そのうえにまだオレを賞品にしようって言うのか？　あんまりじゃないか！」


　オレが怒ってみせても、三嶋はちっともひるんだ様子はなかった。相変わらず口元には笑みを浮うかべている。


「おや。あれはレイプだったんですか？　私はちっとも気づきませんでした」


「な……！　あれはレイプだろうっ？　あんたが無理やりオレを……」


「レイプというのは無理やりするものです。私みたいに相手をあんなに気持ちよくさせてあげたり、奉ほう仕ししたりするものじゃないはず。違いますか？」


　そういえば、オレの心の中に描えがいていたレイプとはちょっと違っていたような……。いや、でも、オレは確かに嫌いやがっていたんだし、無理やりだと思うんだけど。


「まして、あんなペーパーナイフなんかで脅されたと言われても。誰だれが聞いたって笑いますよ」


「あんたが他ほかのものも切れるって言ったんじゃないか！」


「切ったでしょ。ボタンを留めている糸を」


　三嶋は澄すまして答えた。


　じゃあ、オレは三嶋の言葉に怯おびえていただけだったのか。ペーパーナイフは所しよ詮せん、ペーパーナイフだったってことなのか。


　オレは今更ながら、どうしてもっと抵てい抗こうしなかったのか悔くやんだ。


「あなたは二回もイッた。あんなに気持ちよさそうに喘あえいで、腰こしまで振ふっていたのに、あれで無理やりなんて……。なんなら、証しよう拠このビデオでも見てみますか？」


　そういえば、すっかり忘れていたが、ビデオを撮とられていたんだった。昨夜の醜しゆう態たいが全部録画されていたなんて、考えただけでも恐ろしい。


「そんなビデオ、消してくれ」


「そうはいきません。はっきり言って、私はあなたに百万を渡わたしたって、口止め料になるとは思っていませんよ。マスコミの人間なんて、噓うそつきばかりだ。だから、あのビデオを撮らせてもらいました。情報が何か洩もれた場合は、即そく、あのビデオをインターネットで流します。ついでに、あなたの仕事先や友人にメールでばら撒まきましょうか？」


　あまりに陰いん険けんなその作戦に、オレは眩暈めまいがしてしまった。


　そのためのレイプだったのかな。いや、ただのレイプならまだいい。オレも感じているんだから、合意の上でのエッチだと誰もが思うだろう。


「つまり、昨夜の出来事は、報復のためではないのですよ。単なる自衛手段に過ぎません。しかし、賞品の件は報復です。あなたが私達の首を絞しめようとした。それに対する、ね」


　なるほど。そういうことか……。


　オレはソファにもたれて、腕うでを組んだ。


　マジで三嶋はオレを一ヵ月間ここに監かん禁きんして、賞品として出すつもりなのか。


「賞品として誰かにもらわれていったら、オレはどうなるんだ？」


「それはお客様次し第だいです。一夜で飽あきる方もおられれば、長く可愛かわいがられる方もいます。でも、大だい丈じよう夫ぶですよ。皆みな様さま、お金持ちの太っ腹な方ばかりですから、それはもう、贅沢な暮らしができます。あなたが体験してこられなかったような……」


　オレは顔をしかめた。


　どうせオレは金持ちの家の子供じゃなかったし、今だって、小こ汚ぎたないアパートで独り暮らししている。だが、贅沢な暮らしなんかを望んでいるわけじゃないから、金持ちの男に長く可愛がられたいとは思わなかった。


　しかし、ここでいくらオレが賞品なんて嫌だと駄だ々だをこねたところで、三嶋はオレを帰したりしないだろう。はっきりとこれは報復だと言っている。


　仕方ない。一ヵ月もあれば、その間、逃にげる隙すきは必ずあるはず。今度こそ、絶対、逃げ出してやるからな。


「そんなふうに足を組むと、中身が見えてしまいますよ」


　オレはあわてて足を直し、バスローブの裾すそを引っ張る。


　男同士でも、オレは三嶋には気をつけなくてはならなかった。何しろ、オレのこと、色気のある身体からだだのなんだのって言った奴やつだ。また何をされるか判わからない。


「そういえば、ここ、マンションの屋上か何かなのか？」


「ああ、バスルームの窓から外をご覧になりました？　ここはマンションではなくホテルの屋上ですよ。ペントハウスってやつですね」


　ペントハウス……。しかも、ホテルの屋上なのか。


　つまり、地下から屋上へと、オレは連れてこられたんだ。失神している場合じゃなかったな。意識があれば、逃げるチャンスもあったかもしれないのに。


「言っておきますが、逃げようとしても無駄です。ホテルの従業員はあなたの味方ではありませんから」


　まさか指名手配みたいに顔写真でも回っているのか。オレを見かけたら、上の人に連絡することになっているとか。三嶋がホテル内でどういう役目を担になっているのか判らないが、ただのディーラーでないことは、はっきりしている。


　カジノバーのマネージャーみたいな感じ……かな。少なくとも、オレに関しては、誰かの指示で動いているということじゃなさそうだった。


「オレは一ヵ月間、何をしてればいいんだ？」


「ただ遊んでおられればいいですよ」


「一ヵ月も？」


　三嶋にうなずかれて、オレは途と方ほうに暮れた。


　そんなに長い間、一ヵ所に閉じこもっているなんて、とてもできない。いや、そこそこで逃げ出すつもりではいるけどさ。


「退たい屈くつなら、私がたまには外に散歩に連れ出してあげます」


「まさかオレにリードをつけるつもりじゃないだろうな？」


「さあ、どうでしょうか。お好みならつけて差し上げますよ。首輪なんかお似合いになるかもしれませんね」


　どこまで本気か判らない三嶋の言葉に、オレは自分の行く末をひたすら案じた。








　オレの行動していい範はん囲いは、家の中と外、つまりホテルの屋上だった。


　家の中から直接下に降りられるエレベーターは、カードキーがなければ動かなかった。家の外から行ける階段は、扉とびらに鍵かぎがかけてあってビクともしない。


　三嶋はわざわざオレをそこまで連れていって、扉の頑がん丈じようさを確かめさせた。つまり、逃げようと無駄な努力はするなってことだな。


　もし三嶋がいないときに火事になったら、オレはどうなるんだろうね。見殺しなのかな。三嶋がオレを死なせちゃいけないと思っているようには、全然見えないから、見殺しはあり得うる。


「ここまでしておいて、バスローブ姿で過ごせというのは意味のないことじゃないか？」


　室内は空調が効いていたが、屋上は風が強くて寒い。もう冬になりかけなのに、バスローブ一枚で外に出ているのは、かなりつらい。しかも裸足はだしにスリッパだ。


「まあ、そうなんですけどね」


　じゃあ、なんでそんなにもったいぶっているんだろう。オレには謎なぞだった。


「ただ……その姿、あなたに似合っていると思うんですよ」


　三嶋はオレを足元から顔まで眺ながめて、ニヤリと笑う。


「何言ってるんだよ。こんな格好、風ふ呂ろ上がりだけでたくさんだ！」


「そうですか？　私としては、裸はだかのままで置いておきたい気分なんですが、それではあまりに可哀かわい相そうなので、わざわざバスローブを用意してあげたんですよ」


　三嶋は思いっきり恩着せがましく言った。


「なんで、裸なんだよ。だから、オレは逃げ出せないんだろう？」


　オレは寒くて、自分の腕を抱だいて、縮こまった。


「ああ、寒いですか？　じゃあ、私が暖めてあげましょう」


　三嶋はオレの肩かたを抱いて、バスローブの隙すき間まから胸のほうへと手を入れてきた。


「何……するんだ！」


「つまり、こういうときに便利なんですよ。この格好は。……いつだって私の好きなときに、こうしてあなたの身体を弄もてあそべる……」


「あっ……やめろって……」


　なんで、こんな風が吹きすさぶ中、寒さに堪たえながら、乳ち首くびなんかいじられなきゃならないんだ。


　理り不ふ尽じんだ。理不尽すぎる……。


「もうちょっと、身体を慣ならしておかないと、賞品としては出せませんからねえ。抵抗して、お客様に失礼があってはいけませんし」


　ということは、三嶋はこれから先も昨夜みたいなことをしてくるってことか。三嶋をそういう意味で危険な奴だとは認にん識しきしていたものの、そんな理由でオレの身体に触ふれてくるとは思わなかった。


「とにかく……っ、オレは寒いんだよ！」


　実際、風か邪ぜをひきそうに身体が冷えてしまったから、そう訴うつたえた。三嶋は笑いながら、手をバスローブの中から出した。


「判りました。部屋に入りましょう」


　ペントハウスの中はちょうどいい室温に保たれている。オレは三嶋によって乱されたバスローブを整えた。


　ホントに、なんでオレがこんな目に遭あわなくちゃいけないんだろう。スクープの失敗は高くついたってことか。


「テレビは好きに見ていいですよ。電話とパソコンは移動済みですので、探しても無駄です。外と連絡を取ってもらっては困りますから」


　オレが寝ねている間に取り外して、どこかに避ひ難なんさせたってことか。手回しのいいことだ。オレの携けい帯たいは車の中に置いてきたから、たぶん取り上げられているか、処分されているか……。どっちにしても、オレの手元にないから同じことだ。


「それから……」


　三嶋はある部屋のドアを開ける。すると、中はジムみたいになっていて、身体を鍛きたえる器械が何種類かあった。


「自由に使っていいですから。ストレスが溜たまったからって、暴れないでくださいね」


　だったら、閉じ込めるなと言いたい。


　それにしても、ここから出る手立てはないものだろうか。三嶋がいないときに出るのは無理だが、三嶋がいるときなら……。


　三嶋ならエレベーターを動かせるカードキーを持っているはずだ。服も三嶋が着ているものを奪うばえばいいし、ホテル従業員がグルだったとしても、ここを出さえすればなんとかなる。


　オレは三嶋の様子を窺うかがった。すぐにそれに三嶋が気づいて、オレに尋たずねる。


「何か私の顔についていますか？」


「いや……」


　ひょっとして三嶋って、カメレオンみたいに視界が広いんじゃないかな。それとも、普ふ通つうに振る舞まっていても、オレの行動には注意を払はらっているということだろうか。


　でも……。


　今は無理かもしれないが、時間が経たてば、きっと三嶋にも隙が生まれるはず。そこを狙ねらえばいい。


「食事はどうなるんだ？　まさか、何も食わずに閉じこもってろって言うんじゃないよな？」


「ああ、すみませんでした。食事はもちろん私が三食運んで差し上げます。なんなら、口元まで運んであげてもいいですよ」


　幼児じゃあるまいし、冗じよう談だんだろうけど、つい想像しちゃったじゃないか！


　三嶋はどこまで本気か、冗談か、よく判らないところがある。その区別を間ま違ちがうと、とんでもないことになりそうだった。


「あ、こっちの部屋は？」


　ドアに手をかけて開けようとしたが、開かない。鍵がかかっているようだった。


「そっちの部屋は私の服が入っていますので。あなたに荒あらされると困ります」


　ドロボウじゃあるまいし、荒らすことはしない。ただ、拝借はしたくなるかも。こんな格好では、何をやってもサマにならないし、普通の服を着たいからだ。


　三嶋の服をオレが着ても、あんまりカッコよくもならないだろう。三嶋は背も高いし、足も長いからな。


「こちらはあなたが寝ていたベッドルーム。いつもはホテルの清せい掃そう員いんの一人と個人的に契けい約やくして、この部屋の清掃とベッドメイクをしてもらっているのですが、あなたがいるので部屋に入らせることができません。ということで、これからあなたが代わりにやってくださいね」


「なんでオレが……！」


　閉じ込められただけじゃなく、このうえ、掃そう除じまでしろと言うのか。本当にとんでもない奴だ。


「居い候そうろうは奉ほう仕しするものと決まってます」


「誰だれが決めたんだよ！　じゃなくて、オレは居候じゃない。あんたが勝手に閉じ込めてるだけだ！」


「だから、あなたの処しよ遇ぐうはすべて私が決めるんです。もちろん、掃除までしなくてはならないなんて、可哀相だとは思いますよ。でも、あなたがいけないんです。ウェイターのふりをして、秘密の場所に入ってきたんですから」


　何が可哀相だ。絶対にこいつはそんなこと思ってない。その証しよう拠こに、顔が笑っているじゃないか。


「ベッドメイクなんて、オレはしたことない」


「では、やり方を教えます。新しいシーツを運んでもらっていますから、これで練習してみましょう。まずベッドのシーツを剝はいで……」


　オレは言われたとおりに黙もく々もくと働いた。何か言うと、何倍にもなって返ってくるからだ。三嶋の指示に従うなんて、まっぴらだったが、逆らったところで免めん除じよしてもらえるわけではなさそうだからだ。


　新しいシーツを広げて、マットレスの下に折り込む。すると、ピンと張って、見た目が綺き麗れいになった。


　意外と上手うまいじゃないか。自分で自分を褒ほめるのも変な話だが、初めてやったのに綺麗にできたのが嬉うれしかったんだ。


「ほう、なかなかですね」


　感心したように、三嶋も言ってくれる。


「枕まくらカバーも換かえるんだよな」


　オレは調子に乗って枕のカバーを換え、ベッドに置いたそのとき、後ろから太ふと腿ももを撫なでられた。


「な……何するんだ！」


「何って、ほら、動いているうちにまた裾すそが乱れてますよ」


　だから嫌いやなんだ。バスローブなんて。


　三嶋が後ろから抱きつくようにして、体重をかけてくるから、上半身だけうつ伏ぶせでベッドに押さえつけられてしまう。


「放せって……」


　オレはもがいたが、相手の力のほうが強い。


「だって、そそられるんですよ。あなたのそんな姿を見ていると」


「あっ……どこ触さわってるんだ……」


　合わせ目の隙間から、股こ間かんに直接触ふれている。下着もつけてないこんな格好では、いくらだって好き放題に触られてしまう。


「やめろっ……あっ」


　帯を解ほどかれて、前ははだけさせられる。しかも、うなじに唇くちびるを這はわせられて、オレは未知の感覚に悶もだえてしまった。


「敏びん感かんなんですね。でも、こうでなくてはいけません。お客様を楽しませれば、あなたの待遇に反映しますからね。頑がん張ばってください」


　何を頑張れと言ってるんだ。待遇も何も、オレは客を楽しませるなんてことはしたくない。いくら金を積まれたって、やりたくないんだ。


　なのに、なんでオレは勃たってるんだろう。


　三嶋の器用な指に捕つかまると、ダメなんだ。オレの身体からだが昨夜のことを覚えているからだろうか。不思議なほどにすぐに燃え上がってしまって、身体全体まで熱くなってくる。


「足が震ふるえてますよ。そんなに私に触られると、気持ちいいんですか？」


「あんたにってわけじゃなくて……。刺し激げきに弱いだけだ」


「つまり感じやすいわけですね。相手が男でも」


　いちいち、オレがカチンとくるようなことを言う奴やつだ。だが、そんな奴に股間をいじられて硬かたくしているのは、オレのほうなんだ。


　三嶋の触り方はいやらしい。ポイントを突ついているくせに、緩かん慢まんな動きしかしない。どうせだったら、もっとちゃんと触って刺激してほしい。


「そんなに腰こしを振ふられていると、まるで誘さそわれているように思うのですが」


「違う……っ」


　腰を振っているつもりはなくても、なんだか動いてしまう。三嶋の触り方がもどかしいからだ。


「もう……やめてくれ」


「そんな心にもないことをおっしゃられては困ります」


　何が困るんだって言いたいが、そんな文句を言ってる場合じゃない。オレはつらくて、思わず綺麗にしたばかりのシーツをギュッとつかんだ。


「触るなら……ちゃんとしろよっ」


　オレの耳元でクスッと笑われる。三嶋はオレの耳たぶをペロリと舐なめ上げた。


「イかせてほしいわけですね？」


「そうだ！」


　オレはヤケクソでそう叫さけんだ。


　やめろと言われてもやめないわけだし、他ほかに方法がないじゃないか。こんな形で嬲なぶられるよりは、いっそイッてしまったほうが楽だった。


　三嶋の手でイクのは嬉しくないが。この際、仕方ない。


「判わかりました。でも、その前に……こっちの具合がどうなっているか、見てもいいですか？」


「え……？　こっちって、どっちだ？」


　意味が判らず、考えていると、三嶋はオレのバスローブの裾をめくって、尻しりを丸出しにしてしまった。


　裸はだかと変わらない格好だったが、丸出しにされると、やっぱり嫌だ。


「ああ、動かないでくださいね」


　三嶋は昨日オレが受け入れた場所をチェックしていた。丁てい寧ねいに指で触れて、確かめている。


　何が悲しくて、こんな真ま似ねをされなくちゃならないんだ……。


　オレは眩暈めまいがしてしまった。やめろって言って、振り切りたいが、三嶋は片方の手でオレの股間のものを握っていた。これじゃ、動くに動けない。


「大だい丈じよう夫ぶのようですね。初めてだったし、昨夜は少し腫はれていたから、心配していました」


「あんたが無理やりヤッたんだろうが！」


「だから、心配していたんですよ。これなら今日も平気ですね」


　えっ、今日も？


　オレがその真意を質ただす前に、三嶋はオレの後ろに屈かがみ、指で触れていた場所に舌を這わせ始めた。


「あっ……あっ……」


　そこを舌先でちろちろと舐められて、腰が震えてくる。大きな快感ではないものの、意地を張っていたオレを落とすには充じゆう分ぶんだった。


　次し第だいに、昨夜の気持ちよかったことだけが頭に甦よみがえってくる。


　三嶋はまたオレを抱だくつもりなんだ。だけど、それが判っていても、抵てい抗こうできない。今日は手て錠じようもかけられていないし、ナイフで脅おどされてもいないのに。


　舐められるだけで、下半身が蕩とろけてくる。時々、太腿の裏や内側を舐められたりして、どんどんオレは三嶋の罠わなに落ちていくようだった。


　オレの足はガクガク震えていて役に立たないから、上半身でベッドにすがりつく羽目になる。シーツなんて、もうぐちゃぐちゃだった。


「今日はずいぶん素す直なおなんですね」


「あんたの……せいだろ……っ」


「そうですか？　まあ、私はそのほうがやりやすいですけどね」


　指がオレの中へと入ってくる。思わずそれを締しめつけてしまった。三嶋がちょっと笑ったのは、きっとそれに気づいたからだ。


「歓かん迎げいしてくださっているようですね」


　違うと言おうとしたが、虚むなしい反論であることに気づいて、口を閉じる。どんなに文句を言っても、三嶋は勝手なことを言ってくるだけなんだ。


　指はオレの中を行き来している。なんだか内部をかき回されているような感じだ。そうして、オレの感じるポイントをさり気なく擦こすっていくのを、三嶋は忘れなかった。


　三嶋はオレをどれだけ苦しめたら気が済むんだろう。感じさせるなら、すぐにイかせてほしい。そうでないなら、いっそ感じさせないでほしいのに。


　そんな理り屈くつ、三嶋に言っても仕方ないか。


　結局、オレは中に入れられて感じるように、しつけられているだけなんだ。お客様とやらのために。


　指の数が増え、また気持ちよくなる。快感には終わりがないみたいに、オレはただひたすら喘あえいでいた。


　このままじゃ、オレ……。


　無意識に自分の股間へと手を伸のばす。だが、三嶋に見つけられ、手をねじるように背中へと持っていかれる。


「痛っ……」


「痛い目に遭あいたくないなら、自分で触れないことです」


「なんで……。オレのもんだろう？　自分のものを触さわって、どこがいけないんだ？」


　三嶋はオレの手を自由にすると、同時に指も引き抜ぬいた。


「あ……」


　今まであった刺激がなくなる。すると、途と端たんに物足りなくなって、オレは腰を揺ゆらすことになる。まるで罰ばつを与あたえられるみたいに、中の刺激がなくなったんだ。


「ご主人様を怒おこらせると、こんなふうにあなたが損をするということですよ」


「誰だれがご主人様だっ！」


「私ではありませんね。あなたを選んだお客様が、あなたのご主人様になります。おとなしく言うことを聞かないと、痛い目に遭うかもしれない……」


　オレはゾッとした。


　ＳＭ好きの客なんかに選ばれてしまったら、とんでもないことになりそうだ。


「ですが、私としては、お客様になるべく余計な負担はおかけしたくない。ご主人様に逆らわないあなたにするのが、私の急務というわけです」


　そんなめちゃくちゃな……。


　慣らしておくっていうのは、そういう意味なのか。そのために、オレを何度も抱くって言ってるのか。


　別にオレと三嶋の間に愛情なんてひとかけらもないのが判っていても、なんだか冷たい言葉だ。一応、オレの身体を色気があるの、そそるだの言うからには、欲望を感じてるんだろうに、すべては客のためなのかと思うと……。


「そんなに腰を振って……」


　オレはハッと気がついた。


　無意識に腰を揺らしていたから、自分がそんなに振ってる意識もなかったんだ。


「では、今日までサービスですからね。次からは、こんなに優やさしくないと思ってください」


　指を入れられていた部分に、硬いものが当たる。


「あ……ん……」


　三嶋がオレの中に入ってきている。


　身体からだがカッと熱くなってくるようだった。


　信じられないけど、オレの身体は三嶋が入ってくることを喜んでいる。完全に受け入れてしまっているんだ。


　たった一回しかしてないじゃないか。それなのに、その一回で、オレは男に抱かれることを覚えてしまったのか。


　身体は気持ちいいのに、愕がく然ぜんとしてしまった。


　オレはシーツをギュッと握った。


「……気持ちいいですか？」


　三嶋はささやくような声こわ音ねで話しかけてくる。


「あなたの中がまるで私に吸いついてくるようです」


「う……噓うそを言うなっ……」


　そうやって、きっとオレに暗示をかけているんだ。オレもこういうのが好きだって、思い込ませようとしているに違ちがいない。


「噓だって思うのは勝手ですけどね。でも……事実です。じっとしているだけでイッてしまいそうなくらい……私も……気持ちいいんです」


　三嶋は時々、声を途切れさせて、本当に感じてるようだった。


「動きますよ。……あなたも、感じてください……」


　後ろから波が打ち寄せるように、腰こしが打ちつけられる。そのたびに、オレは奥のほうまで衝しよう撃げきを感じた。


「あっ……やだ……」


　なんで、こんなに気持ちがいいんだろう。


　こんなはずない。オレはこんな行こう為いに微み塵じんも感じたりしてない。


　必死でそう思う。これは幻げん想そうなんだって。


　だが、次々とオレの中は三嶋によって、溶とかされていく。足にも腰にも力が入らない。シーツにかじりついているものの、三嶋が支えてくれなければ、とっくに絨じゆう毯たんの上に崩くずれ落ちていただろう。


「イイでしょう？」


　オレは返事をする気力もなかった。口をついて出るのは、喘ぎだけだ。意味のある言葉は出てこない。


　頭の中まで沸ふつ騰とうしてしまっている。


　突とつ然ぜん、三嶋は自分のものを引き抜いた。


「え……？」


　終わってないのにと思った自分がかなり嫌いやだ。中ちゆう途と半はん端ぱなところで放ほうり出された身体からだを持て余している自分がすごく嫌だったんだ。


　上から見下ろすように、オレの有様を眺ながめて、三嶋がふっと笑う。


「大丈夫ですよ。ちゃんと最後までしてあげます」


　三嶋はオレを抱かかえ上げ、ベッドに寝ねかせた。そして、すぐにまたオレの身体を貫つらぬく。


　オレは思わず喜き悦えつの声を上げてしまった。


「やはり、あなたの色っぽい顔を見ながらでないとね」


「だ……誰が色っぽいって……」


「あなたですよ」


　三嶋はオレの頰ほおを撫なでて、笑え顔がおを見せる。


　違う。


　色っぽいのは、三嶋のほうだ……。


　オレは初めてそれに気がついた。


　額に下りてきた髪かみをかき上げる仕草とか、目つきとか、手つきとか。女性的ではないが、どこか色っぽい。顔だって上品に整っているし、これならオレなんかより、客が欲しがるんじゃないかと思った。


　ふと、三嶋が仮面をつけていたのを思い出した。それは客が三嶋のほうを欲しがるのを、避さけるためじゃないかな。


　それくらい、三嶋には魅み力りよくがあった。


　だからといって、三嶋に抱かれたいとオレが思うわけがない。同じ男に屈くつ服ぷくさせられて、挿そう入にゆうされるなんて、プライドも何もかもズタズタじゃないか。


　しかも、オレの意思にかかわらず、賞品として出されようとしている。


　そんなの、絶対嫌だ。


　ハッと気づくと、三嶋の顔が目の前にあった。


「もっと集中してください。気を逸そらせてはダメですよ」


　唇くちびるに何かが触れている。


　それが三嶋の唇だということに気づくのに、時間がかかった。唐とう突とつだったし、まさかキスなんかされると思わなかったからだ。


　こんなことされていて、キスくらいなんだと思うけど、オレはビックリしてしまった。


　三嶋はそんなオレの顔をじっと眺める。


「なんて可愛かわいい」


　どこまで本気か判わからないように、三嶋はしみじみと言った。


「こんな上玉が手に入るなんて、私はツイてます」


　あくまで、三嶋の頭の中には、客のことしかないようだった。オレを賞品として差し出して、客に気に入られることばかりを考えているようだった。


　三嶋はオレの股こ間かんに触ふれた。


　途端に、オレは現実に引き戻もどされたような気がした。


　いや、夢の中に引き戻されたのかな。どっちが現実か判らないが、できれば、こんなことは夢の中だけであってほしい。


　三嶋はオレの表情が変わるのを、口元に笑みを浮うかべながら見つめる。


　笑われても、気持ちいいものはいい。三嶋のマジシャンのように器用な指が、オレを追いつめていく。


　オレは不意に抱だき上げられた。つながったままの格好で、三嶋の膝ひざの上に座っているような形になる。


「あ……っ」


　自分の体重で中のものがより一層奥へと沈しずみ込んでいくような感じがした。


　三嶋はオレの背中に手を回すと、下から突つき上げていく。オレはバランスを取るために、三嶋の肩かたにつかまった。


「私達、恋こい人びと同士のようですね」


「どこが……！」


　そう言ってみても、突き上げられるたびに、オレの身体は熱くなっていく。恋人同士のようだろうと、なんだろうと、もうどうでもいい。


　オレは自分のものを三嶋の腹に擦りつけるように動いた。


　だって、もう我が慢まんできないんだ……。


　頭の中が真っ白になって、弾はじけてしまった後、内部に液体が注がれるのがはっきりと判った。


　オレはこれからどうなるんだろう。


　身体は満足しているのに、心は不安でいっぱいだった。








　結局、シーツはもう一回、綺き麗れいにメイクさせられた。三嶋はオレが快感に酔よって、シーツをぐちゃぐちゃにしたことを、わざとらしく何度も言う。


　誰のせいなんだって、こっちが言いたいよ。


　三嶋はそれから屋上から降りて、何か仕事をしに行ってしまった。


　オレはすることもなくて、テレビをダラダラと見た。本当はもっと逃にげることを考えたかったが、三嶋に好き放題にされた身体はだるくてたまらなかったんだ。


　これも三嶋の作戦なんだろうか……。


　夜になると、三嶋は約束どおりルームサービスのようにワゴンに食事を載のせてやってきた。


　それも二人分。


　もちろんオレ一人で、二人分を食べろということではなく、監かん視し役やくのような三嶋と顔を突き合わせて食べるということらしい。


　三嶋は食事をダイニングテーブルの上に並べる。オレと三嶋は向かい合わせで座った。


「あんた、今日もこれからディーラーの仕事があるんだろう？」


　別に黙だまっていてもいいが、食事をしているときにシンとしているのも嫌なので、オレは三嶋に話しかけた。


「いえ、今日は違います。私はいつも店に出ているわけではないんですよ」


「あ、ひょっとして、秘密クラブのときだけ？　あんた、あのカジノバーでは上のほうの人だよな。マネージャーとか？」


　三嶋はうっすらと微ほほ笑えんだ。


「あなたに教える必要はないと思います」


　それはそうだ。オレを客に売るにしたって、後で何がどうなるか判らない。自分の保身はしっかりしているわけだ。


「それより、この料理、おいしいでしょう？」


「ああ、そうだな。こんなの、初めて食べた」


　それは本当のことだったから、素す直なおにそう言った。


　フランス料理だかなんだか、よく判らないが、皿に上品に盛りつけられた料理がある。ステーキも軟やわらかくてとろけそうな肉だったし、ソースも市し販はんのソースとは全然違ちがう。盛り付けと同じで、どれも上品な味だった。


　オレなんか、ファミレスの料理でさえ、ご馳ち走そうなのにな。三嶋はこういう料理をいつも食べているんだろうか。すごく高いと思うんだけど。


「そうでしょうね。あなたの収入では、無理でしょう」


　三嶋は嫌なことをさらりと言う。


　まあ、本当のことすぎて、腹も立たない。大学を出て、いきなりフリーになったから、その程度しか収入がなくても当たり前なんだ。


「オレのこと、なんか調べたわけ？」


「ええ。ざっと。どうやら、あなたが突然いなくなっても、誰だれも不ふ審しんに思う人もいないようですね」


　その点も好都合というわけか。確かに、普ふ通つうだったら、こんなふうにいきなり閉じ込められたら、家族や職場の人が探してくれるはずだ。見つかるかどうかはともかくとして。


　だが、毎日通う職場もない。一いつ緒しよに暮らす家族もいない。これじゃ、たとえ誰かに売られたとしても、捜そう索さく願ねがいすら出されないに違いない。


「オレ、今月の家賃払はらってないのに。追い出されたら、あんたのせいだぞ」


「ご心配には及およびません。あなたを可愛がってくれるお客様が、面めん倒どうを見てくださいますから」


　冗じよう談だんじゃない。オレの一生を、そのお客様とやらに捧ささげろって言うのか。


　いくらなんだって、無茶苦茶じゃないか。


「オレにはオレの夢があるんだ。スクープを連発して、ジャーナリストとして名を揚あげて、それから海外に行って、人のためになることをするっていう……」


　そこまで夢を語ったところで、三嶋はクスッと笑った。


　まるで、オレを馬ば鹿かにするみたいに。


「ああ、失礼。お話、続けて結構ですよ」


　そう言われて、話なんて続けられない。オレはムッとして押し黙った。その代わりに、三嶋はオレの顔を見ながら、話を始めた。


「海外って、ひょっとして紛ふん争そう地域のことですか？　そういえば、戦場ジャーナリストがいますよね。ロクに地域の言葉も喋しやべれず、そこに住む民族の習慣すらも知らない。そんな状態でも、現地に行って劇的なシーンでも撮さつ影えいすれば、人の注目は集まるわけです」


「あんた……何が言いたいんだ？　そりゃあ、確かにそんな人もいるかもしれない。だけど、多くの人はそうじゃないし、もっと真しん摯しな態度で取材をしている。オレがなりたいのは、そういうジャーナリストだ」


「人のためになることをしたいなら、ボランティアでもすればいいじゃありませんか。海外に行かずとも、国内にいくらだって困っている人はいますよ。彼らを助けるためには、必ずしも、ジャーナリストである必要性がない」


　どうして三嶋がいきなりそんなふうに攻こう撃げき的に意見を言うのか、オレにはよく判らなかった。そういえば、マスコミの人間はみんな噓うそつきだとかなんとか、言っていたような気がするな。


　決して噓つきでないとは言わないが、マスコミの人間みんなが噓つきだってわけでもない。そこのところ、何か誤解とか、悪いほうに思い込みがあるんじゃないかとオレは思った。


「あんたは知らないかもしれないが、現地で取材をしているジャーナリスト達はその地域に密着した特別なルートを持っているんだ。そして、それが誰かの役に立つこともある……」


「ほう。たとえば？」


　完全に馬鹿にした口調で三嶋は尋たずねる。


「たとえば……このオレが生き証人だ！　仕事で海外に赴ふ任にんしていたオレの両親は紛争に巻き込まれて亡なくなったんだ。日本にいたオレの親しん戚せきから頼たのまれた、ある報道カメラマンは、現地で行方ゆくえ不明になっていたオレを探し出し、日本に連れ帰ってくれた。オレが今あるのは、その人のおかげなんだ！」


　それを聞いた三嶋の目が妙みように冷たく光った。口元には例の笑いが張りついている。


「覚えてますよ。奇き跡せきの生せい還かんとして、ニュースのトップを飾かざりましたよね。確かまだ五歳で、日本語も忘れかけていて……。そうですか。あのときの子供が……。なるほど。あなたがその歳としでフリーライターだなんて言って、粋いきがっていられるのも、そのときの『遺産』があるからなんですね」


　確かに、オレはそのときできた報道関係の人脈を利用させてもらっている。一過性のものではなく、長期に亘わたって、オレを取材した人達の……。


　大学時代にバイトしていた雑誌も、そのツテのひとつだったんだ。


「あなたはずっとあのときの『奇跡の子供』として、周囲の人間から温かく甘やかされてきたわけですか。だから、的確な状じよう況きよう判断もできないで、私達の秘密クラブを探さぐろうとしてしまったんですね。そんな状態で、紛争地域に行こうなんて、死にに行くようなものですよ」


　三嶋に言われるように、オレの状況判断は甘かった。潜せん入にゆう取材の前に、もっと時間をかけて事前取材をするべきだった。そうすれば、こんなふうに囚とらわれることもなかったんだ。


　それだけはなんと言われても仕方ないが、オレが功を焦あせってしまったのは、周囲のぬるま湯から飛び出したかったからだ。いつまでも子供扱あつかいにしてもらいたくない。オレは自分の力でスクープを取れるんだってことを示したかった。


　その結果が、男に囲われることだなんて……。


　情けなさ過ぎる。


「まあ、よかったじゃありませんか。少なくとも、あなたは死なずに済んだ。だいたい、もったいないですよ。あなたみたいな人が戦地に行くなんて。不特定多数の見知らぬ誰かのために死ぬよりは、特定の誰かのために生きたほうがいい」


　特定の誰かが、お客様というわけか。そんなのは、まっぴらだった。


　三嶋は突とつ然ぜんふふっと笑った。


「……なんだよ？」


　オレは三嶋をにらみつけた。どうせロクでもないことを考えているに違いない。


「これであなたに付加価値がつきましたね。『奇跡の子供』が手に入るなんて、あなたのご主人様になれる人は幸運かもしれません」


　オレはゾッとした。


　あの秘密クラブにいたのは、議員や業界のトップにいるような有名人ばかりだった。そんな人間達が、オレをあの『奇跡の子供』の成れの果てだと知っていても、なお手に入れようとするんだろうか。


「私のお客様達はめずらしいものがお好きなんですよ。金を積んでも手に入らないものなら、なおさら欲しい。次の秘密クラブではきっとあなたを巡めぐって、戦いが白熱しますね。私はあなたに感謝しますよ。あなたが私の手の中に飛び込んできてくれたおかげで、私はさらなるビジネスチャンスを手にすることができそうです」


「あんたが欲しいのは、金だけか？」


「そうです。金だけです。それ以外のものはたいして必要じゃない」


　即そく答とうされて、オレは一いつ瞬しゆん、言葉が出なかった。


　この男は金さえあればいいと本気で思っているのか。


　だが、三嶋の目を見ていたら、それは噓や冗談で言っているんじゃないと判わかる。口元は相変わらず笑っていたが、目はどこか暗さを漂ただよわせていた。


「あんただって、家族がいるだろう？　人の温かな感情や細やかな愛情や、それから……」


「そんなもの……」


　三嶋は鼻で笑い飛ばした。


「家族はいましたよ。かつてね。ですが、今は家族と言えるものはどこにもない。愛情も何もかも、今の私には必要ありません」


　そんなふうにきっぱり断言する三嶋には、一体何があったんだろう。オレはひどく興味を惹ひかれた。


　できれば知りたい。どうして、三嶋がそんな考えに至ったのか、暴あばいてやりたかった。


「……オレにはよく判らない。あんたの考えは……。家族と言えるものはないというのは、亡くなったからなのか？　それとも……」


「取材のつもりですか？　私は自分のことをベラベラ喋る趣しゆ味みはありませんから。特にマスコミの人間にはね」


　オレの意図にすぐに気づいた三嶋は、容よう赦しやなくシャットアウトする。やっぱり、オレはまだジャーナリストとして未熟なんだろう。上手うまく人の話を聞き出せるようになれば、取材の幅はばはもっと広がるはずだ。


　オレはここから逃にげ出すことばかり考えていたけど、今の状じよう況きようを上手く逆手に取れないかな。たとえば、ここで囚われたことを手記にするとか。


　男にヤラれたことは今いま更さらどうしようもないことだし、そんなマイナスなことばかり考えても仕方がない。悔くやんだところで、何が改善されるわけでもないだろうし。


　だったら、こんな異常な状況を記き憶おくしておこう。もしかしたら、本当に誰かに囲われる羽目になるかもしれないが、それはそれで、めったにできない体験じゃないか。


　このままずっと自由がない生活を強しいられるなんて、考えられない。いつかはきっと逃げ出せるはず。


　そのときには、きっと……。


　いつかは三嶋の正体だって、暴いてみせる。どうして金ばかりにこだわるようになったのか、とことんまで突つき詰つめて、記事にしてやるんだ。


　半ば投げやりかもしれないが、オレはそう決心した。








　食事が終わると、三嶋は自分でワゴンを押して、食器を返しにいった。


　誰もここに寄せつけないためなんだろうが、三嶋のホテルでの役目って、何なんだろう。少なくとも、ボーイの真ま似ね事ごとをするような人物じゃないだろうと思うんだ。


　こうしてけっこう豪ごう華かなペントハウスに一人で住んでいるなんて、やっぱり普通じゃない。ホテルとカジノバーは経営者が同じだとオレは見ているが、ホテルでも三嶋は重要人物じゃないかと予想している。


　三嶋はしばらくしてまた部屋に戻もどってきたが、書しよ斎さいのような部屋に入って出てこない。だから、オレは勝手に風ふ呂ろに入り、新しいバスローブを身につけると、勝手にベッドに横になった。


　何せ特別することがないから、ベッドの中でボンヤリと今後のことを考える。


　途と中ちゆうで逃げ出せたとして……。まず調べるのは、三嶋についてだな。三嶋の過去を洗って、人となりを知る。金以外必要ないなんて言ってる奴やつにも親はいるものだし、学校にも通っただろうし、友人だっていただろう。そこから攻せめていって、現在の三嶋を知るわけだ。


　なんだかワクワクしてきたな。人のプライバシーについて暴くのはよくないことだけど、この際、三嶋はオレを監かん禁きんした犯罪者だからな。いや、ちょっと待てよ。オレがまず訴うつたえないと、犯罪者にならないか。


　訴えるとしても、気になるのは秘密クラブのことだ。あのメンバーを敵に回すのはちょっと怖こわい。オレをひねり潰つぶそうとしたら、あっという間だと思うし。


　オレの今までのコネクションで、対たい抗こうできるものはないだろうか。功を焦りすぎたために失敗したことを活いかして、今度は慎しん重ちように根回ししないと、一歩間ま違ちがえば怖いことになりそうだ。拘束されるのはこれっきりにしたいからな。


　いろいろ考えていると、寝しん室しつのドアが開いて、三嶋が入ってきた。


　三嶋はガウンを脱ぬぎ、パジャマ姿になると、オレの横へと入ってこようとする。


「ちょっと待てよ。あんた、ここで寝ねるのか？」


「当然です。ベッドはひとつしかなかったでしょう？」


　そう言われればそうだった……。オレの馬鹿。


「じゃあ、オレはソファで寝る。あんたなんかと一緒に寝るのは……」


　起き上がったオレの肩かたを、三嶋はにっこり微ほほ笑えんで押さえた。


「まあまあ。そんなにあわてて出ていかなくても、いいじゃありませんか」


　この男が微笑むと、ロクなことがない。オレはさすがに昨夜からそれを学習していた。


「放せって。オレは……」


　ベッドから出ていこうとするオレの腕うでをつかむと、三嶋は素す早ばやく手て錠じようをかけた。そして、手錠のもう片方を自分の手首にかける。


「なんで、あんたとつながれなきゃならないんだよ……」


「こうしたほうが安全でしょう？　あなたが動けば、私は目が覚める。あなたは絶対に逃げられない。手錠にはこういう使い方もあるんですよ」


　手錠の使い方なんか、オレは知らない。というか、考えたこともなかった。


　オレは諦あきらめてベッドに横になった。


　これからずっと、夜は三嶋と寄り添そうようにして寝なきゃいけないわけだ。あまりのことに、溜ため息いきが出てくる。


「そんなに嫌きらわなくてもいいじゃありませんか」


　そう言いながら、三嶋はオレを抱だき寄せた。


「嫌って当たり前だろう？　誰だれがあんたを好きになれるって言うんだ？　拘束されて、監禁されているのに？」


　三嶋の顔がすぐ傍そばにある。これじゃ、恋こい人びと同士の距きよ離りだ。


「別に好きになれとは言いません。ですが、私とあなたはすでに身体からだの関係がある。どんなに身体がくっつこうと、今更ですよ」


　その言葉で、昼間のことを思い出してしまう。


　身体にぐっと突き入れられた凶きよう器き。


　不本意なことに、オレの身体にはもうそれが刻みつけられていた。


「あんなことで……オレはあんたに気を許したりしない」


「いい心がけです。私だって、別にあなたに気を許しているわけではありませんから」


　三嶋の手はするりとバスローブの隙すき間まからオレの胸に触ふれた。


「あっ……」


　思わず変な声を出してしまって、赤面する。三嶋はクスッと笑った。


「いい声ですね」


「触さわるな！　この変態ヤロウ！」


　三嶋はオレの胸から手を離した。


「その暴言、今日は許してあげますよ。ゆっくりお休みなさい。いい夢を見て……」


　こんな状態で、いい夢なんか絶対に見られない！


　オレはなるべく三嶋から身体を離しながら、目を閉じた。








　それから二週間ほどが過ぎた。


　オレは相変わらずの生活をしている。毎日新しいバスローブを着て、部屋の掃そう除じなんかして、テレビを見たり、身体を鍛きたえたり、寒さを堪こらえて屋上に出てみたり……勝手に三嶋の書斎で本を漁あさったりしているんだ。


　いい加減、こんな生活には飽あきてきたオレだが、三嶋はまったく隙すきを見せない。ホント、警けい戒かい心しんの強い男だよ。こんなにオレもおとなしくしているんだから、ちょっとは気を緩ゆるめたっていいようなものなのに。


　三嶋はだいたい、朝に仕事に行き、昼に食事を持って帰ってきて、もう一度仕事に行くと、夜には食事と共に帰ってきた。たまに夕食の後に出かけていって、夜中まで帰ってこないこともあったが、やっぱりディーラーは本職じゃないらしい。


　それにしても、こんなことをしている間に、時間はどんどん過ぎていく。三嶋は相変わらず、自分のことは喋しやべらないし、正体不明だし、何かというと手を出してきてエッチになるし、本当にこのままだとオレは賞品として誰かにもらわれていってしまう。


　そんな焦あせりを感じながら、オレはまた朝を迎むかえた。昨夜、酒をやたらと飲まされた記憶があるが、そのせいか、少し頭が痛い。


　手錠はまだオレの手首にはまっている。いつも三嶋のほうが早く起きて、さっさと手錠を外しているのに、めずらしいこともあるものだ。


　横を見ると、目を閉じた三嶋の顔があった。


　寝顔は意外と普ふ通つうなんだな……。


　もっと意地の悪い顔をしているのかと思った。


　どこかの俳優のような整った顔立ちをしていて、これならすごくモテそうなのに、どうして愛情も何もいらないなんて言うんだろう。誰かに好かれた経験がないのか。顔はよくても、性格が悪いから、実はモテないのか。


　それともモテすぎるから、愛情なんていらないのかな。


　オレ自身は女の子にはあんまりモテなかったが、それでも今まで、たくさんの愛情に恵めぐまれてきたと思う。


　オレを戦地から助けだしてくれた人、成人するまで育ててくれた親しん戚せき、それから多くの記者やレポーターの人。


　そして、報道を通じてオレを知ってくれた人達。


　全国からたくさんの励はげましの言葉をオレはもらった。だから、オレもなんらかの形で恩返しがしたい。直接、一人一人には何もできないけど、オレがこれからジャーナリストとして生きていく中で、人の心に残るようなものをみんなに見せていけたらと思うんだ。


　三嶋はそんな気持ちを持ったことはないんだろうか。大人になるまで育ってきたからには、誰かの愛情がどこかにあったはず。それとも、オレの想像を絶するようなことが、三嶋の身にはあったのか……。


　三嶋が目を開けた。


　いつもは怖いくらいに目が笑っていない三嶋だが、さすがに寝起きだと、少しは優やさしい目をしている。


　いつもこんなだったら、オレも少しは気が休まるのに。いや、されていることが一いつ緒しよなら、同じことかな。


　三嶋はオレの視線に気づいたのか、こっちに目を向ける。そして、ふわりと手を伸のばしてきた。てっきり何か変なことをされるのかと思って身構えたが、そうではなくて、オレの頭を撫なでたんだ。


　え……？


　もしかして寝ぼけてるのか？


　オレを犬かなんかと間違えているとか。それとも、実はちゃーんと恋こい人びとがいて、その人と間違えているのかな。


　とにかく、オレは頭を撫でられて、固まってしまった。


　三嶋はふっと笑うと、オレの肩を引き寄せた。


「あ、あの……」


「おはようございます、和行さん」


　三嶋はオレの唇くちびるにいきなりキスしてきた。


「な……なんだよっ……」


　オレの名前を呼んだということは、寝ぼけているわけでも、誰かと間違えているわけでもなさそうだ。寝ぼけているように見せかけた意地悪なんだろうか。


　オレはベッドの上に起き上がり、自分の口元を手の甲こうで拭ぬぐった。


「なんで……キスなんかするんだ？」


　たまにエッチしているときにしてくることがあったが、普段はない。いやらしいところを触ることはあっても。


「したくなったから。……もしかして、昨夜のこと、覚えてないんですか？」


「昨夜がなんだって言うんだよ？　酒を飲まされたのは覚えているが、それから、たぶんすぐ寝たはずだ」


「ああ……そうですか。なるほどね」


　三嶋も起き上がり、そしてニヤリと笑う。


　そんなふうに思わせぶりなことを言われると、気になるじゃないか。昨夜、何があったって言うんだろう。まったく記き憶おくがない。


　三嶋の口ぶりからすると、キスと何か関係があるようだが。


「……教えてくれよ。何があったんだ？」


「さあ、どうしましょうか。覚えてないんだったら、わざわざ言うこともないでしょう」


　そう言われるとますます気になる。


　三嶋はニヤニヤ笑っているし。


　昨夜、何かあったかな。オレはいつものように横になったけど……確か眠ねむれなくて、わざと手錠を引っ張って、三嶋を何度も起こしたんだ。


　その後、三嶋は怒おこって、よく眠れるようにとオレに酒を飲ませた。


　それから……。


　覚えてない。全然記憶にない。だから、たぶん寝たんだと思うけど、違ちがうんだろうか。


「あなたの本音、全部聞かせてもらいましたよ」


「オ、オレの本音？」


　一体、オレは何を口走ったんだろう。ひょっとして、逃にげようと思っているとか、逃げたら手記を書いてやるとか、三嶋のことを探さぐって記事にしてやるとか……？


　でも、具体的に逃げる計画なんかないから、バレても大したことはないかな。だいたい、それがどうしてキスにつながるんだ。意味が判わからない。


「あなたがあんなに酒に弱いとは思いませんでしたね。もう泣いて絡からんできて、あなたにあんな面があったなんて驚おどろきました」


「オレが……あんたに泣いて絡んだって？」


　信じられない。いや、ここから出しやがれと泣いて絡んだのかも。そうだ。きっとそうだ。他ほかの理由でオレが三嶋に泣きつくことなんか、あるわけがない。


「そう。あなたがそんなに私に優しくしてもらいたかったなんてね」


「……え？」


　オレは思わず聞き返した。自分の耳で聞いたことが信じられなかったからだ。


　三嶋はオレの肩かたを引き寄せ、オレの耳に口を当てるようにしてささやいた。


「あなたはもっと優しくしてくれと私に泣きついたんですよ」


「ええっ？」


　そんな馬ば鹿かな！


　オレは三嶋から身体を離はなし、その機き嫌げんよさげな顔をにらみつけた。


「そんなの、噓うそだろ？　オレはそんなこと、全然思ってもいないのに」


「なら、自分でも気づいてない本音ってことですね。まあ、相手は私でなくても、あなたは誰だれにでもきっと優しくしてほしい人なんですよ。たまたま私がそこにいたから、そう言ったんだと思いますけどね」


　オレの深層心理まで分ぶん析せきされていて、なんだか腹立たしい。オレはそんなことを言ったなんて、認めないぞ。オレが覚えてないのをいいことに、三嶋がでたらめを言ってるんだ。


「私もそこまで言われて泣かれたら、さすがに可哀かわい相そうになって、何度も頭を撫でて、優しくキスしてあげました。そうしたら、すがりついてこられて……」


「噓だ！」


「都合のいい頭ですね。なんにも覚えてないなんて」


　三嶋はもう一度オレの腕うでをつかみ、引き寄せた。


「……思い出させてあげましょうか？」


「何を……ん……っ」


　いきなり唇を塞ふさがれていた。


　それと同時に、何かがオレの口の中に入ってくる。何かって……たぶん三嶋の舌だ、これは。


　何度かキスしたことはあるが、こんなふうに舌まで入れられたのは初めてで、オレは驚きのあまり、抵てい抗こうできなかった。


　柔やわらかい舌だ……。


　三嶋の日ひ頃ごろの言動に似合わないようなソフトな動きで、オレの舌にそっと絡んでくる。


　何……？


　今、ゾクッとした。


　三嶋の舌がどうだって、オレには関係ないはずなのに。


　そうだ。こんなの、たかが舌じゃないか。唇が合わさるキスだって、何度かしたことあるし、だからって、別に……。


　三嶋の手がオレの髪かみを撫でる。


　そんなことをされると、なんだか、変な気持ちになってきてしまう。頭の中がふわふわしてきて、自分でもすごく不思議だった。


　今まで何度か三嶋と身体からだを重ねたが、こんな気持ちになったのは初めてだ。身体や頭の中が熱くなることはよくあったけど、これはいつものそれとは違う。


　なんだかドキドキしてくる。


　優しくされると……確かにオレはちょっと弱いみたいだ。だからって、三嶋に優しくしてほしいなんて、思っていたはずはないんだけどな。


　三嶋は体重をかけてきて、オレの身体をベッドへとゆっくり押し倒たおす。いつもなら、強ごう引いんに身体のほうが屈くつ服ぷくさせられるのに、それとは違うやり方だった。


　唇がそっと離れる。


「……どうですか？」


　間近で顔を見つめられながら、尋たずねられる。


「どう……って……」


「思い出しませんか？　昨夜もあなたはそんなふうにそそる顔をして、私にしがみついてきたのに、すぐに眠ってしまった。さすがに意識のない人間を抱だく気にはなれなくて……。おかげで朝から欲求不満ですよ」


「欲求不満って……。毎日のようにしてるのに」


　オレなんか欲求不満になる暇ひまもない。三嶋が好き勝手にするから、オレはいつも振ふり回されている。


　三嶋はオレの唇に人差し指で触ふれた。


「回数じゃないんです。せっかくあなたから求めてきたのに、さっさと眠ってしまうなんて、誘さそわれた私としてはやるせないですよね」


「オレは誘ってなんかない！」


　百歩譲ゆずって、オレが本当に泣いて優しくしてほしいと言ったとしたって、キスしてきたのは三嶋のほうじゃないか。だったら、オレは誘ってない。断じて。


「そう思うのは勝手ですけど。昨夜のあなたは確かに私を誘っていた。それは事実です」


　断定的に言うと、三嶋は自分の枕まくらの下に手を入れると、そこから鍵かぎを取り出し、手て錠じようを外した。どうでもいいけど、そんなところに隠かくしていたのか。


「まあ、いいでしょう。朝からこんなことをしてる場合でもないし」


　あっさり言われてホッとする。


　しかし、その反面、あのキスをもっと味わいたかったという気持ちもある。頭の中がふわふわしてくる秘密を知りたいと思った。


　三嶋は額に落ちてきた自分の前髪をかき上げる。


　そして、オレに微ほほ笑えみかけた。


「今夜はあなたをレストランに連れていってあげましょう」


「えっ、本当かっ？」


　嬉うれしいが、急に言われたから信じられない。まさかと思うが、オレを嬉しがらせておいて、後で約束を破るつもりじゃないだろうな。


　三嶋の底意地の悪さというのをさんざん見てきたから、オレはどうも疑ってしまう。


「本当です。ただし、逃げようとしたら、あのビデオを公開しますからね。『奇き跡せきの子供』の末路として」


　オレは顔をしかめた。


　ビデオのありかを探してみたが、ペントハウス内では見つからないし、だいたいビデオなんか簡単に複製できる。ネットで公開すると脅おどすくらいなら、パソコンにもデータとして入っている可能性がある。そうすると、それを回収するというのはなかなか難しいかもしれない。


　逃げるつもりなら、恥はじをかくのは覚かく悟ごしなくてはいけない。タレントじゃないんだし、ジャーナリスト生命が終わるとは思わないが、やっぱり、できればそんなもの出回ってほしくないものだ。


「もちろんおとなしくしていれば、そんなことしませんよ」


　三嶋はオレの頭をペットみたいに撫なでた。


　リードをつけられて散歩させられるよりはマシかもしれない。それに、オレだって、ペントハウスの中に閉じこもっているのには、飽あき飽きしていたんだ。


　とりあえず、ここじゃないところに行きたい。それに、逃げるのは……もっと三嶋が警けい戒かいを解いてからにしたほうがいい。ホテルの従業員は信用できないからな。


「……判った。逃げないから、約束守れよ」


「もちろんです」


　三嶋はいつものように口元に笑みを浮うかべた。








　夜になって、三嶋はオレに服をプレゼントしてくれた。


　スーツ一式と革かわ靴ぐつとそれから下着。


　まともな格好をしたのは二週間ぶりで、それだけでオレはかなり嬉しくてはしゃぎたい気分になっていた。


　オレって、単純かな。


　監かん禁きんされているのに、こんな服を買ってもらって、レストランに連れていってもらえるだけで、三嶋に感謝したい気分になっているなんて。


　オレの服と自由を奪うばったのは、三嶋のほうだ。それを忘れちゃいけないとは思うが、どうにも嬉しい気持ちは隠せなかった。


「よくお似合いですよ」


　三嶋は目を細めて、オレにそう言った。


　いつもだったら三嶋の言うことなんて、全部嫌いや味みに聞こえるが、今日だけは本気で言ったように思えてくる。


「正直、浮いてしまうかと心配していましたが、意外となんでも似合うんですね」


「オレだって、スーツの一着くらいは持ってるさ」


　いや、一着しか持ってないの間ま違ちがいか。しかも、もっと安物だ。まあ、オレくらいの若いフリーライターがそんなにいい服を持っていたって、仕方ないだろう。


「私が一番似合うと思うのは、何も着てないときですけどね」


　だからって、裸はだかでレストランに連れていくわけにはいかないと、さすがの三嶋も考えたわけだ。そういう理性が三嶋にあって、本当によかったと思う。


「とにかく、早く行こう」


　オレは三嶋を急せかした。


　腹が減っているのもあったが、早くここじゃない別の場所に行きたかったからだ。


「そうですね」


　三嶋はさりげなくオレの手を取った。


「え……ちょっと待てよ。なんでオレとあんたが腕を組まなくちゃいけないんだ？」


　まるでエスコートでもするように、三嶋はオレの手を自分の腕に絡からませたんだ。


「あなたが逃にげないようにですよ。それとも手をつなぎますか？　どっちでも私は構わないんですけど」


　ここにこんな罠わながあったのか。これじゃ、男同士のカップルみたいだ。


　オレは眩暈めまいがしてしまった。


「あんただって、恥はずかしいんじゃないのか？　オレはともかくとして、あんたはホテルの関係者なんだろうし、顔だって知られてるんだろう？」


「そうですけど。背に腹はかえられないと申しましょうか、要するに仕方ないってことですね。それに……」


　三嶋はオレの顔を見て、ニヤリと笑った。


「恥ずかしがるあなたの顔が見られる。私は自分の多少の恥ずかしさより、そっちのほうを優先したいんですよ」


　三嶋って、とことん人をいじめるのが楽しいんだろうな。


　オレはもう諦あきらめることにした。それより、レストランに行きたい。というか、屋上から出たい。その一心で、自ら三嶋の腕に自分の手を絡ませた。


「なかなかいいです。あなたのその顔も」


　三嶋は満足げだ。オレは全然楽しくないが、三嶋は違うらしい。


　そうやって、オレは三嶋に連れられて、本当に久しぶりにエレベーターに乗って、屋上以外の場所へと出た。


　ああ、人間がいる……。


　当たり前だが、そんなことが新しん鮮せんでならない。レストランに行くと、すぐにタキシードを着た支配人然とした人が飛んできて、丁てい寧ねいに頭を下げる。そうして、奥の個室みたいなところに案内してくれた。


「……なんで個室なんだよ？」


　三嶋と二人で顔を突つき合わせるなら、いつもと同じじゃないか。


「あなたと二人きりがいいんです」


　まるで口説き文句みたいなことを言うが、結局、なんだかんだ言っても、オレのことを信用してないんだろうな。個室でないと、きっと不安なんだろう。


　個室だったが、テーブルは窓まど際ぎわにあるので、外の夜景が見られた。いつもとは違う風景だし、これで我が慢まんするしかないのか。


　やがて、さっきの人がメニューを持ってきた。と思ったら、いきなりワインの名前が書いてあって、オレには何を選んでいいのやら判わからない。


　ワインなんか飲んだこともないし、こういう上品な店には縁えんがない。オレには必要ないと思っていたが、一度くらいこういう経験もしておけばよかったか。


　困った……。


「何がいいですか？」


「あ、えーと……」


　オレはちらっと三嶋の顔を見た。


「私と同じものでいい？」


　意地悪をされるかと思ったが、助け舟ぶねを出されてホッとする。


　料理のメニューはどんなものなのか自分で想像をしながら、注文ができた。しかし、慣なれないことをするのは大変だ。ひょっとして、個室で正解だったのかな。周りに人がいたら、もっと緊きん張ちようしたかもしれない。


　ワインをグラスについでもらう。オレには初めてのことだけど、三嶋は慣れている様子で、ソムリエだかなんだかに話しかけている。


　それを見ていると、三嶋はオレとは違う世界に生きているんだという気がすごくしてきた。この会員制の豪ごう華かリゾートホテルで仕事をし、その屋上にあるペントハウスで生活している。小こ汚ぎたないアパートでラーメンをすすりながら生きていたオレとは、考え方も何もかも違って当然かもしれない。


　だからって、オレにはオレの生活があるし、三嶋の生活に憧あこがれを抱いだいているわけじゃない。それに三嶋はオレを賞品にして、金持ちの愛人か何かにさせるつもりなんだ。今、紳しん士しのように振る舞まっていても、頭の中身は極ごく悪あく人にんだ。


「乾かん杯ぱいしましょうか」


　不意にそう言われて、オレは驚おどろいた。


「乾杯って……なんのためにだ？」


　三嶋はにっこりと笑う。今はすごくいい人みたいに見えるから不思議だ。


「あなたがここに来られたお祝いに」


　嫌味かと思ったが、もうどうでもいい。ここは、なんとなく乾杯をしたくなるような気分にさせる店だ。


「判ったよ」


　オレと三嶋はグラスを触れ合わせた。


「ああ、あまりいっぺんに飲まないほうがいいですよ。あなたは酒に弱いんでしょう？」


　そういえば、そうだった。だから、昨夜酒を飲まされた後、なんだか判らないことを言って、泣いたんだろうと思う。


　しかも、三嶋に抱きついたなんて。


　なんでオレが三嶋に抱きつかなきゃならないんだ。きっと酒で気分が悪くなって、吐はきたくなったんだろう。


　そうに違いない。


　ワインを口に含ふくむが、残念ながらこれがいい味なのかどうか判らない。おいしいと通ぶって言いたいのは山々だけど。


「どうですか？」


　わざわざここで尋たずねてくるのは、やっぱり嫌味だろうか。


「……よく判らない」


　正直に言うと、三嶋は笑え顔がおになった。


「いいんですよ、それで。私は、判らないくせに判っているように言う人間が大だい嫌きらいですから」


　別に三嶋に嫌われても構わないが、もしオレが判っているふうにコメントしたら、たぶん三嶋に攻こう撃げきを受けるところだったに違いない。


　だとしたら、下手にコメントしなくてよかったってことだ。


　不ふ機き嫌げんな三嶋とか、怒おこった三嶋は手に負えない。あからさまに怒ど鳴なったりはしないけど、嫌味に磨みがきがかかるからだ。


「それにしても……そのスーツ、よく似合いますね。選んだ私のセンスがいいのかもしれませんが」


　スーツを褒ほめてるのか、自分のセンスを褒めてるのか。少なくとも、オレを褒めてるわけじゃなさそうだった。


「今度はタキシードを作ってあげますよ。身体からだの線が判るようなピッタリしたものだと、あなたのよさが引き立つと思います」


　オレは思わず顔をしかめてしまった。


　カジノバーの従業員の制服を思い出したからだ。あれもやたらと身体の線が強調されるような服だった。


「どうせそんなもの……オレには必要ないんだろう？」


　あと二週間後くらいには、秘密クラブが行われるはずだ。そうしたら、三嶋はオレを賞品にして、客に差し出すつもりなんだ。


「賞品にするには、一応、飾かざらねばなりませんし。それとも、思い切って、コスプレのような格好をしてもらうのも、楽しいかもしれませんね」


「コスプレって……どんな？」


　オレの頭の中にはバニーガールとかが浮うかんだ。あれはコスプレって言うのかな。


「女性の格好をしてもらうとか」


「絶対、似合わないって！」


　男でも女装の似合う奴やつはいると思う。女顔だったり、線が細かったり、全体の雰ふん囲い気きが女性っぽかったり。


　オレは小こ柄がらなほうだが、そういうものは持ち合わせてないと思う。


「そうですか？　女装と一口に言っても、いろいろありますからね。お客様がご覧になって、ぜひ欲しいと思われるようにちゃんと仕立て上げますから、ご心配なく」


　まさか本当に女装で決まりなんだろうか。それまでには逃げるつもりではいるけど、チャンスがなければ、そのままずるずると女装させられる羽目になりそうだった。


　やがて食事が運ばれてくる。


　一品ずつ出てきたが、そのどれもがめずらしい料理で、オレは気がつくと夢中になって食べていた。ルームサービスだって似たような料理でおいしかったが、やっぱりちゃんとしたレストランだと、よりおいしく感じてしまう。


　ふと顔を上げると、三嶋はオレの食べっぷりを眺ながめながら上品にフォークを口に運んでいる。


　ひょっとして、オレ、がっついてるように見えたかな。よほど腹が減ってるように思えて、三嶋にはおかしかったかもしれない。いつものように、微び妙みように口元が笑っているし。


「いいんですよ、そのままで。あなたがおいしく食べていれば、一いつ緒しよに食べている私もおいしく感じるものです」


　そういえば、オレはずっと三嶋と毎日三食を共にしてきたんだった。そう考えると、妙に親近感が湧わいてくる。オレをペントハウスに閉じ込めるから、そういうことになっていただけだが、同じベッドで寝ねて、毎日のようにエッチをして、必ず三食を共にしているなんて、普ふ通つうの恋こい人びと同士でもこうは行かないだろう。


　新しん婚こんだって、昼食はだいたい別に食べるものだ。


　思わず三嶋の顔をじっと見つめた。


　もし、オレと三嶋が恋人同士だったなら……。こういう生活も嬉うれしく感じることなのかもしれない。もちろん実際は違うけど。


「……何か私の顔についてますか？」


「え？　あ、いや……なんでもないっ」


　オレは料理の皿に視線を戻す。


　何考えてるんだ、オレは。監かん禁きんされているだけなのに、親近感も何もないだろう。どっちかというと、オレは三嶋を憎にくまなきゃならないはずだ。


　だが、どうも三嶋を憎いと思う気持ちは、オレにはないようだった。最初は無理にエッチをされて、それをビデオにまで撮とられて、すごく憎かったのに……。


　これって、ストックホルム症しよう候こう群ぐんなんだろうか。監禁している犯人と長く生活していると、だんだん犯人に感情移入していって、本当はひどいことをされているのに仲間意識みたいなものが芽生えてくるっていう……。


　だが、別に仲間意識はないな。三嶋はやっぱりひどい奴だ。オレをカジノの賞品にしようなんて考えていることに、オレは理解なんかしてやるつもりはない。それに、オレは命の危険にまで晒さらされているわけじゃない。ストックホルム症候群にはそれが不可欠だったはず。だったら、オレは当てはまらない。


　でも……。


　三嶋の言動には何か惹ひきつけられる。


　いつも落ち着いた態度で、上品な仕草をしながら、皮肉や嫌味を言うんだ。監禁したり、無理やりエッチしたりしているくせに、妙にマメに世話をしてくれる。なんだかこう、いい奴なんだか、悪い奴なんだか、よく判らないところが三嶋にはあった。


　いや、絶対悪い奴なのは判っている。それでも、妙に気になるんだ。


　いつだって、三嶋は口元だけの笑えみを浮かべている。目はちっとも笑ってない。たまに、それはとても冷たくて……。


　どうしてそうなんだろうって、オレは思う。三嶋の生い立ちに何があったんだろう。冷たいなら、冷たいままでいてくれれば気が休まるのに、何な故ぜかこうしてスーツをプレゼントしてくれたりする。


　目は笑ってなくても、優やさしいと思う瞬しゆん間かんもある。


　だから、どうしても気になるんだ。


「和行さん、外を見てごらんなさい」


「え……？」


　オレは窓の外を見る。別段、変わったこともないが、三嶋はなんのことを言ってるんだろう。


　そのとき、ホテルのすぐ傍そばで花火が打ち上げられた。


　光が飛び散り、闇やみに消えていく。


　オレはポカンとして、それを眺めていた。


　こんなに近くで打ち上げ花火を見たのは初めてだ。いつもテレビや遠くからしか見たことないから。


　食事をしている窓からちょうどいい位置で、まるでここは特等席のようだった。


　まさか、三嶋がこの花火を打ち上げた……？


　いや、花火なんて個人で打ち上げるわけがない。だいたい、いくら金がかかるんだ。金が大事だとか言ってる奴が、こんな馬ば鹿かな無む駄だ遣づかいをするはずがない。しかも、オレのためなんかに。


　たまたま三嶋は知っていたんだ。この時間に、ここからよく見える場所に花火が打ちあがるということを。


　オレは三嶋のほうに視線を走らせた。


　三嶋は窓の外なんかじゃなく、オレのほうを見ていたんだ。


　何故……？


　すぐに三嶋は視線を逸そらし、窓のほうを見る。オレも窓の外に顔を向けたけど、三嶋の今の視線には、何か意味があるような気がしてならなかった。








　レストランを出ると、すぐにエレベーターに乗る。


　もうオレの束つかの間の自由は終わりだ。またペントハウスでの監禁生活が再開されると思うと、憂ゆう鬱うつだった。


　リビングのソファに三嶋は座る。オレもそのまま隣となりに腰こしを下ろした。


　思わず出るのは溜ため息いきだ。


「……手はもう離はなしてもいいんですよ」


「え……？　あっ」


　オレはまだ三嶋の腕うでに手を回していた。あわてて手を離すと、三嶋は笑いながら、オレの肩かたをふわりと抱だいた。


「な……なんだよ……」


「あなたは可愛かわいい人だ」


　何を言ってるんだと思ったが、三嶋はオレの顔に唇くちびるを近づけてくるので、そう言えなくなる。


　唇が触ふれる。


　今朝したのと同じような優しいキスだ。舌を入れてきて、ゆっくりとオレの口の中を愛あい撫ぶしていくんだ。


　そして、まるでからかうように、オレの舌を弄もてあそぶ。


　こんな舌なんか嚙かみ切ってしまえばいい。そして、三嶋が苦しんでいる間にオレはカードキーを奪うばって逃にげればいいんだ。


　スーツだって着ているんだから、逃げるのに支障はない。


　だが、相手に怪け我がをさせるようなことは、想像するだけで、オレにはやっぱりできそうになかった。それに、頭の中がまたふわふわしてきて、逃げるような気分じゃなくなってくる。


　理性では、逃げなくちゃいけないと思うのに。


　こんな優しさなんて、見せかけだけだ。三嶋は冷たい人間だ。


　そう思うのに……。


　なんで、オレはこんなキスを受け入れてしまっているんだろう。


　唇が離れる。三嶋はオレの額に自分の額をコツンと軽くぶつけて、ちょっと笑った。


「和行さん、キスは好きですか？」


「……オレは別に……」


　こんなキスに好きも嫌きらいもないだろう。オレの意思にかかわらずエッチをされているんだから、キスだって同じことだ。


「キスをすると、おとなしくなる。私のキスは気に入りましたか？」


「そんなんじゃない。オレは……ただ、ワインに酔よっ払ぱらってるんだ！」


　ほんのちょっとしか飲んでないワインのせいにする。そうでなきゃ、自分でもおとなしく舌なんか入れられている理由が判わからない。


「そうですか。だったら、酔っ払ったままでいてください」


「あ……」


　三嶋は再びオレの唇に自分の唇を重ねてくる。


　また舌が絡からんできて、すぐにオレの頭はボンヤリとしてくる。まるで本当に酔っ払っているみたいだ。


　こんなに舌の動きが優しいのは、わざとなんだろうか。たとえば、オレの警けい戒かい心しんを解くための。


　いや、別にオレは警戒なんかしてない。警戒する意味だってないじゃないか。ずっとオレは三嶋の言いなりみたいになっていたんだから。


　エッチされれば、気持ちとは裏腹に身体からだが受け入れてしまっていた。三嶋はそんなオレを今まで好き放題にしていたんだ。


　だったら、今いま更さら、キスでオレを懐かい柔じゆうしても仕方がない。そもそもキスで懐柔できると考えるほうがおかしいけど。


　でも……。


　どうして、三嶋のキスはこんなに気持ちいいんだろう。


　すごく不思議だった。


　誰だれとでもキスしたら、こんな気持ちになれるんだろうか。他ほかの誰ともキスしたことがないから、それは判らない。


　三嶋は唇を離すと、オレを静かにソファに横たえた。


「あ……あんたからもらったスーツがシワになる」


「いいんです。スーツを着たあなたを抱きたいんですから」


　三嶋はささやくように言うと、ネクタイを解ほどいていく。そうして、シャツのボタンを外すと、首筋に唇を這はわせた。


「あ……ぁ……」


　いつものように反応を返すオレに、三嶋はちょっと笑った。


「私との行こう為いに、本当に慣なれてしまっているんですね」


「うるさい！」


　オレは好きでこんな声を出しているわけじゃない。三嶋が全部悪いんだ。オレの身体をこんなふうに変えたんだから。


「なんだか不思議です。私にすぐに反応をしてくれるあなたが、なんだか妙にいとおしいような気分になってきてしまう」


　二人の身体の関係は、関係そのものも変えていくものなんだろうか。オレが三嶋に対して感じている変化は、三嶋がオレに対して感じる変化と同じでもあるのか。


　それは判らない。だが、お互たがいに何かが変わってきているのだけは確かだった。


　それでも『いとおしい』なんて言葉を、三嶋から聞くのは初めてで、オレはちょっとドキッとした。別に、そんなふうに言ってもらって、嬉しいわけじゃないんだけど。


　なんだかこう、不思議な気持ちになってくるんだ……。


　三嶋はオレの顔を見つめて、フッと笑った。


「もしかしたら、これはあなたの生きる知恵なのかもしれませんね。他人にこんなふうに思わせてしまうのは」


「……生きる知恵？」


　どういう意味なんだろう。オレは別に頭がいいわけでもないし、そんな変な知恵なんか持ってないつもりだ。


「他人に何かと構われるほうでしょう？　そして、あなたもそれが好きなんですよね。誰かの関心が自分にあると、安心するでしょう？」


「それは……そうだけど」


　三嶋はオレの頰ほおを指で撫なでた。


「あなたは無意識に誰かを惹きつけようとしている。それが『奇き跡せきの子供』として育ったあなたの生きる知恵。でも、それが判っていても、私はあなたのことが嫌いじゃない。いや、ひょっとしたら、好きなのかもしれません」


　好きだと言われて、オレはビックリした。もちろん、いくらオレ達がエッチしているとはいえ、恋こい人びとで言う『好き』とはこの場合違ちがうんだろう。


　だけど、それでも、三嶋に好きだと言われたのは、衝しよう撃げき的だった。


「あなたの持つ独特の頼たよりなさが、私を惹きつける。きっと、それは私以外の人もきっと……」


　三嶋はオレをそっと抱き締しめた。


　今までこんなことされたことがない。いつだって、三嶋は強ごう引いんにオレを抱いてきたじゃないか。先に身体を陥かん落らくさせて、それからオレの中へと入ってきたのに。


　まるで口説かれてるみたいだ……。


　何な故ぜか、オレの頭の中に、レストランの窓から見た花火が浮うかんでいた。


「困りましたね。こうしていると、あなたを離したくなくなる。いっそ自分のものにしてしまいたい。あなたはただの賞品に過ぎないのに」


　抱き締められたまま、そう言われて、オレは胸がドキドキしてくるのを感じた。


　三嶋がオレを自分のものにしてしまいたいと言っている。冷静に考えて、それが嬉うれしいことでもないはずなのに、何故だか胸の中にあったかいものが生まれた。


　オレは人に好きだって言われるのが好きだ。残念ながら、女の子からは言われたことがないけど、友人や先せん輩ぱいや知り合いの記者の人達からの好意を感じることがある。そのとき、オレは大きな満足感を得るんだ。


　三嶋の言うとおり、それがオレの無意識の生きる知恵だったとしても、嫌われるより好かれるほうがいいじゃないか。


　でも、三嶋に好きだと言われたのを、特別な思いでオレは受け止めていた。


　それがどう違うのか……。


　三嶋とは普ふ通つうの関係ではないからだろうか。


　三嶋はオレに顔を近づけてくる。オレは逃げもせずに、目を閉じた。


　こんなに優やさしくキスをしてくるのは、オレのことを好きだから？　いとおしいと思うから？　それとも、これはただの三嶋の作戦なのか。


　オレをもっとおとなしくさせるための……。


　そんなふうに考えても、胸の中は妙みように熱くなってくる。ドキドキしていて、三嶋に対して、オレまで特別な感情を抱いだきそうになってきた。


　落ち着け。落ち着け。


　そんな手に乗ってどうする。


　三嶋の手がオレの硬かたくなった股こ間かんを探さぐる。そして、ファスナーを下ろして、中へと侵しん入にゆうしてきた。


「あ……あっ」


「こんなに硬くなっている。まだ私はキスしかしてないのに」


　そうだった。いつもなら、乳ち首くびだのなんだの、いろいろ刺し激げきされて、身体が拒きよ絶ぜつできないようになってから、三嶋はここを触さわっていたんだ。


　なんだか、オレが三嶋の告白をまともに受け取ったみたいに思えて、恥はずかしい。


　三嶋の手に触られて、ますますそこが熱くなってくる。


「あ……やっ……」


　オレは次し第だいにそれだけの刺激では足りなくなってくる。もう何度も三嶋に抱かれた身体は、これ以上のものを求めているんだ。


「してあげますよ。あなたが満足するように」


　三嶋は下着をずらして、そこを露ろ出しゆつさせると、根元から舐なめ上げた。じわじわと刺激が伝わってくる。けれども、それだけじゃ、とても足りない。


　オレはもどかしくて腰こしを揺ゆらした。


「三嶋……っ。焦じらすなよっ」


「こんなに直接的に刺激しているのに、焦らすな、と？」


「だって……ほら、もっといろいろあるだろう？　いつもだったら、いろんなところを触ったり、撫でたり……その、入れたりとか……するじゃないか！」


　いつもは下着もつけないバスローブ姿だから、好き放題にされていたのに、こんな中ちゆう途と半はん端ぱな脱ぬがせ方では我が慢まんできない。オレの身体はいつものようにしてくれることを望んでいた。


　三嶋はニヤリと笑う。


「ほう。あなたがそんなに私を求めていたとは、知りませんでした」


「あんたのせいだろっ？　オレは別に好きでこうなったんじゃない！」


「そうでしたね。私があなたをこんなふうに変えた。……いいですよ。あなたがしてほしいように、してあげましょう」


　三嶋はオレの下半身を裸はだかにすると、大きく広げた。


　自分で要求しておいてナンだが、そこまでされるとやはり恥ずかしい。いや、無理やりじゃなく、自分で望んでされていることだから、もっと恥ずかしいのか。


　三嶋の手は太ふと腿ももや尻しりを撫でまくる。オレは気持ちよくなっていく自分を感じた。


　やがて、三嶋は自分の指を舐めると、オレの中へとそれを沈しずみこませる。


「あ……」


　途と端たんに、体温が何度か上がったような気がした。それくらい、中に入れられることに対して、オレはもう抵てい抗こうがなくなっていた。


「気持ちいいですか？」


「ああ……」


　オレは仕方なく正直に答えた。それ以外の言葉が見つからないからだ。


「一本で足りますか？」


「に……二本で」


　三嶋は二本目の指を挿そう入にゆうしていく。


「すごく……締めつけてます。今日はずいぶん興奮しているんですね」


　それはオレから求めているからだと思う。いつもはわけが判わからなくなるほど身体からだを刺激されて、その後に挿入というパターンだったからだ。


　三嶋が指を動かすたびに、オレは喘あえぎ声を洩もらした。


「こっちも……触ってくれよ……っ」


　オレは指を入れられたことにより、さらに興奮している部分に自分で触ふれた。


「触るだけでいいんですか？」


「……舐めて……いや、しゃぶってくれよ……」


　舐めるだけの刺激じゃ、もう足りない。オレがイクまで面めん倒どうを見てほしかった。


　いつもなら、こんなこと、口に出して言えない。言わなくても、三嶋がやっていたということもあるが、なんだか今日は自分の中でタガが外れたようになっている。


　三嶋がオレのことを好きだと言ったからだろうか。甘えて、要求しても、言うことを聞いてくれると思ったからなのか。


　判らないが、三嶋はそれを嫌いやがる素そ振ぶりも見せなかった。


　三嶋は躊躇ためらいもなくオレのそこを口に含ふくんだ。そうして、口をすぼめて、敏びん感かんな部分を刺激していく。しかも、舌が絡からみついてきて、余計に気持ちがいい。


　そのうちに指も同時に動かされて、オレは思わずソファの背もたれをつかんだ。気持ちよすぎて、すぐにでもイッてしまいそうだ。


　もっと……この快感を長引かせて堪たん能のうしたい。そう思うのに、我慢ができなくなりそうだった。


　腰がひとりでに動く。止めようとしても止められない。


「あっ……もう……」


　オレは三嶋の指を締めつけて、達してしまった。


　心臓がドキドキしている。喘ぎすぎて、息も乱れていた。


　こんなオレを、三嶋はどんなふうに思っているんだろう。好きだと言われたことの意味は判らないし、信用はできないが、それでも一度そう言われたからには、ずっと好きでいてもらいたい。嫌きらいになんかなってほしくなかった。


　三嶋は余よ韻いんに浸ひたっているオレの足を広げて、中へと侵入を開始した。


　そして、全部収めきると、オレのほうに目を向ける。


　三嶋はオレを見つめると、すごく柔やわらかい微び笑しようを浮かべた。


　ドキン。


　いや、だって。


　三嶋の目が笑っている。今まで、口元では笑っていても、目は絶対笑っていなかった。細めるときはあっても、ずっと冷たい目だったのに。


　身体の奥から何かが噴ふき出してくるような、変な感覚があった。


　胸の中がすごくあったかくて……。


　オレはおずおずと手を伸のばした。すると、三嶋がオレの手を握にぎる。視線はお互たがいを見つめ合うような形になっていて、自分の頰が熱くなるのが感じられた。


「オレ……オレ……なんか変」


「どう変なのですか？」


「判らない……」


　首を横に振ると、三嶋はうっすらと微ほほ笑えんだ。


「そうですか。私も変なんですよ」


　それは判る。今までの三嶋とは違う。何故か判らないけど、オレを包むような温かさや優しさを感じてしまう。


「私としたことが……。まるで魔ま法ほうにかかったみたいです。こんな魔法なんか、私は信じてないのに……」


　三嶋は家族よりもどんな温かな感情より、金のほうが大事だと言った。そうだ。だから、オレなんか好きになるはずがない。これは何かの間ま違ちがいなんだ。


　三嶋にとっても、オレにとっても。


　魔法のようなひとときで、この行こう為いが終われば、すべて消えうせてしまうに違いない。


　だけど……。


　オレは三嶋に手を引っ張られて、身体を起こす。そうして、三嶋の膝ひざの上に乗るような格好となった。


「不思議です。今はあなたが……とてもいとおしい……」


　三嶋はそうつぶやいて、オレの胸へと印をつけた。


　オレは……。


　自分の気持ちが判らなかった。








　翌朝になり、目を開けると、三嶋はベッドにいなかった。


　いつものようにオレより早く起きて、朝食を取りに下に降りているんだろう。オレは自分の手首を見つめた。


　うっすらと手て錠じようの痕あとがある。


　昨夜、あれほど心が通じ合ったかのように見えたオレと三嶋だが、寝ねるときは手錠つきだったんだ。


　まあ……そんなもんだよな。


　三嶋だって、魔法にかかっているようだと言っていたから、エッチが終われば、オレなんかただの虜りよ囚しゆうだ。手錠でもつけてなければ、安心できないだろう。


　三嶋の目が優やさしいと思ったのは、間違いだったのか……。


　オレは乱れたバスローブを直し、それからリビングへと向かった。すると、昨夜エッチしたソファに、見知らぬ男が座っていて、心臓が飛び出すかと思った。


　オレと三嶋しか、ここにはいないはずだったからだ。


　男は三嶋と同じ年くらいで、高そうなスーツを着こなしている。が、三嶋よりははるかにナンパな雰囲気がした。顔はなかなかの男前だが、どことなく愛あい嬌きようがあるように感じる。はっきりとした二ふた重え瞼まぶたで目が大きかった。


　男はオレを興味深げにじろじろと見ていた。


「あんた……誰だれだ？」


　男はニコッと笑うと、立ち上がった。


「僕は伊い関せき博ひろ則のり。祐一郎の友人なんだ。君は和行君だね。よろしく！」


　いきなり手を差し出されて、オレはその手を凝ぎよう視ししてしまった。


　握あく手しゆしろって言うのか。でも、この伊関って人は何者なんだ。オレがここにいる理由も知っていて、握手を求めているのか……。


　伊関は無理やりオレの手を取って、両手でギュッと握り締しめた。


「よろしく！」


　笑顔で駄だ目め押しされて、オレは仕方なく言った。


「はあ……よろしく」


　伊関は満足そうにオレの手を握ったまま、ソファに座る。なので、仕方なくオレもその横に腰こしを下ろした。


　なんか間を詰つめてくるし。なんなんだ、この人は。


　オレはできる限り、ソファの端はしに詰めたが、それでも一いつ緒しよになって詰めてくるんだ。そのせいで、初対面なのに、オレと伊関はピッタリくっついて座ることになった。


　すっごく迷めい惑わくなんだけど。


　そう思いながら、オレは隣となりをにらんだ。なのに、また笑顔で返される。


「あの、伊関さん？」


「なんだい、和行君」


　伊関はオレに話しかけられるのが嬉うれしいようだった。どうしてか、オレにはさっぱり判らないけど。


「オレがここにいる理由を知ってるんですか？」


「ああ、知ってるよ。だって、君が捕つかまったとき、僕もあの場にいたからね」


　ということは、カジノバーの従業員なんだろうか。まさか客のほうじゃないだろうな。


　オレは伊関の腕うでに巻かれている時計をちらっと見た。


　あ……高そう。ブランドの名前は忘れたが、ニセモノでなければ、かなり高価なものだ。


「あの……もしかして、カジノの客？」


　まさかと思うが、三嶋の大事なお客様とやらで、オレを下見に来たんじゃないだろうな。だいたい、三嶋はどこにいるんだ。なんでオレとこんな奴やつを二人きりにしておくんだよ。


「まあ、そんな感じかな」


「三嶋とはどういう関係なんですか？」


「どんなって……今言っただろ？　ただの友人だよ。それ以上でもそれ以下でもない。それより……」


　伊関はオレの肩かたに手を回した。


「和行君って、僕の好みなんだよ」


「えっ……」


　こいつまで、そういう趣しゆ味みがあるのか。


　オレはゾッとしてしまった。


「あの……三嶋は一体どこに行ったんですか？」


「あの男のことはどうでもいいじゃないか。僕と仲良くしようよ」


　伊関の手がするりとオレの胸むな元もとへと入ってくる。


「やめろって……あっ」


　乳ち首くびを触さわられて、思わず恥はずかしい声を上げてしまう。


　こんな初対面の男なんかの前で。


「こんな誘さそうような格好をしているのが悪いんだよ。しかも……キスマークなんかつけて」


　三嶋に昨日つけられた痕は、目ざとく見つけられていた。


「下着もつけてないんだ？　祐一郎も意外とスケベなんだな」


「どこ、触ってるんだよっ」


　オレはバスローブの裾すそを割って入ってくる手を、必死で排はい除じよしていた。


「いいじゃないか。祐一郎の奴にいろいろされてるんだろう？　今いま更さら、抵てい抗こうしたって、意味のないことだよ。ほら……」


　オレは伊関にソファに押しつけられた。


「やめろっ……」


「さあ、僕と仲良くしようね」


　伊関の顔が近づいてくる。キス……されるのか。そんなの、嫌いやだ！


　顔を背そむけると、首筋にキスをされる。なめくじが這はったような感じがして、なんとも言えない不快な気分になる。


　そのとき、リビングのドアが開く音がした。


「何してるんです！」


　三嶋の厳しい声に、伊関は顔を上げた。


「いいじゃないか。ちょっとした味見だ」


「味見は禁止です。今すぐ離はなれてください」


　伊関は仕方なくオレから離れた。身体からだを起こそうとすると、オレの元に三嶋がやってきた。


「大だい丈じよう夫ぶですか？」


　オレは思わず三嶋にすがりついた。自分でも何な故ぜそうしたのか判わからない。


「ずいぶん懐なつかせたものだな。まるで恋こい人びと同士じゃないか。あれだけ、たかが賞品だって言っていたくせに」


　ああ……そうだ。三嶋は友人に、オレのことを賞品だと言っていたんだ。


　ちょっと優しくされたからって、何を勘かん違ちがいしていたんだろう。結局のところ、何も変わらない。オレは次の秘密クラブで賞品として出されて、誰かにもらわれていくだけの存在なんだ。


「大事な賞品だからです。勝手に手をつけてもらっては困りますね」


　三嶋はきっぱりとそう言うと、オレの顔を覗のぞき込んだ。


「変なこと、されませんでしたか？」


「いや、その……ちょっと触られたりしたけど、大したことない」


　オレなんか、どうせ『大事な賞品』程度なんだ。そう思うと、少しでも三嶋の気持ちがオレにあると勘違いしていた自分が恥ずかしい。


「だったら、いいんですけど」


　三嶋はオレの身体を離した。そうして、押してきたワゴンから朝食を、オレの座っているソファの前にあるテーブルに置いた。いつもなら、ダイニングのテーブルの上に置くものなのに。


「和行さんはこちらで食べてください。邪じや魔まな人が一人いますから」


「誰が邪魔なんだ。友人に冷たいぞ」


　どうやら伊関も一緒に食べるらしい。三嶋は単に食事を取りに下へと行き、その間にオレが起きてきたというわけだ。


　三嶋は自分の分と伊関の分をダイニングのテーブルの上に置いた。


　なんとも言えない気分で、食事を始める。


　昨夜、三嶋が優しかったのは、本当に何かの間違いだったんだろうな。オレに優しくしてみて、どんな反応をするのか観察していたのかもしれない。


　でも、なんのために……？


　ただ、オレをからかって遊んでいただけだったのか。いとおしいだとか、好きなのかもだとか言ったくせに。


　あれがまるっきり本心じゃなかったなんて……。


　オレは三嶋の考えが判らなかった。


　食事が終わると、三嶋は伊関と書しよ斎さいに閉じこもった。大事な話があるらしい。秘密クラブのことかと思ったが、そんなこと、オレが口出す権利もない。


　オレはいつものようにベッドメイクしたり、掃そう除じをしたりした。


　それにしても、この格好ではどうも掃除がしにくい。すぐに前がはだけてくるし、みっともない格好になる。掃除用に作業着が欲しいところだ。


　そんなことを思いながら、バスルームを掃除していると、後ろから三嶋に声をかけられた。


「出かけてきますから」


　三嶋の後ろには伊関もいる。一緒にどこかに行くってことだろうか。


「あ、うん。行ってらっしゃい」


　そう言ってしまった後、オレは自分の口を押さえた。


　これじゃ、新しん婚こん生活のようじゃないか。ここでキスなんかしたら、そのまんまだ。


　オレ、監かん禁きんされてるんだけどな。


　三嶋はそんなオレにふっと笑いかけた。


　ああ、やっぱりちゃんと目が笑っている。オレはそれだけでも心が救われるような気がした。


　賞品になることは決定でも、冷たい目で見られるよりは、やっぱり優やさしくされるほうがいいに決まっている。いや、もちろんオレは隙すきを見て、逃にげるつもりなんだけどね。


「今夜は夕食の後、外に出してあげます。楽しみにしていてください」


　三嶋はそう言って、オレに背を向ける。伊関は何故かオレに大げさなウィンクをしてみせた。








　今日も外に出してもらえるとなると、いよいよ三嶋の警けい戒かい心しんも薄うすれてきたってことかもしれない。


　このままだと、賞品生活が待っている。三嶋には慣れたが、お客様とやらに身体を自由にされるのは、やっぱり我が慢まんがならない。


　今日、伊関に触られて、はっきりと判った。


　それとも、三嶋以外の人間にも、オレの身体はいずれ慣れてしまうんだろうか。それは嫌だな。三嶋が特別だって思うのも、あんまり嬉しくないのに。


　夕食の後、ずいぶん経たって、もう夜中に近い時間に、三嶋はオレを連れだしてくれた。


　行き先はフィットネスクラブの中の室内プールだった。


　もちろんこんな時間だから、誰だれもいない。水着をもらい、二人だけで悠ゆう々ゆうと泳いでいると、今までのストレスが発散されていくようだった。


　それで三嶋にありがたいと思うのは、間違いなんだけどさ。監禁しているのは、三嶋のほうなんだ。


　さんざん泳いだ後に、プールサイドに置いてあるデッキチェアーに横になる。三嶋はどこかにいなくなったかと思ったら、冷えた缶かんビールを持ってきてくれた。


「ちょっとだけですよ」


「ビールなら飲み慣れているから大丈夫だ」


　慣れないワインだの、ブランデーだのは要注意だが、ビールならいつもお世話になっている。


　それでも少しずつ飲んでいたが、飲み干してしまうと、オレはまたデッキチェアーに仰あお向むけに寝ねそべった。


　室内だから、天てん井じようが見えるだけだが、ペントハウスよりはずっと天井が高くて、広々としている。


「やっぱり、自由っていいもんだな。こうして、監かん禁きん生活を送っていると、ありがたみがよく判る」


「皮肉ですか？」


　隣となりのデッキチェアーに同じく寝そべる三嶋がオレに尋たずねた。


「皮肉も言いたくなるだろう？　いくらあんたがオレをここで遊ばせてくれたって、結局、秘密クラブの日が来れば、賞品として出すつもりなんだろうし」


　それは判っている。


　だから、オレは逃げなくちゃいけないんだ。三嶋に気持ちを許したりしちゃいけない。


「賞品になるのは嫌ですか？」


「当たり前じゃないか。誰が好き好んで、品物みたいにもらわれていくんだよ？　オレは嫌だね。あんた、自分の身に置き換かえて、どうなんだ？　あんたは誰かにもらわれていって、身体を自由にされたいか？」


「嫌ですね。私は自由にされるより、自由にしたいほうですから」


　そんなこと訊きいているんじゃない。三嶋の答えはわざとポイントを外しているんだ。


「あんたはオレのことを好きかもしれないって言ったけど、どうせその程度なんだよ。客に渡わたしても、平気なんだろう？」


「……平気ではありませんよ」


　真ま面じ目めな声を出されて、オレは三嶋のほうに顔を向けた。


「でも……賞品にはするんだよな？」


「そうですね」


　あっさり答えられて、オレはガックリくる。せめて、少しくらい悩なやむとか、ないのか。いや、三嶋はそんな奴やつなんだ。


「あんたは本気で人を好きになったことなんか、ないんだ。だから、そんな冷たいことが言えるんだ」


「そうかもしれません。私は……」


　何か言いかけて、三嶋は黙だまり込んだ。その先はなんだったんだろう。三嶋の本音はどこにあるんだろう。


　オレは手を伸のばして、三嶋の腕うでに触ふれた。


「なあ……教えてくれよ。あんたのこと。オレを嫌きらいじゃないなら、あんたの家族のこと、教えてくれよ」


　このまま何も知らずに誰かにもらわれていくのは嫌だった。せめて、三嶋の考えていることが知りたい。それさえ判れば納なつ得とくできるというものじゃなかったが、何も知らないままでいるより、ずっといい。


　三嶋は軽く溜ため息いきをついた。


「聞きたいんですか？」


「ああ。聞きたい。いや、知りたい。あんたのこと」


「殺し文句ですね」


　三嶋はオレのほうを見て、にっこり笑う。そして、また天井のほうを向いた。


「私だって、ごく普ふ通つうに家族がいましたよ。両親と弟が一人。でも、その幸福な家庭は卑ひ劣れつな誘ゆう拐かい犯人によって、無残に壊こわされてしまった。幼かった弟が誘拐されてしまったんです」


　オレは三嶋の意外な告白に言葉を失った。


　それはまだ三嶋が子供の頃ころの話だろうか。そして、誘拐された弟は何歳だったんだろう。誘拐事件のデータをちょっと調べれば、きっと何もかも判るだろう。


「報道協定によって、事件はすぐには明るみに出ませんでした。しかし、その頃からじわりじわりと報道の輪が狭せばまってきていたのを、私は子供ながらにも感じましたね」


　報道しなくても、取材することはある。いや、報道されるときに、いち早くいろんな情報を出せるように用意をしておくんだ。


「幸い弟は戻もどってきました。身みの代しろ金きん目当てのように見せかけた怨えん恨こんによる犯行で……。父の愛人が裏切られた腹いせに弟を誘拐していたんです。……ねえ、ジャーナリストとして、和行さんはどう思います？　こんなにおいしいネタを見み逃のがしたりしないですよね？」


　オレは何も言えなかった。家族にとって、こんなに残ざん酷こくなことはないのに、寄ってたかって、マスコミは報道するだろう。


　そして……。


　その家族がどうなっても、マスコミは責任なんて取らないんだ。


　オレはふと、この事件のことをどこかで読んだことがあるような気がした。


「私達は報道ハラスメントに晒さらされました。中学生だった私は、何度も取材のマイクを向けられましたよ。誰だれ一人として、私を庇かばう人はいなかった。両親もそれどころではないですからね。家族の秘密はすべて暴あばかれ、興味本位の週刊誌に載のりました。一人一人がボロボロになり……やがて家族は崩ほう壊かいしたんです」


　三嶋はまるで懐なつかしむような口調で言った。


　もちろん懐かしいわけがない。悪夢のような思い出だろう。


「ある日、家に帰ると、母はいませんでした。弟と一緒に実家に帰ったんです。父のことをよく庇っていた私は、その父と取り残されました。そして、数年後、父は……」


「もういい！　話さなくていい！」


　オレは強い力で三嶋の腕を引っ張り、制止した。


　その続きをオレは知っている。リアルタイムで記事を読んだからじゃない。週刊誌に事件史として載っていたものを、ただの読み物のようにオレは読んでいたんだ。


　その渦か中ちゆうで苦しんでいた人がいるのにも気づかずに。


「父は元々、資産家だったんです。父の死後、遺産で私は事業を始めました。今、こうしていられるのも、全部、父のおかげです。二人の女性の人生を狂くるわせたうえに、自分の息むす子こを誘拐に巻き込ませた極ごく悪あく人にんでしたけど」


　オレが読んだ事件史では、極悪人ではなく哀あわれな男として書かれていた。だが、当時のマスコミの論調や世論は容易に想像できる。非難は誘拐犯人ではなく、三嶋のお父さんに集中したんだと思う。


「一部の週刊誌では、父が愛人に息子を誘拐させたかのように書いたところもありました。だから、私も何度もマイクを向けられたのですよ。父の悪行をもっと暴きたかったんでしょうね。正せい義ぎ面づらをした彼らは」


　オレはたまらなかった。


　三嶋がどれほどマスコミの人間に対して憎にくしみを抱いだいているのか、ようやく判わかった。だが、それが判っても、オレにはどうすることもできない。三嶋の憎しみが間ま違ちがっているとも言えない。マスコミにはそんな側面があることを、オレはよく知っているんだ。


　オレはデッキチェアーを降り、三嶋の足元にしゃがんだ。そして、その手を取る。


「ごめん……ごめん。オレ……」


「どうしてあなたが謝るんです？　事件当時、あなたはまだほんの子供だったはず。何も知らずに、報道記者に囲まれ、ちやほやされていたんでしょう？」


　三嶋はオレの髪かみを撫なでた。


「オレは……」


　涙なみだが零こぼれる。オレは三嶋になんて言ったらいいんだろう。


「いいんです。マスコミの人間は嫌いだ。でも、あなたに謝ってもらっても仕方がない」


「オレが三嶋を傷つけた全部のマスコミに代わって謝罪するのは、不ふ遜そんだって思う。だけど……オレは謝りたい」


　ジャーナリストの端はしくれとして、責任がある。当時、子供だったからといって、自分がしたことじゃないからといって、逃げたくはなかった。


「和行さん、あなたは加害者側にいるような気持ちでいるようですが、本当は違います。あなたは私と同じ被ひ害がい者しやだ。マスコミによって人生を狂わされた被害者の一人なんですよ」


「え……？」


　どういう意味だろう。オレはマスコミに助けられた人間だ。被害者なんかであるはずがない。一人のジャーナリストによって命を救われ、そうして、報道されることにより、多くの人から励はげましの言葉をもらったんだ。


　オレは顔を上げて、三嶋を見つめた。


　三嶋はうっすらと微ほほ笑えんだ。


「あなたは被害者であることにも気づいてない。あなたの無意識の言動がすべてそれを示しているというのに」


「そんな……。オレは……」


　オレは無意識でどんな言動をしていたって言うんだ。そして、それがすべて示しているって、どういうことだ。オレにはさっぱり理解できない。


「あなたを救ったジャーナリストは、ずっとあなたを取材し続けましたね。そして、何冊も本を出し、最初の救出劇の本は映画にまでもなった」


「ああ、そうだ」


　それがどうしたと言うんだろう。


「私はあなたが『奇き跡せきの子供』だと知ってから、その人の本を読みました。……すごかったですよ。どれだけ、あなたを食い物にしたら気が済むのかと、ゾッとしました」


「食い物だなんて……。あの人はオレの命の恩人だ！」


「恩人なら、何をしてもいいんでしょうか。もしあなたに少しでも愛情を感じるなら、あれほどあなたのプライベートを暴き立てるような真ま似ねはしなかったでしょう。あれはね、あなたを気き遣づかうふりをした立派な報道ハラスメントですよ」


　そんなはずはない。オレにしてみれば、子供の頃から顔かお馴な染じみのおじさんだ。取材を受け、写真を撮とられ、それが本になるのはけっこう嬉うれしかった。


　本が出るたびに反はん響きようが来るんだ。そして、おじさんはオレに全国から来た励ましの手紙を見せてくれた。


　みんながオレのことを心配してくれる。だから、頑がん張ばって恩返ししようって。


「あなたはもちろん知っていたんでしょう？　本が出るたびに、あなたの親しん戚せきにお金が渡されていたのは」


「それは……オレを育てるために、金がいるし……」


「救出された当時は、寄付金もたくさん寄せられた。可哀かわい相そうな子供のために」


　それも知っている。子供の頃はよく判らなかったが、成長してから、当時の新聞など、いろんなものを読んで知った。


「あなたの親戚と、あなたを救ったジャーナリストは、最初はそんな気はなかったかもしれない。まったくの善意の人だったのに、残念ながら味を占しめてしまったんですよ。だから、あなたを食い物にし続けた。違いますか？」


「……違う……」


　オレは決してそうだとは言えなかった。紛ふん争そう地域で行方ゆくえ不明になっていたのを、救ってもらったのは本当だ。そして、親戚に育ててもらったのも。


　今あるのは、その人達のおかげなんだ。それを食い物にされたとは言いたくない。


「あなたは薄うす々うすそれに気づいていたんです。だから……酔よっ払ぱらったときに本音が出たんですよ」


　三嶋はオレの頰ほおを撫でた。


「優やさしくしてほしいと言われたとき、私はあなたが被害者なんだと気づきました。あなたは私の同類で、憎むべきマスコミ側の人間じゃないと」


「そんな……違う。オレは……違う」


　そう言いながらも、胸が苦しいのは、実は三嶋の言うことが正しいからなのか。


　いや、オレはそうじゃないって言いたい。オレは被害者なんかじゃない。


「あなたのどこか頼たよりなげなところは、無意識に人に愛情を求めているんだと私は思うんです。いつだって、誰だれかに愛されていたい。いつも誰かを惹ひきつけておきたい。そう願っている……」


　オレは首を横に振ふった。


　確かに、そういうところがあるのは自分でも知っている。しかし、それが被害者だという証しよう拠こにはならない。


「だから、あなたの無意識の誘さそいの理由が判ったとき、あなたに対する感情が変わりました。たとえ愛情を求めているのがただの習性に過ぎないとしても、私はあなたを理解できる。それをいとおしいと思う。どうしても、突つき放す気にはなれなかった」


　三嶋はオレを引き寄せた。


「あ……」


　三嶋の瞳ひとみが熱くオレを見つめている。


　それが本当の愛情なのかどうか、オレには判らない。被害者としての同類意識からなのか、それとも、そこから派生した感情からなのか……。


　でも、オレは思った。


　三嶋は本気なんだ。


「一時でもいい。あなたを独どく占せんしたい。これがあなたの罠わなであっても構わない……」


　静かに唇くちびるが重なる。


　オレにはもう何もかも判らなくなっていた。








　三嶋の言葉はオレを苛さいなんだ。


　オレはたくさんの愛情に恵めぐまれてきたと思っていた。だが、それは間違いだったのかもしれない。愛情を常に求め続けていたのはオレのほうで、オレの周囲には本当の愛情というものはなかったのかもしれない。


　あったのは……。


　同情なのか。


　だが、オレの心の中では、そうじゃないという思いもある。三嶋の言うことなんか、信じるな、と。


「元気がないですね」


　三嶋はオレにそう声をかけてきた。


　プールから戻もどったのは、もうずいぶん遅おそい時間だった。普ふ通つうの人間なら完全に熟じゆく睡すいしている時間だ。オレ達も風ふ呂ろに入り、それからベッドで寝ねようとしている。


「もう眠ねむいんだよ……」


　三嶋の顔を見ないようにして、オレは答える。三嶋はオレの元気のない理由が判っているだろう。だが、オレはそれを否定したかったんだ。


　オレはいつものようにバスローブだけの格好で、手を差し出した。


　毎夜、手て錠じようで三嶋とつながれていたからだ。


「今晩は……いいです。このままで」


「えっ……？」


　オレは三嶋の顔を見上げた。


　三嶋は不思議なほどにずいぶん穏おだやかな顔をしていた。二週間ちょっとずっと一いつ緒しよにいたが、三嶋のこんな表情を見るのは初めてだ。


　三嶋はオレに胸に秘ひめていたことを話して、少しは楽になったんだろうか。できれば、そう思いたい。あんな残ざん酷こくな話を、オレは三嶋一人に背負わせたくなかった。


　オレが被害者であると思うことで、三嶋の心の負担がちょっとでも減るのなら、そういうことにしておいてもいい。


「オレは逃にげるかもしれないぞ。いいのか？」


　わざわざ自分で逃げる予告をすることもないだろうが、手錠はいいと言う三嶋の真意を測りかねて、思わずそう言ってしまった。


「いいんですよ。逃げても」


　意外な言葉に、オレは一いつ瞬しゆん言葉を失う。


　いや、どうせ逃げたら、ビデオがどうとかと言うんだろう。


「これを……ここに置きます」


　三嶋はエレベーターを動かすカードキーを、ベッドの横にあるテーブルに置いた。


「それから、そこのクローゼットの中に、あなたの元の服が入ってます。従業員用のロッカーに入っていたものです」


　確か、服は捨てたと言わなかったか。あれは噓うそだったんだな。


「どういうことだ？　オレを試ためしているのか？」


　なんで急に逃げてもいいと言うんだ。オレを賞品にすると、ずっと言ってきたじゃないか。


　オレは別に賞品にされたいわけでも、どこかの金持ちの慰なぐさみものになりたいわけでもない。だけど、今まで逃げないように見張っていた奴やつが、いきなり逃げてもいいなんて言って、しかも用意までしてくれるなんて、おかしいとしか思えない。


「試してなんかいません。私はあなたを手元に置いておいたら、お客様の手前もあって、どうしても賞品にせざるを得ないんです。でも、あなたが逃げれば……仕方ありませんね」


　つまり、三嶋は本当にオレを逃がしてやると言っているんだ。


　三嶋がいくらカジノバーで偉えらい人間だったとしても、もっと上の人、たとえばオーナーはオレを賞品として出すつもりでいるんじゃないのか。


「でも……オレが逃げたら、三嶋が困るんじゃないのか？」


「なんとかなります。あ、もちろん、あなたが知ってしまったことを記事にされると困りますよ。私は……あなたを信じていますが、それでも記事になったときには……」


　ビデオの報復が待っていると言うのだろう。


　三嶋はオレを信じていると言った。最初は、マスコミの人間なんてみんな噓つきだと言っていたのに。


　オレは黙だまってうなずいた。


　三嶋の信しん頼らいをオレは裏切ったりしない。スクープなんかより、オレにとっては、そちらのほうがずっと大事だった。


「エレベーターで地下まで降りて、右手にまっすぐ行きなさい。そうすると、駐ちゆう車しや場じように出ます」


「判わかった……」


　そこまで教えてくれるなんて、三嶋はもう本気に違ちがいない。


　三嶋はオレが誰かの手に渡わたるくらいなら、逃げてもらったほうがいいと思ったのか。それとも、オレを自由にしてやりたいと思ったのか……。


　どっちにしろ、オレは三嶋の愛情を感じることができた。


「私はもう寝ます。後はあなたの自由に……」


　三嶋はベッドに横になると、目を閉じた。


　オレはしばしその顔を見つめる。胸が感動したときみたいに、何か熱いもので満たされていたが、いつまでもこうしているわけにはいかない。


　三嶋の気が変わらないうちに、オレはここから出るべきだった。


　オレはクローゼットを開け、服を着る。ポケットの中には車のキーや財さい布ふ、免めん許きよ証しようが入っていた。


　そして、テーブルの上にあるカードキーを手にした。


　三嶋の顔を上からじっと見下ろす。


　オレはこのまま逃げていいんだろうか。自由になりたい気持ちはあるが、三嶋を一人にしてしまって、本当にいいのか。


　オレがいなくなれば、元の三嶋に戻って、愛情なんかより金が大事だって言うんだろう。


「三嶋……っ」


　オレはなんだかたまらなくなって、三嶋の唇に自分の唇を触ふれ合わせた。


「……早く行きなさい」


　三嶋は目を閉じたまま、つぶやくように言った。


「うん……。ごめん」


　オレはそれだけ言って、部屋を出た。そうして、エレベーターに乗り込む。


　カードキー……これがないばかりに、オレは三嶋と一緒でない限り、屋上から降りることができなかったんだ。


　エレベーターが動き出し、どんどん下へと移動していく。


　三嶋から遠くなっていくんだ。


　オレは自由になれるのに、胸の中は複雑な思いでいっぱいだった。本来なら、もっと心が浮うき立つはずだ。だけど、オレは三嶋のことばかりを考えている。


　エレベーターが地下に着く。言われたとおりに進むと、駐車場へと出た。


「あ……」


　目の前にオレの車があった。三嶋がここに移動しておいてくれたに違いない。


　オレを逃がすつもりで……？


　涙なみだが出そうになるのを、ぐっと堪こらえる。そして、オレは車に乗り込んだ。


　車に乗るのは、久しぶりだった。下手をすると、二度と乗られないと覚かく悟ごしていたのに。


　オレは車をスタートさせた。ホテルから遠ざかり、ホッとするのと同時に、やはり思い出されるのは三嶋のことだった。


　何より、三嶋の言ったことだ。


　オレがマスコミの被ひ害がい者しやだという……。


　三嶋のほうは被害者だと思う。三嶋のお父さんに愛人がいて、たとえひどい裏切りをしたとしても、犯人でなく被害者の家族を責めるべきではない。まして、第三者でしかないマスコミに責める権利なんかない。プライバシーを暴あばく権利だって、あるはずがない。


　マスコミが書かなくても、家族がそのままでいられたかどうかは判らない。だが、マスコミがその崩ほう壊かいの手助けをしたのは間違いなかった。


　中学生だった三嶋は、取材のマイクを向けられて、どんな気持ちだったろう。お父さんが亡なくなった後、どんなことを思いながら、生きてきたのか。


　そして、オレは……。


　オレがジャーナリストになろうと思ったのは、自分が受けた恩を誰だれかに返したかったからだ。


　自分が命を救われた。親でもないのに育ててもらった。多くの人から励ましの言葉や寄付をもらい、生きる力をもらった。


　三嶋の言うとおり、それは愛情ではなかったかもしれない。同情だったり、打算だったり。けれども、オレがそれでいつも救われてきたのは事実だった。


　こんなオレは欲張りなのかもな。


　救われてきたと思いながら、もっとたくさんの愛情が欲しいだなんて。自分のことを監かん禁きんした相手にも、優やさしくしてほしいと願うオレは、ひょっとしたら自分に注目を集めたいがために、ジャーナリストになることを希望し、それで誰かを救おうとしているのかもしれなかった。


　オレは信号で車を停とめた。


　行き交かう車はない。夜明けはまだ先で、どこもシーンとしていた。


　オレは本当にこのまま戻っていいんだろうか。何かやり残したことがあるような気がしてならなかった。


　スクープより、オレは三嶋の心を大事にしたいと思った。


　だったら、このまま逃げてもいいのか。三嶋を一人にしておいていいのか。


　あれほど穏やかな顔をしていた三嶋は、オレが去った後、どんな気持ちであの部屋にいるんだろう。


　胸が締めつけられる。


　オレは誰かの役に立ちたい。自己満足でもいい。それが愛情を求める手段だったとしても、いいじゃないか。


　そして、それは何もジャーナリストとしてでなくてもいいんじゃないだろうか。


　オレは三嶋の心を救いたい。オレが三嶋と同類で、マスコミの被害者であるというなら、あいつの心を癒いやしてやれるのは、オレしかいないんだ。


　たとえ一時でも、三嶋はオレを独どく占せんしたいと言った。オレも……一時でもいいから、三嶋を幸せな気持ちにしてあげたい。


　オレの将来や、一生と引き換かえにしたっていい。


　誰かがそこまで三嶋を想おもうこともあるのだと、信じてほしい。金より何より大事なものがあって、愛情は三嶋にも注がれるのだ、と。


　信号が変わり、オレはそのまま車をＵターンさせた。


　オレは馬ば鹿かかもしれない。


　せっかく逃げるようにお膳ぜん立だてまでしてもらったのに、また自分から監かん禁きん生活に舞まい戻もどろうとしているんだ。


　次の秘密クラブでは、オレは賞品となり、誰かにもらわれていくだろう。だけど、それまでは、三嶋の下もとにいる。三嶋に嫌いやと言うほど、愛情を注ぎ続けてやる。


　でも、オレはまたいつか、自由になって、フリーライターに戻れるような気がするんだ。オレをもらった金持ちが、実はいい奴で、三嶋みたいにオレを逃がしてくれるかもしれないしな。


　なんとかなる。


　だって、オレは『奇き跡せきの子供』だから。


　オレはきっと元の生活に戻るんだ。


　ホテルに着き、エレベーターで屋上に上がる。ドアを開けて、部屋へと飛び込むと、リビングのソファで三嶋は酒を飲んでいた。


「……どうして戻ってきたんですか？」


　オレは立ち上がった三嶋に抱だきついた。


　この温ぬくもり……。


　そうだ。オレは何よりこれが欲しかった。全身全ぜん霊れいで愛してくれる相手が欲しくてたまらなかったんだ。


「あんたの傍そばにいたい。たとえ一時でも……」


「馬鹿なことを……」


　三嶋はそう言いながらも、オレの背中に手を回した。


　身体がより密着する。オレはその温かさに全身が蕩とろけてしまいそうな気がした。三嶋に癒されているのは、オレのほうじゃないか。


　三嶋はオレの顔を上げさせた。


　目と目が合う。


　三嶋はこれ以上ないというくらい、優しく微ほほ笑えんだ。


　ああ、オレは……。


　これだけでいい。


　この笑顔だけで、オレはここに帰ってきた甲か斐いがあった。


「和行さん……」


　三嶋は吐と息いきのような声でオレの名を呼ぶと、唇くちびるを重ねた。








　それから、オレは三嶋と元のような生活を送った。いや、元の生活とは少し違っていた。


　オレが逃にげないと判っているから、三嶋はもうオレに手て錠じようをかけたりしない。ルームサービスでこそこそと食事をする必要もないし、オレと三嶋はよくホテルのレストランに食べにいった。それどころか、ホテルじゃないレストランにまで、ドライブがてら連れていってもらったり……。


　監禁生活から考えると、夢のような日々を過ごしていた。


　しかし、秘密クラブの日は近づいてくる。


　考えまいとしたって、オレは誰かにもらわれてしまうんだ。それを切ないと思っても、今いま更さらなんだが、三嶋のほうはどう考えているんだろう。


　三嶋はそのことに関して、もう何も言わなかった。決定事じ項こうは変えられないからだろう。ただ、毎晩のようにオレを抱いて……。


　オレは三嶋に優しくして、三嶋の言うことをなんでも聞いた。エッチのときに、かなり恥はずかしいことも、三嶋のためだからと思って、やってみせたことだってある。


　三嶋のほうは、相変わらずオレに嫌いや味みのようなことを言っていたけど、それはきっとクセみたいなもんなんだろう。オレはいつも軽く流してあげた。たまに流せないときもあったが、それはそれだ。


　いろいろあっても、楽しい毎日だったと思う。


　でも、時は止められないから、やがて秘密クラブの日は来てしまった。


　朝からその日はどことなくいつもと違ちがっていた。同じでいられるほど、オレも三嶋も図太くなかったってことか。


　夕方になり、三嶋は早めの夕食を部屋に持ってきてくれた。そして、二人だけで向かい合って食事をする。


　これで三嶋と食事するのは最後なんだ。何時間か後……少なくとも朝が来るまでには、オレは他ほかの誰かのものになってしまう。


　いや、それを悔くやんだって仕方ない。オレが選んだことだ。三嶋とずっといたくても、それは許されないことだ。それが判わかっていて、オレはあえてここに戻ってきたんだから。


　食事の後、三嶋はソファへと移動したオレの前に突とつ然ぜんひざまずいた。


「えっ、なんだよ、いきなり」


　オレの手を取ると、両手で包んだ。


「最後に、あなたにお礼を言いたくて」


「……いいんだ。そんなこと。オレだって、三嶋と一いつ緒しよにいられて、よかった。オレが本心から求めていたものを与あたえてもらったって気がする」


「和行さん……」


　三嶋は両手を開いて、オレの手にキスをした。


「ありがとう」


　三嶋がオレにお礼を言うなんて、初めてかもしれない。一生の記念になるかもな。


　なのに、別れがもう目の前に来ているんだ。そう考えると、なんだか鼻の奥がツンと痛くなってきた。


　オレは三嶋に握にぎられてないほうの手で目元を擦こすった。


「和行さん……」


　三嶋はオレをギュッと抱き締めた。オレも三嶋の身体を抱き返す。


　いっそ、連れて逃げてほしい。だけど、それは無理なんだろうか。三嶋は上の人間の命令を聞かなくちゃいけないのかもしれない。


「最後にあなたを抱きたい。……いいですか？」


　オレは急いでうなずいた。


　オレだって、三嶋が欲しい。オレの身体からだを隙すき間まなく、三嶋で埋うめてほしいんだ。誰も入れないくらいに。


　ベッドへ行くと、三嶋は貪むさぼるような口づけをオレにぶつけてきた。


　舌を絡からめて、オレはそれに応こたえる。唾だ液えきが混じり合い、あまりの激しさに、なんだかわけが判らなくなってきた頃ころ、三嶋はやっと唇を離はなす。


「もう勃たっているんですね」


「だって……」


　これが最後だと思えば、どうしようもなく気持ちが高ぶってきてしまう。それに、これだけ激しいキスをされて、三嶋の気持ちも判るのに、普ふ通つうではいられない。


「判ります。私もですから」


　三嶋のものも熱くなっている。それを敏びん感かんな部分に布ぬの越ごしに擦りつけられて、オレは思わず喘あえいでしまった。


　三嶋はクスッと笑う。


「あなたのそんな感じやすいところが好きです。初めて顔を見たときから、何か惹ひかれるものはあったのですが、手を出してみて、あまりの色っぽさにクラクラきました」


「色っぽいって？　オレが？　そういえば、三嶋はやたらとオレのことを可愛かわいいなんて言っていたな」


「ええ。可愛いですよ。嫌がってるくせに、誘さそっているようにしか見えなくて、もうあなたをどんなふうに泣かせてやろうかと思って……」


「そんなこと、考えていたのか」


　オレは必死で抵てい抗こうしていたのに。いや、快感に押し流されていたような気もするが。


「あなたを賞品にしてくれないかとお客様に頼たのまれたとき、どうして拒きよ否ひしなかったのか……。今でもそれが悔やまれます」


「三嶋……」


　そう言われても、何もかも遅おそいんだ。オレはもうすぐカジノバーのガラスケースに陳ちん列れつされてしまう。


「でも、今はまだ私のものです。……そうでしょう？」


「ああ。そうだな」


　三嶋は微笑むと、オレの耳たぶを口に含ふくんだ。


「あっ……そんな、いきなり……」


「今日はあなたの弱いところを重点的に攻せめますよ。あなたが私を忘れないように」


「あぁ……んっ……あ」


　耳元で喋しやべられるのだけでも、すごく感じるのに。耳たぶを口に含まれ、中に舌を入れられて、くすぐったいのか、感じているのか、よく判らない状態になる。


「そして、ここも……」


　首筋を舐なめられ、ゾクッとする。一気に体温が上がったような気がした。


　シャツのボタンを外され、露あらわになった胸へとキスが繰くり返される。特に乳ち首くびは念入りに舐められてしまった。


　それから、下を脱ぬがされて、ふくらはぎや太ふと腿ももも舌を這はわせられる。


「あっ……やっ……」


「ダメですよ。嫌だといくら言っても、私は和行さんのイイところは全部知ってますから」


　三嶋は足を広げて、太腿の内側を舐めた。何度かキスマークをつけられた場所だが、さすがに今日は賞品になる日だから、それはできないのか。


　オレはいっそつけてほしいと思うのに。


　自分のものだって主張してほしい。


　でも、それは無理なのかな。


　三嶋は足の付け根のあたりを舐め上げる。そこだって、確かに感じるが、オレはもっと直接的な刺し激げきが欲しかった。


「は……早く……っ」


　オレは誘うように腰こしを揺ゆらした。


「ここ、ですか？」


　人差し指で根元から先せん端たんまでなぞられる。オレはそれだけで身体をビクビク揺らした。


「もっと……して」


「してあげますよ。あなたの好きなように」


　三嶋はオレの腰を抱だくようにして、そこの部分を口に含んだ。


「あ……なんか……いつもと違うっ……」


　いつもはもっと穏おだやかな刺激の仕方なのに、今日はまったく焦じらしがない。本気モードで、オレのそこをしゃぶっているんだ。


　キュッと吸われながらの刺激だから、もうすぐにでも出てしまいそうだった。


　オレはシーツをつかんで、必死で耐たえるが、我が慢まんができない。オレはあっという間にイッてしまっていた。


　はあはあと息を乱し、オレは三嶋を誘うように膝ひざを立てた。


　前だけじゃなく、後ろも触さわってほしい。指を入れて、動かして……それから……。


「うつ伏ぶせになって、足だけ立ててください……」


　オレは言われたとおりのポーズを取る。後ろから見られるのは、なんとなく恥ずかしいが、三嶋がこっちがいいと言うなら、いくらだって、見せたっていい。


　三嶋は尻しりを撫なでながら、その窪くぼみに舌を這わせた。


　舌が触ふれただけで、身体がビクンと震ふるえる。過か剰じように期待しているのかもしれないが、オレは何度でも三嶋とこういう行為をしてきて、次に来る快感が予想できてしまうんだ。


「はぁ……ぁ……」


　恥ずかしいけど、気持ちいい。


　三嶋の舌がそこを舐めるたびに、オレは自分の身体がまた高まってくるのを感じた。


　指が入ってくると、もうそれだけでたまらなくなって、腰を揺らす。


「もう……もうっ」


「和行さん、まだ一本ですよ。こんなに締しめつけないで、落ち着いて」


「だって……変なんだ。ブレーキが利きかない。どうかなってしまいそうなんだ……！」


　落ち着けるなら、苦労はしない。オレは気持ちの上でも、三嶋を求めているのかもしれない。


「でも……もう少し、我慢をしてください。あなたの身体が壊こわれたら私が困る」


　それは、オレを預かっている立場として困るという意味だろうか。


　胸の中がズキンと痛んだ。


　いや……それはしようがないんだ。


　オレは頭を振ふって、そのことを考えないようにする。今は三嶋だけに集中したい。他ほかのことなんて、どうだっていい。


　オレに必要なのは、三嶋だけだ……。


　三嶋はオレの中で指を動かす。身体中が熱くなり、オレは肘ひじで上半身を支えていたが、もう顔を上げることすらできなくて、シーツに突つっ伏しながら快感に耐えていた。


　三嶋が指を引き抜ぬくと、オレは腰を揺らした。


　これじゃ、本当に誘ってるようだ。でも、三嶋が欲しくて欲しくてたまらないんだ。早く入ってきてほしかった。


　当然、このままの体勢で貫つらぬかれると思ったのに、オレは反対に引っくり返された。


「え……？」


　三嶋はオレのビックリした顔を見て、微ほほ笑えんだ。


「あなたの顔を見ながらイキたいんですよ」


　そうか……。そうだよな。


　これが最後なのに、後ろからされておしまいなんて、そんなつまらないことはない。最後と意識するのはつらいけど、これが現実なんだから仕方ない。


　三嶋がオレの中へと入ってくる。


　待っていたものがやっと来たような感覚で、オレは手を伸のばして、三嶋の腕うでにしがみついた。眩暈めまいがするほどの快感を覚える。


「す……ごい……」


　すすり泣くような声がオレの口から飛び出す。


　オレは三嶋を離したくなかった。このままずっと、ここにいられたらいいのに。こんなに三嶋のことばかり考えているのに、どうしてカジノバーで賞品にならなくちゃいけないんだ。


　激しく奥まで打ちつけられる。


　オレはわけが判わからなくなって、ただ喘いでいた。身体はこれ以上ないくらいに気持ちいい。けれども、心はどうしていいのか、自分でも判らなかった。


　三嶋のスピードが速くなる。


　ああ、もうこれで終わりなんだ……。


　三嶋がオレを抱き締める。オレも三嶋の背中に手を回して……。


　やがて至福の時が訪おとずれた。


　緊きん張ちようを解いた身体からだの奥に、三嶋が自分の熱を放ったのが判った。


　これで本当に……終わりなのか。


　信じられない。


「オレ……三嶋が好きだ……」


　三嶋はそれを聞いて、本当に嬉うれしそうに笑った。


　こんなときなのに。


「私もですよ」


　それを聞いて、オレの目から涙なみだが零こぼれ落ちた。








　三嶋はオレをバスルームに行かせ、シャワーを浴びさせた。


　これから賞品になって、どこかの誰だれかに抱かれるのに、三嶋に抱かれた後というのが判ってしまうとよくないだろう。


　いくら客が慣なれてるほうがいいと言っても、そんなの嫌いやがるに決まっている。


　シャワーを浴びたオレは、三嶋と共にエレベーターで地下へと降りる。そうして、カジノバーの裏のほうへと連れていかれた。


　三嶋がドアを開くと、そこには模様のついた絨じゆう毯たんが敷しいてあって、壁かべの一面は全部鏡張りになっていた。一いつ瞬しゆん、ダンスのレッスン場みたいだと思ったが、こんなに毛足の長い絨毯が敷いてあるレッスン場なんかないだろう。


　しかも、衣え紋もんかけがあって、豪ごう華かな振ふり袖そでがかけてあったんだ。どっちかというと、結けつ婚こん式場の着付け場所だろうか。


　そこには人のよさそうな中年女性が一人で椅い子すに座っていて、女性は三嶋を見ると、立ち上がって頭を下げた。


「……この子ですか？」


「綺き麗れいに仕上げてください。お客様が喜びますから」


　三嶋はすっかり不安になっているオレの背中を押した。


「綺麗になって、私を驚おどろかせてください。期待してますよ」


「……三嶋！」


　三嶋はあっさりと部屋から出ていく。


　そんな……。


　もう会えないかもしれないのに、なんでそんなにあっさりと行ってしまうんだよ。少なくとも、もう二人きりになることなんか、ないだろう。


　なのに……。


　三嶋はもうオレなんかどうでもいいのかな。どうせ賞品になってしまうから、最後のエッチをしたら用済みなんだろうか。


　そんなはずないと思うが、それくらい三嶋の言動は不可解だった。


　普ふ通つうはもっと別れを惜おしむものだろう。もっとも、この女の人の前ではそんなことできないか……。


「はい、じゃあ、服を全部脱ぬいで」


「えっ、全部？」


「脱がなきゃ着られないでしょう？」


　女性は振袖を指差した。


　そ、そうか。綺麗になってというのは、これのことなのか。オレが振袖を着るなんて、考えもつかなかった。


　そういえば、オレを女装させるのなんのという話をしていたことがあったな。オレはすっかり忘れていたよ。


　オレは女性の言うままになって、袖に手を通したり、手を上げたりしているうちに、振袖を着せられ、帯をギュウギュウ締められていた。


「苦しい……んですけど」


「慣れればなんともないわよ」


　そうかなあ。オレはこんな苦しい目に遭あうなんて考えもしなかったから、予想外の苦難という感じだ。


　着物を着た後には、別の少し若い女性がやってきて、日本人形みたいなストレートのロングヘアのカツラをかぶせ、化け粧しようまでしてくれた。鏡の中の自分を見て、なんとも言えない微び妙みような気持ちになる。


　賞品になるのだけでも憂ゆう鬱うつなのに、なんでこんな格好をしなくちゃいけないんだ。そんな理り不ふ尽じんな思いがふつふつと湧わき上がってきてしまう。


「お綺麗ですよー。三嶋さんもこれなら喜ぶわー」


　女性はそんなことを言って、オレをさらに微妙な気持ちにさせた。


　これって、綺麗なのかなあ。一般的に考えると悪くはないが、自分の姿だと思うとなんだか気持ち悪いとしか思えない。こんなもので、三嶋が喜ぶのか。というか、これで賞品が務まるんだろうか。


　こんなオレじゃ、誰も欲しがらないかも。それはそれで好都合だが、世の中には悪あく趣しゆ味みな奴やつもいるからな。


　オレは女性に連れられて、別の部屋に向かった。そこは三嶋の書しよ斎さいとどこか造りが似ていて、なんとなく重役室っぽかった。


　三嶋はディーラーの姿でオレを迎むかえた。


「ああ、いいですよ。綺麗です。和行さん、これならお客様も気に入りますよ」


　あんまり気に入られたくないんだが、三嶋が嬉しそうにしているからいいか。


　三嶋はオレをまた別の部屋へと連れていく。ここには赤い絨毯が敷いてあって、ルーレットのテーブルが一台だけ真ん中に置いてあった。


　だが、オレが初めてエッチされた場所とは違ちがう。それよりはグレードが高い部屋だというのが、他ほかの場所よりさらに豪華なソファなどが配置されていることから判る。


　このカジノバーの中でも、ＶＩＰルームといったところか。


　そして、そのＶＩＰルームの壁には例のガラスケースがあったんだ。まるでショーウィンドーのようになっていて、挑ちよう発はつ的な服を着た若く美しい女性が数人入っていた。


「ここが……」


　オレが取材したかった場所だったんだ。


　それがどうして、こんな格好をして、一いつ緒しよに中に入らなくちゃいけないんだろう。


　いや、オレが選せん択たくしたことなんだ。不平を言っても始まらない。


「三嶋……オレ……」


「綺麗ですよ。あの中の誰よりも。頑がん張ばってください」


　三嶋はそれだけ言うと、この部屋にいた従業員にオレを渡わたした。


　なんで、こんなに冷たいんだろう。オレはもう少し傍そばにいたいのに。


「三嶋……！」


　名前を呼んだけど、三嶋はすぐに部屋を出ていった。まるで、もうオレなんかには興味がないみたいに。


　そんなはずはないよな。ついさっきまで、あんなに優やさしかったんだから。


　そう思いながらも、オレはなんとなく裏切られた気分だった。もしかして、オレは三嶋に全部騙だまされていたんだろうか。


　あの誘ゆう拐かいの話も作り話だったりとか……。


　いや、まさか。


　そう思いながらも、オレは複雑な気持ちでいっぱいだった。


　オレは従業員に急せかされて、ガラスケースの中に入った。女性達がじろじろとオレを眺ながめる。


「一人だけ振袖を着て、目立とうとしてるんだ？」


　一人の女性に嫌いや味みのように言われて、オレはビックリする。


「あの……皆さん、目立ちたいんですか？」


　オレの声を聞いて、女性達の目の色が変わる。


「え？　男？　どうして男がこんな格好でここにいるの？」


「いや、どうしてって言われても……」


　話せば長いことになる。それより、オレは彼女達がどうしてここにいるのか、それが知りたかった。


「皆さん、騙されてここに入れられたというわけじゃないんですか？」


「騙されて？　この人、馬ば鹿かじゃないのー？」


　いきなりみんなに大声で笑われてしまった。


「じゃあ、自由意志でここにいるんですか？　自分から賞品になろうと思って……」


「当たり前じゃない。ここをなんだと思ってるの？　あたし達はお金持ちのパパが欲しいの。向こうはカジノの賞品として奴ど隷れいをもらうという遊びをしてるけど、実際は違うし。ちゃーんと契けい約やくも交かわすし、皆さん、お金持ちのうえに紳しん士しだから、そりゃあ破格の待たい遇ぐうなのよ」


　なんだか、オレが想像していたのとは全然違う。ガラスケースに女性がいっぱいいて、好きな女を取り放題みたいな、すごい話だったのに。


「あたしねー、伊関さんがいいなって思ってて」


「ああ、あたしも！」


　いきなり伊関の話が出てきて、オレはビックリする。伊関って、有名人なのか……？


「若いし、格かつ好こいいし、お金持ちだし、すごく優しいんだって！」


　確かに若いし、それなりに格好いいし、この秘密クラブで遊べるくらいだから金持ちなんだろうけど、優しいのかな。オレにはナンパな奴にしか思えなかったけど。


　だいたい、三嶋のほうがずっと格好いい。伊関ほどの金持ちではないかもしれないが、それなりに持ってるようだったし、少なくともオレには優しかった。もちろん若いし。


　伊関と三嶋を比べても仕方がないが、なんとなくオレは面おも白しろくなかった。


　かといって、ここで三嶋のことが話題になって、格好いいなんて言われたら、もっと腹が立つに違いない。三嶋はオレのものだって思っているからだ。


　実際にはオレのものでもなんでもないけどね。もうオレは他の人のものになるだろうし、三嶋は……。


　胸がズキンと痛んだ。


　三嶋が誰だれかのものになるのは嫌いやだ。だけど、それはワガママだろうか。オレがここに残ったのは、三嶋に幸せになってほしかったからだ。


　三嶋がオレを好きになってくれたように、誰かをまた好きになって、幸せになってくれたら、すごくいいことだって思うのに。


　だけど、本当にそうなったら、オレは胸が張り裂さけそうなくらい悲しくなるんじゃないだろうか。


　嫉しつ妬と……かな。


　そんなの、見当違いの嫉妬だ。オレは三嶋以外の男に抱だかれてしまうのに。三嶋を縛しばりつけてはいられないじゃないか。


　ドアが開く。仮面をつけた三嶋が客を案内してきたようだった。今回はかなり大物の客ばかりのようで、テレビで見たことのある有名な企き業ぎよう家かが混じっていた。他に、国会議員の顔も見える。


　客達は三嶋の説明を受け、オレ達をじろじろと眺める。それこそ、ただの『物』を品定めしているようだった。みんなで、ああだこうだと言い合っていて、なんとも言えない気持ちになる。


　オレは一人だけ振ふり袖そで姿すがたで目立っていたので、女性達からにらまれてしまう。


　客の中に、伊関がいた。オレを見つけて、じろじろ眺めている。こんな格好で化粧しているが、オレだと判わかるんだろう。ニヤニヤしていたから、オレはツンと横を向いてやった。


　ただ突つっ立っているだけのオレとは違い、女性達はしきりと客に悩のう殺さつポーズをして見せて、自分をアピールしていた。


　三嶋は売春の斡あつ旋せんなんかしてないと言っていたが、これはまさしくそうじゃないか。秘密クラブの正体は、違い法ほうカジノでも人身売買でもなかったけど、スクープとして週刊誌に載のったら、かなりまずいネタだったわけだ。


　三嶋はオレを、秘密カジノに忍しのび込んできた間ま抜ぬけなフリーライターとして紹介した。『奇き跡せきの子供』の話はしなかったから、そこだけはまだ三嶋の良心を信じていいんだろう。だが、オレのほうをちっとも見てくれなくて、不安がまたよぎる。


　オレは騙されたんじゃないよね。三嶋の気持ちを信じていいんだよね……。


　品定めの時間が終わると、また客達は出ていく。三嶋は客と一緒に出ていってしまった。従業員の一人がガラスケースを開けて、オレ達に、しばらくの間、自由にしていいと告げた。


　自由といっても、本当に自由にしていていいわけはない。女性達が行く方向についていくと、控ひかえ室みたいなところがあって、みんな、食べたり飲んだり喋しやべったり、好きなことを始めだした。


　オレは帯がきつくて、とてもじゃないが、食べたり飲んだりは無理だ。喋るといっても、女性達に喋ることはないから、オレは彼女達の話をなんとなく聞いていた。


　いろいろ苦労人ばかりみたいで、不幸自じ慢まんのようになっていたのがちょっとおかしい。彼女達も三嶋みたいに、愛情より金だと思ってるんだろうか。かといって、オレはこの人達に何もしてあげられない。


　誰かに何かしてあげられると思うのは、思い上がりみたいなものかもしれない。オレはペンの力で、誰かの役に立ちたかったけど、今はとても非力だ。なんの役にも立たなかった。


　しばらくして、従業員に呼ばれて、またぞろぞろとさっきの部屋に行く。だが、もうガラスケースの中に入らなくてもいいようだった。


　そして、同じ部屋に、今度は客達が入ってくる。


　たぶん今までは別の部屋で……というか、普ふ通つうのカジノバーの中でゲームを楽しんでいたんだろうと思う。これから、この場所で何か行われるんだろうか。


　三嶋が後から入ってくる。客に向かって挨あい拶さつをし、改めてオレ達を紹介した。


　どうやら、ここからオレ達を賞品にしたゲームが始まるらしい。ということは、ルーレット勝負ということだな。


　オレ達の誰かを指名したい人達は、名乗りを上げて、このルーレット・ゲームに参加する。伊関も参加するメンバーに入っていた。


　この中に、オレを指名したいと思ってる人がいなきゃいいんだが……。とにかく伊関には要注意だな。やたらとオレに視線を向けるから、気になって仕方ない。


　女性達はこそこそと伊関の名前を口にしていた。伊関の参加が嬉うれしいらしい。


　確かに、伊関の他ほかはビジュアルの面でいろいろ難がありそうだった。かなり年寄りだったり、巨きよ漢かんであったり、髪かみが薄うすかったりとか。いや、誰がオレを指名したとしても、三嶋でないなら、オレにとっては同じことだった。


　あの中の誰かがオレを……？


　男でもＯＫという人間があの中にどれだけ含ふくまれているのか判らなかったが、とりあえず伊関だけはその気のようで、オレにとっては困ったことになりそうだった。


　いや、そんなことは今いま更さらか。そう思いつつ、なんだか頭が痛くなってきそうだった。


　参加しないギャラリーが見守る中、幾いく人にんかがルーレットのテーブルの周囲に置いてある椅い子すに座った。


　ルーレットは、ディーラーが回転盤ばんを回し、白いボールを入れる。そのボールが０から36までの枠わくのどこに止まるかを当てるゲームだ。賭かけ方にはいろいろ複雑な組み合わせがあるらしいが、赤か黒、奇き数すうか偶ぐう数すう、数字に賭けるなどが基本的な賭け方だ。ただし、賭け方によって、配当が違う。


　テーブルの上には数字のついた表のようなものが書かれていて、次々と参加者達はその表の上に自分の賭けるチップを置いた。


　ルーレットが回る。三嶋は鮮あざやかな手つきでボールを入れた。


　こんなときなのに、三嶋のことを格好いいだなんて思って見とれているオレは、ちょっと馬鹿だろうか……。


　一番配当がいいのはひとつの数字に賭ける賭け方だが、もちろん当たる確率は少ない。配当が少なくても地道に確率が高いものに賭けるほうがいいんじゃないかとオレは思うが、ギャンブラーの考えることは、オレとは違ちがうようだった。


　いや、どっちにしろ、これは遊びだからな。本当に金を賭けた真しん剣けん勝負だとこうはいかないのかもしれない。


　元々、みんなが金持ちということもあって、派手に賭けては玉ぎよく砕さいしている者が多い。ギャラリーはそれを見て笑っていて、なごやかな雰ふん囲い気きがあった。


　伊関もまた、続けて何度も失敗していて、オレはホッとした。


　ああ、誰もオレを指名しませんように！


　そんなことを思っているうちに、さんざん負けていた伊関は配当の悪い賭け方を始めた。そして、それが何度も続けて勝っていくんだ。


　伊関のチップはどんどん貯たまっていく。地道な稼かせぎ方で、最初はみんなに気づかれてないようだったが、やがて手元にチップが貯まるにつれ、注目され始めた。


　伊関が赤に賭ければ赤が出て、黒に賭ければ黒が出る。前半の負けっぷりから脱だつ却きやくした、不思議なほどのツキっぷりに、ギャラリーは拍はく手しゆを送った。


　やがて最後のゲームとなった。この場合、最初から何戦と決まっていたらしい。伊関は貯まりに貯まっていたチップを全部、奇数に賭けた。


　どうか神様、偶数が出ますように！


　いや、ディーラーは三嶋なんだ。オレの運命は三嶋の手にかかっていた。


　あの器用な指がボールを回転盤に落とす。


　どうか……オレの願いを聞き届けてほしい。


　オレは必死で祈った。伊関でなくても他の誰かに指名されるかもしれないけど。


　だが、オレの願いも虚むなしく、ボールは奇数のほうへと入ってしまった。伊関は賭けに勝ち、結果的に誰よりも多くチップを手元に残していた。


　三嶋は相変わらずオレのほうを見てもくれない。なんだか涙なみだが出てしまいそうだった。


「伊関さん、どの子がよろしいでしょうか？」


　三嶋は伊関にそう尋たずねた。


　伊関は目を輝かがやかせて、オレを見る。視線を逸そらしたかったが、逸らしてもきっと無む駄だだ。伊関ははっきりとオレを指差した。


「この日本人形を」


　そうして、オレは伊関にもらわれることになった。








　三嶋の友人にもらわれるなんて、なんとも複雑な気分だった。


　オレがこれからどうなるのか判らないが、伊関のものになっても、三嶋と顔を合わせたりすることがあるんだろうか。


　オレは振袖姿のまま、カジノバーを出る。伊関がずっとオレの肩かたを抱いているのが気にかかるが、そんなの今更だろうか。オレはこいつのものになったんだからさ。


　駐ちゆう車しや場じように出ると、伊関の車に乗せられた。てっきりホテルの部屋に連れていかれると思っていたオレは、伊関に尋ねた。


「どこに行くんだ？」


「ああ、自宅のほうにね。こんな可愛かわいい子を連れて帰れるなんて、嬉しいよ」


　オレは嬉しくないよ……。


「ああ、ホントに可愛いね。もうキスしちゃおうかな」


「わっ……」


　腕うでを引っ張られて、軽くだったが唇くちびるにキスされた。


　いや、こんなことより、もっとすごいことをオレは伊関にされてしまうんだ。そう思ってみても、やっぱり嫌なものは嫌だった。


　手が着物の裾すそを割って、中へと入り込む。


「ちょっ……ちょっと！　車の中なのに！」


「ああ、車は嫌か。仕方ないね。じゃあ、家に戻もどってから、ゆっくり可愛がってあげる」


　思い直して手を着物の中から出してくれてホッとする。伊関はようやく車をスタートさせた。


　車はホテルから離はなれていく。ふと、オレは前に三嶋の元から逃にげようとしたときのことを思い出した。


　あのときは自分の意思で三嶋の部屋に戻れた。


　だけど、今は……。


　あのカジノバーで、本当に最後だったのに、三嶋はずっとオレと目も合わせようとはしてくれなかった。もう興味がなくなったのか、それともいつまでもオレに情を残していてはマズイと思ったのか。


　オレと三嶋の別れは、あまりにあっけないものだった。


　人の縁えんって、そういうものだろうか。どんなに親しくしていても、切れるときは、あっさり切れるというもんな。


「オレは……これからどうなるんだろう？　他ほかの女性達は自分の意思であそこに来ていたみたいで、指名されたら愛人契けい約やくするみたいに言っていたけど」


「ああ、君の場合は違うよね。人身売買っぽくて気の毒だけど、僕も君を手に入れるために、けっこう金を使ったから……。まあ、とりあえず奴ど隷れい扱いはしないから安心してよ。いい暮らしをさせてあげるし。あ、でも、恥はずかしいビデオはこっちの手元にあるからね」


　つまり、それがオレをつなぐ首輪ってことになるわけだ。


　オレが伊関に従っているのは、そんなビデオのためじゃない。たとえば、ここで逆らって逃げたりしたら、三嶋に恥はじをかかせることになるからだ。


　特に、伊関は三嶋の友人で、オレを慣らしていたということを知っている。なのに、逃げたら、三嶋のせいってことになるじゃないか。三嶋があの秘密クラブでどういう役割を担になっているのか知らないが、その名めい誉よみたいなものを傷つけたくなかった。


　嫌いやだけど……すごく嫌だけど。


　オレは機き嫌げんよく運転する伊関の横顔をちらっと見た。


　仕方ない。こうなることが判わかっていて、オレは逃げずに戻ったんだから。


　我が慢まんして、この男に抱だかれよう。何度か抱かれてやれば、きっとそれで済むことなんだ。その後は、元のフリーライターに戻る。


　そして、あのアパートで、オレは前みたいな生活をするんだ。


　夜中というよりは、もう明け方に近い時間に、大きな屋や敷しきに着いた。


「さあ、君はここで暮らすんだよ。大事にするからね」


　伊関はオレを降ろすと、屋敷の中へと連れていく。かなり眠ねむそうな家政婦さんみたいな人が出で迎むかえてくれた。


「お帰りなさいませ。あの……その方は……？」


　振ふり袖そで姿すがたの男が夜中に現れたら、それは不思議だろう。なんだか夢でも見ているような目つきで、彼女はオレを見つめた。


「うん。お客さん。気にしなくていいよ」


「はあ……」


　気にしなくていいって言われても、困るだろうな。


　伊関はオレの肩を抱いて、階段を上がり、二階の奥のほうの部屋へと連れていく。そこは寝しん室しつで、重じゆう厚こうな趣おもむきのあるベッドが置いてあった。


　軽い感じの伊関がこんなイメージのベッドに寝ねるなんて、なんとなくそぐわなかったが、少なくとも屋敷のイメージには合っているかもしれない。


「こっちにバスルームがあるから、まず身体からだを綺き麗れいにして。着物の帯を解ほどいてエッチっていうのもいいけど、やっぱりカツラかぶってたり、化け粧しようしてると、なんか不自然なんだよね。普ふ段だんの君のほうが素す敵てきだから……ハイ」


　渡わたされたものを見ると、メイク落としと書かれた箱だった。これはＣＭで見たことがある。ウェットティッシュみたいなやつだ。


　オレは洗面所でカツラを外し、化粧を落とした。そうして、窮きゆう屈くつだった帯を解く。あまりの解放感に、深呼吸してしまった。


　着物を脱ぬいだ後、これをどうするべきか、ちょっと考える。絶対、高い着物だと思うんだ。だが、畳たたみ方も判らないし、とりあえず放置して、バスルームに入った。


　寝室の隣となりにあるようなバスルームだから、もっと簡易的についてるものかと思ったが、そうではなくて、けっこう大きめの風ふ呂ろだ。ちゃんと適温のお湯も入っていて、オレは身体を清潔にした後、伸のび伸びと浴よく槽そうに浸つかった。


　といっても、これからオレを待ち受けているものを思うと、そんなに伸び伸びともしていられない。


　これから、オレはあいつに……。


　女じゃないんだから、そんなことにこだわるのはよそうと思いつつも、三嶋の顔が頭に浮うかんでしまう。


　その三嶋のために、オレはこの道を選んだんだ。その選せん択たくを後こう悔かいしても仕方なかった。


　オレはバスルームを出た。脱ぎ捨てた着物はすでにない。伊関が持っていったんだろうか。残されたものは長なが襦じゆ袢ばん一枚で……。


　これを着ろってことかな。


　躊躇ためらったものの、他には何もないので、オレはそれを着た。


　バスローブ姿は見られているし、それとは大して変わらないと思うが、やっぱりこんな格好は恥ずかしい。江戸時代の女じよ郎ろうになった気分だった。


　オレは恐おそる恐るドアを開ける。が、寝室には誰だれもいない。


　ホッとしながらも、このまま寝ていいってわけがないから、ベッドに腰こしかけて伊関を待つ。だが、疲つかれていたので、オレはいつしかそのまま横になってしまっていた。


　気がつくと、オレは誰かに抱き締しめられていた。


　いや、誰かって、この場合、伊関しかいないだろう。


　額や瞼まぶたに何度もキスをされている。嫌だったが、ここは我慢するしかない。オレは目を閉じたまま、じっとしていた。


　唇にキスをされる。


　抵てい抗こうしたい気持ちがむくむくと湧わいてくるが、オレはそれを必死で抑おさえつける。


　ダメだ。ダメだ。だいたい、今いま更さら、抵抗して、どうなるんだ。伊関が『じゃあ、家に帰してあげよう』と思ったりするのか。


　そんなこと、あり得ないじゃないか。もう半分エッチに突とつ入にゆうしているこんな状じよう況きようで。


　舌がするりと侵しん入にゆうしてくる。


　嫌だ……！


　三嶋の顔が頭に浮かんでくる。


　オレは三嶋以外と本当はキスなんかしたくないのに。


　誰か……いや、三嶋、助けてくれよ。オレをこんなところから救い出してほしい。


　こんなの、嫌なんだ……！


　だが、舌が絡からんでくると、なんだか三嶋とキスをしているときみたいに、頭がふわふわとしてくる。条件反射みたいに身体も熱を持ってくるし。


　あれ……？


　オレの身体って、そんなに節操がないのか。相手は誰でもよかったのかと思うと、かなりショックだった。


　そうじゃなかったはずなのに。


　でも、このキスは三嶋のキスとよく似ている。誰とキスしても、こんなものなのかな。三嶋としかキスしたことないから、よく知らないが。


　オレは自分の身体の変化に戸と惑まどっていた。


　でも、目を閉じていると、三嶋と何も変わらないんだ。絡みつく舌も、唇の感かん触しよくも、オレを抱き締めている感じも。


　まさか……相手が実は三嶋ってことは……ないよな。


　オレは目を閉じたまま相手の身体を触さわる。オレの手によく馴な染じんだ三嶋の身体のラインにそっくりなものを感じた。


　いや、そんなはずはないだろう。オレはもしかしたら夢を見ているのかもしれない。ぬか喜びをして、目を開けたら、ガッカリするような結末が待っているような気がしてならなかった。


　唇が離れる。


　目を開けようか、開けまいか、オレはしばし悩なやんだ。


　頰ほおを指で撫なでられて、クスッと笑い声がした。


「瞼が震ふるえてますよ」


　聞き慣れたその声は……。


　オレの目に飛び込んできたのは、三嶋の笑え顔がおだった。


「な……んで……ここに？」


　嬉うれしいが、オレはわけが判らなくて、すっかり混乱してしまった。


「なんでも何も、ここは私の本宅です」


「え……ええぇっ？　ちょっと待てよ。伊関は……」


「伊関には元々、カジノでサクラみたいな役をやってもらっているんですよ。お客様の気分を盛り上げるために、派手な大だい博ばく打ちを打って、みんなを楽しませてくれるんです」


「ひょっとして……伊関とはグルで……」


　三嶋は肩かたをすくめた。


「ディーラーと客が結けつ託たくしているのは、重大なルール違い反はんなんですけどね。まあ、他のものはともかくとして、あなただけは他人に渡すわけにはいきませんから」


　そういえば、熟練したディーラーは自分の思ったとおりのところに、ボールを落とせるという話を聞いたことがある。三嶋は手先が器用だから、そんなこと朝飯前のように見える。


「だったら、そう言ってくれればよかったのに！　なんで教えてくれなかったんだ？」


　オレが祈るような気持ちでルーレットを見つめていたのは、一体なんだったのか。あまつさえ、伊関の賭かけが失敗するように願っていたのに。


「あなたが不安そうな顔をしていたから、リアリティがありました。お客様にカジノを楽しんでいただくためにも、イカサマだと疑いをかけられると困りますから」


　言われてみればそうかもしれないが、もうガックリきてしまった。だから、三嶋はオレと目も合わせようとはしなかったんだ。


　オレはそれが悲しくて仕方なかったのに。


「伊関はあなたに何も言いませんでしたか？　ここが私の家だということも？」


「聞いてないよ！　自分の家のような顔でここに入ってきたし」


「あなたをからかうのが楽しかったのかもしれませんね。……まさかと思いますが、何かされませんでしたか？」


「いや、それはないけど」


　そう答えたら、三嶋はホッとしたような顔になった。


　本当はちょっとキスをされたが、もう今となっては、あんなこと、なんでもないような気がする。伊関がなんだかオレの恩人のように思えてきたからだ。


「本当は伊関があなたの肩を抱くのも、私は許せなかったんですよ。まるで自分のものみたいな顔をして……」


　一応、あの場合は、自分のもののような顔をするのが当たり前だろう。それもリアリティになるんだろうし、三嶋にはマイナスになってないはずだ。


「そういえば……ここが本宅って……。あのペントハウスはなんだったんだ？」


「あれはまあ、別べつ荘そうみたいなものですね。あのホテルに用事があるときだけ、泊とまるという感じで。あなたがいたから、この一ヵ月間は泊まりっぱなしでしたが」


「えっ、三嶋はあのホテルで働いていたわけじゃなかったのか？」


　ただのディーラーではないとは思っていたが、そもそもあそこに常勤していたわけじゃなかったんだろうか。


　三嶋はふっと笑った。


「あのホテルもカジノバーも、私の事業のひとつではありますけどね」


「事業ってことは……あんたがオーナー？」


「そうです」


　あっさりと言われて、オレは拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。


「なんでオーナーが、ディーラーなんかやってんだよっ？」


　そんなこと、普ふ通つうはないだろう。なんだか、ものすごく騙だまされたって感じだ。


「お客様を楽しませるためにね。それに内部の監かん視しと、後は私があそこで情報を得うるためにですよ。あの秘密クラブには政財界で一流の人が集まっているから、たくさんのビジネスチャンスが転がっています。カジノで遊ぶより、そちらを目当てにしている人もいるくらいです」


　説明されれば納なつ得とくできたが、それにしたって、普通はディーラーがオーナーとは思いつかない。オレは三嶋の従業員としての立場を思いやっていただけに、なんだか肩かた透すかしを食った感じだった。


　だが、確か三嶋は、お父さんの遺産で事業を始めたと言っていた。


　その可能性を思いつかなかったオレが馬鹿なんだろう。


　今思えば、あの花火だって、やっぱり三嶋が打ち上げたものだったんだろうな。オレのために……。


「それにしても……。つくづく伊関が勝ってよかったです。手元が狂くるって、間ま違ちがって誰かを勝たせてしまっていたら、私は悔くやんでも悔やみきれないところだった……」


　三嶋はオレをギュッと抱だき締めた。


　途と端たんに、胸の奥がキュンと締めつけられるような感じがした。


「オレも……。三嶋とはもうこんな形では触ふれ合えないと思っていたから……」


　三嶋の背中に手を回し、抱き返す。


　ああ、夢なんかじゃない。確かに三嶋だ。


「あなたが何よりも大事です。賞品としてではなく」


　そうだ。大事なビジネスチャンスよりも、イカサマを選んで、オレを手に入れたわけだから。


「オレも……オレもあんたが……っ」


　唇くちびるが重なった。


　たったそれだけで、オレは天国に昇のぼってしまいそうな幸福感を味わった。


　こんなにも三嶋のことが好きだったんだと、自分でも驚おどろくくらいだ。だけど、誰かのものになると覚かく悟ごしていたから、こんなハッピーエンドが用意されていたことに余計に感激してしまうんだ。


　ずっとオレを離はなさないでほしい。


　オレも三嶋のこと、ずっと大切にするから。


　オレは絡みついてくる舌に、必死で応こたえた。オレもこれほど三嶋のことが好きだと、態度で表したかったんだ。


　三嶋の手が長なが襦じゆ袢ばんの中へと差し入れられ、胸を撫でる。


「あっ……ん」


「もう反応している。可愛かわいいですよ。本当に」


　三嶋は指先で乳ち首くびを転がすように撫でていく。いつも三嶋に触られ続けているから、何かあると、すぐに敏びん感かんに反応してしまうんだ。


　ここが感じるなんて、なんだか恥はずかしい。


「そんなに声を抑えなくていいのに。私以外、ここには誰もいないんだから、もっと声を出してもいいんですよ」


　そうは言っても、ペントハウスで二人きりというのと、屋や敷しきの寝しん室しつで二人きりというのとでは、かなり違う。できれば、あまり大げさに声なんか出したくなかった。


　しかも、乳首ごときを触られたくらいで。


「そんなに強ごう情じようを張っているのを見ると、なんだかいじめたくなってきてしまいます」


　三嶋はそう言うと、長襦袢の襟えり元もとを強ごう引いんに開く。適当に結んでいた帯は、今にも解ほどけそうになってしまっている。


　三嶋は乳首を指ではなく、舌で転がし始める。


「あっ……ちょっと……」


　待ってと言ったところで、三嶋が待ってくれるはずもない。オレは必死で声を嚙かみ殺すが、だんだん我が慢まんできなくなってきた。


「あ……はぁ……ぁ」


　身体からだが熱くなってきて、オレは無意識のうちに頭を左右に振ふっていた。


　苦しいのか、気持ちいいのか、もう判わからない。


　ついには三嶋は乳首をキュッと軽く吸い上げた。


「ああっ……」


　身体がビクンと大きく揺ゆれる。


　三嶋は唇を離して、ちょっと笑った。


「刺し激げきが強すぎましたか？」


「なんか、オレばっかりこんな目に……」


「じゃあ、和行さんも私の身体を扱あつかってみますか？」


　キラキラした目で見つめられ、オレは胸がドキンとする。


　よくよく考えれば、オレはほとんど一方的に愛あい撫ぶを受け入れていて、自分から何かするというのは、あまりなかったような気がする。


　三嶋の身体……。


　オレは一いつ緒しよに風ふ呂ろに入ったとき見た、引き締しまった身体つきを思い出した。思い出すと、どうしても、それが見たくなって、三嶋のシャツのボタンに手をかけていた。


「ちょっと待ってください。横になるから……」


　三嶋は苦く笑しようしながら、ベッドに仰あお向むけに横たわる。


「さあ、いろいろしても構わないですよ」


　オレは思わずゴクンと喉のどを鳴らす。そこまで緊きん張ちようすることもないだろうが、自由にしていいと言われれば興奮してくる。


　オレはすぐさま三嶋のシャツのボタンを外し、筋肉のついた上半身を撫なで回した。


「和行さんの手で撫でられると気持ちいいです」


　いやー、そう言われると、なんだか照れるね。オレは気分がよくなって、ベルトを外し、もう硬かたくなっているところも露ろ出しゆつさせた。


「な……舐なめていい？」


「いいですよ。どうぞ」


　いつも自分がされていることだけど、したことはない。思い切って舌を出して、先せん端たんの部分を舐めてみる。


　三嶋の息が一いつ瞬しゆん乱れる。


　やっぱりさすがの三嶋もここを刺激されると、弱いのか。当たり前といえば当たり前だが、オレはいつも余よ裕ゆうで刺激されていたから、仕返しがしてみたくなって、それを口の中に迎むかえ入れた。


　すごい……。


　口に収まりきらないが、一生懸けん命めい頰ほお張ばって、できる限り三嶋が気持ちいいようにしてみる。口をすぼめ、舌も使った。どこが感じる場所なのかは、オレも知っているから。


「もう……いいですよ、そのへんで」


　三嶋はオレを止めた。ということは、かなり感じているようだ。


「まだしたい。いつもオレばっかりだから」


「いや……その、じゃあ、私もあなたのをしてあげますから、私の上に乗って逆向きになってください」


　まだ続けていいのなら、それでもいいか。


　オレは言われたとおりに、三嶋の上に逆向きにまたがった。そして、すぐさま、さっきの続きを始める。


　三嶋は長襦袢の裾すそをまくり上げた。


　あ……。


　もちろんオレはその下には何も着けていない。つまり、裸はだかの尻しりが三嶋の前に晒さらされていることになる。


　何も気づかず、ついまたがってしまったが、こっちのほうが恥ずかしかった。まるでどうぞと三嶋の前に差し出しているようなもんじゃないか。


「可愛いですねえ」


　三嶋はオレの尻の窪くぼみを指で触さわる。途端に、身体がビクッと震ふるえた。


「ちょっと待てって……」


「待てませんね。あなたが私を誘ゆう惑わくしているんですよ」


　オレは誘惑なんかしてないって！


　心の中で叫さけんだが、遅おそかった。三嶋はオレのその部分を舌で舐め始めてしまった。オレは気を取り直して、三嶋のものを口に含ふくんだが、さっきのように熱心に刺激できなかった。それどころじゃなくなっていたんだ。


　かろうじて口に含んではいるものの、何もできなくて……。


「んっ……んっ……」


　くぐもった声でオレはただ喘あえぐしかできなかった。


　やがて指が挿そう入にゆうされる。もう自分の身体を支えることができなくて、オレは三嶋の下腹部に顔を埋うずめっぱなしになっていた。


　やっぱりオレだけ感じさせられているような気がする……。いや、気がするではなくて、実際そうなんだろう。三嶋はオレに主導権を握にぎらせるつもりは、まったくないようだった。


　オレの身体が熱くなりすぎて、どうにもならなくなった頃ころ、ようやく三嶋は指を引き抜ぬいてくれた。


「さあ、和行さん。上に乗ってください」


「え……？」


　オレはのろのろと顔を上げて、振り向いた。もう乗ってるのに、今度はどこに乗れと言っているのか。


「あなたが私の上に腰こしを下ろして、自分で入れるんですよ」


「ええっ？」


　やったこともないことを要求されて、オレは戸と惑まどってしまった。エッチしている最中に、たまたまそういう体位になったことはある。だが、自分から入れたことはない。


「いや、オレ、ちょっと……」


「あ、無理ですか？」


　いかにもできないんだろうという感じで言われると、なんとなくカチンとくる。


「無理じゃない！　できる」


　そう言ってしまった後、なんとなく三嶋の策略に乗せられてしまったような気がした。三嶋がニヤリと笑ったのを見たからだ。


　オレは三嶋の顔のほうを向いてまたがり、そろそろと腰を下ろしていく。


　三嶋の硬かたいものが自分の敏感な部分に当たった。


「あ……」


「色っぽい声を出しただけじゃ入りませんよ」


「……そんなの、判ってるさ！」


　オレは顔を真っ赤にしながら、先のほうだけ入れることに成功した。


「そのまま腰を下ろして」


「あ……んっ……んっ」


　入れられるときよりも、自分の体重で沈しずみ込んでいくような感じがして、よりリアルに三嶋の存在を自分の体内に感じる。


　腰を下ろしきって、息を吐はいた。


「感じますか？」


　穏おだやかな声でそんなことを訊きく三嶋を、オレはちょっとにらみつけた。


「そんなの、決まってるだろ！」


　長襦袢はもう着ているのかどうか判らない状態になっている。それだけ乱れていれば、オレの勃たっている股こ間かんの状態なんか、三嶋からは一目瞭りよう然ぜんだった。


　三嶋はふふっと笑って、オレを下から突つき上げた。


「わっ……何するんだっ」


「何するも何も、入れたからには動いてくださいよ。あなただって、そのままじゃイケないでしょう？」


　それはそうだ。しかし、なんだか三嶋は意地悪モードだった。オレを手に入れたから、遊んでいるんだろうか。


　オレは恐おそる恐る動いた。


　身体の内部が三嶋のものを擦こすっていく。今までは擦られていくという感覚だったが、今は逆だった。もちろん逆でも、すごく気持ちいい。いや、逆だからこそ、いつもと違ちがっていて、別の気持ちよさがある。


　オレはだんだん夢中になって、動いていた。ふと気がつくと、三嶋がオレをじっと見つめている。


「……なんだ？」


　なんとなく自分が夢中になっている姿が恥はずかしくなって、動きを止める。三嶋はにっこりと微ほほ笑えんだ。


「そんなあなたも好きですよ。……いえ、どんなあなたも好きです」


　いきなりの殺し文句に、オレは照れてしまう。どんな顔をしていればいいのか、判らなくなったじゃないか。


　三嶋は起き上がり、オレを抱だき締めた。


　それだけで、オレの胸の中にはほのかな明かりが灯ともったような気がした。


　ああ、やっぱりオレは三嶋のことが好きなんだな……。


「一緒にイきましょう」


　三嶋はそうささやくと、オレの身体を突き上げていく。オレは必死に三嶋にしがみついた。


快感がどんどん大きくなる。


　それは膨ふくれ上がっていくのに、限界がなくて、オレは悲鳴のような声を洩もらしていた。


「三嶋……ぁっ」


　頭の中までもが熱くなって……。


　それから、オレは三嶋と共にエクスタシーを迎えていた。








「よかったです。すごく」


　終わった後、三嶋は後始末をしてくれて、ついでに長なが襦じゆ袢ばんの帯まで締めてくれた。


「それはいいんだけど……。なんでオレはこんな格好させられてるんだ？　まさかと思うけど、オレはこれからずっとこの格好で過ごさなきゃならないってことはないよな？」


　なんだか怖こわくなって尋たずねてみたが、三嶋に笑われてしまった。


「それもいいですけど、あなたが不便でしょう？」


　ということは、こんな変な格好でなくてもいいわけだ。でも、長い間、バスローブ生活をしていたし、それを考えると、今度は長襦袢生活かもと思っても、不思議はないだろう。


　とりあえず、まだ快感の余よ韻いんの残っている身体からだで、オレは三嶋に抱きついた。


「今日は積極的なんですね」


「そうかな。でも、三嶋と離はなれないで済んだと思うと……さ」


「……そうですね。私もこんなに嬉うれしいことはないです」


　三嶋はオレを引き寄せて、額にキスをした。


　なんだか、たったそれだけでも、気持ちがあったかくなってくる。一ヵ月前には、まさかこんなことになろうとは思わなかったな。


　そういえば、オレのアパート、どうなっただろう。


　ふと不安になってきた。


　確か家賃も払はらっていなかった。荷物もあるし、オレの知らないうちに解約されているとは思わないが、どうなっているんだろう。


　オレがいくらフリー生活をしていても、知り合いも多いし、留守電なんかきっとパンクしているかもしれない。一ヵ月間、まったく違う生活をしていたから、日常のことには頭が及およばなかったが、よく考えると、かなり怖い。


　そう考え出すと、早くアパートを確かめてみたくなった。


「オレ、アパートに戻もどらないと」


　そう口走ると、三嶋は眉み間けんにシワを寄せた。


「……そんなに早く戻りたいんですか？」


「あ、いや、いろいろ心配になって。三嶋とは一いつ緒しよにいたいけど、やっぱりオレの生活ってものもあるし」


　言い訳をしてみたが、三嶋はいきなりオレがアパートのことを言い出したのが不ふ愉ゆ快かいだったようだ。まあ、三嶋の気持ちも判わかるが、オレの気持ちも判ってほしいところだ。


「そんなに怒おこるなよ……」


「別に怒ってませんよ。ただちょっとムッとしただけで」


　それを怒っていると世間では言うんじゃないかな。


「でも、真ま面じ目めな話、オレと三嶋の生活は違いすぎる。オレは六畳じよう一間の小こ汚ぎたないアパートで、ラーメン食べていたような奴やつなんだからさ」


「別にここで生活をすればいいじゃありませんか。言っておきますが、あなたがフリーライターをしたいというのは、止めませんよ。マスコミは嫌きらいですが、あなたのことは好きですから」


　口ではそう言いながらも、なんとなく言葉にトゲがある。オレは三嶋に機き嫌げんを直してもらいたいと思う反面、ここで暮らすわけにはいかないと考えていた。


「一緒に暮らさなくても、オレは三嶋のものだって思う。……そんなの、ダメかな？」


　三嶋はオレの顔を見つめていたが、いきなり強く抱き締しめてきた。


「そんな顔をされたら、なんでも言うことを聞いてしまいそうになってしまいます。あなたって、本当になんでそうなんですか？」


「いや、なんでそうって言われても」


　だいたい、三嶋が訊いていることの意味が判らない。


「今、すごく頼たよりなげな顔をして、私を見たんですよ。そんなおねだりをされたら、私は言うことを聞くしかないじゃないですか」


「そ、そうかな。自分ではそんな顔をしたつもりはないんだけど」


　ごく普ふ通つうに訊いてみただけのことだ。


　これがおねだりなのか……。そうか……。


　判ったような判らないような、変な気分だった。


「仕方ないですね。あなただって、賞品になるのを覚かく悟ごで、私の元に戻ってきてくれたんだから、私もやっぱり譲じよう歩ほしてあげなくちゃいけないですよね」


「じゃあ、帰ってもいいのか？」


「いいですよ。どうせ……アレですけど」


「えっ、『アレ』って？」


　オレが聞き返すと、三嶋はにっこりと笑った。


「いえ、大したことではありません」


　オレはなんだか怪あやしいと思った。が、とりあえず戻ってもいいと言っているし、機嫌も直してくれたようだから、それでいいか。


　多くは望まない。


　離れてしまうところを、こんなふうに一緒に抱き合えるようにしてくれたんだから、神様にも三嶋にも、そして伊関にも感謝しよう。


「今夜は……いえ、もう朝になりそうなんですけど、とりあえず眠ねむりましょう」


「ああ、そうだな」


　結局、オレは長襦袢を脱ぬいでしまって、お互たがい裸はだかでベッドの中に入る。温ぬくもりが何もかも癒いやしていって……。


　オレは本当に幸せだった。


「ああ、そうだ。あなたにちゃんと言っておかなくてはなりませんね」


「え……何を？」


　オレはくっつきそうになる瞼まぶたをなんとか開いて、暗がりの中、三嶋の顔を見た。


「あなたを被ひ害がい者しやだと言ったことです」


「ああ……うん」


　オレはやっぱり自分を被害者だとは思わないが、三嶋がそう思うのなら、それでもいい。というか、オレが被害者でなければ、三嶋はオレを好きにならなかったんだから……。


　本当はそういうの抜ぬきで好きになってもらいたかったんだけどさ。


　どっちみち、三嶋の心の中まで、オレはコントロールできない。


「私と同じ被害者だと思ったことで、あなたに惹ひかれましたが、今は違ちがいますよ。そのままのあなたが好きなんです。無む謀ぼうな真ま似ねをしたり、騙だまされたり、ちょっとの刺し激げきで我を忘れたりするあなたがいいんです」


　三嶋の言葉でオレの心の中はじんわりと温もりが広がっていく。


「本当……？」


「とりあえず今は噓うそなんて言ってません」


　オレは泣き笑いみたいな表情になり、三嶋に抱きついた。


「ありがとう……！」


「お礼を言うのは私ですよ。あなたは逃にげることより、私を選んでくれた」


　だったら、オレは三嶋の心を癒すことができたんだね。三嶋の役に立てたんだね。


「うん……」


　涙なみだが出てきて、シーツに落ちた。


「あなたは被害者じゃない。心に少しも傷を負ってはいない。だから、あなたは私にたくさんの愛情を与あたえることができたんです」


　オレはこれ以上ない幸せを感じた。


　三嶋の本当の気持ち……。


　たぶん、今しか聞けない本音だ。


　三嶋はオレを柔やわらかく抱だき締める。


　オレは今まで以上に、三嶋と心がつながったような気がしたんだ。








　翌朝……というか、もう昼過ぎになって、オレはアパートに戻った。


　三嶋はアパートまで送ってくれると言ってくれたが、それは丁てい重ちようにお断りして、電車と徒歩で戻った。そういえば、オレの車はまだホテルの駐ちゆう車しや場じようにあるんだろうか。一度、あれを取りにいかないといけない。


　オレは鍵かぎを取り出し、鍵穴に差し込んだが、上手うまく開かない。どういうことだろう。留守していた間に、中が錆さびついて回らなくなっているのか。


　何度かそれを繰くり返していると、中から急にドアが開いた。


「えっ……」


　思わず、現れた見知らぬ男の顔と部屋番号を確かめた。


「あの……ここ、オレの部屋だと思うんですけど？」


「ここは俺の部屋だ。一週間前に引っ越こしてきた」


　えっ、一週間前ってことは、オレ、やっぱり部屋を追い出されたのか。


　オレは眩暈めまいがしてしまった。


「ここに前に住んでいた者ですけど、荷物とか残ってなかったですか？」


「知らないな。不動産屋に聞けよ」


　男はバタンとドアを閉じた。


　確かに、荷物というか、家財道具一式が残っている状態で引き渡わたしなんかしないよな。ということは、オレの荷物は処分されてしまったのか。


　いや、待てよ。ここの保証人は伯お父じさんだ。オレがいなくなれば、伯父さんのところに連れん絡らくが行くだろうし、荷物もそっちにあるかもしれない。


　オレは伯父さんのところに行こうと、アパートを飛び出した。


　すると、アパートの前に、なんだか派手なオープンカーが停とまっていたんだ。そして、運転席には、サングラスをかけた三嶋がいた。


「和行さん、どうしましたか？」


　口元が笑っている。


『アレ』というのは、つまり、このことだったのか。オレがアパートを追い出されていると知っていたんだな。


「知っていたなら、教えてくれればいいのに」


「でも、楽しみがないでしょう？」


　それはたぶんオレの楽しみじゃない。三嶋の楽しみだ。


「さあ、乗ってください。あなたの荷物のありかに案内してあげます」


「えっ、三嶋はオレの伯父さんちまで知っているのか？」


「あなたの伯父さんの家なんて、興味はありませんよ」


　じゃあ、どこに行くと言うんだろう。オレは疑問に思いながら、車に乗り込んだ。


「オープンカーなんて、初めて乗った」


「まあ、馬ば鹿かみたいに目立ちますからね。あんまりいいもんじゃないですよ」


「だったら、どうして乗ってるんだ？」


「あなたを驚おどろかせたかったからです」


　確かに驚いた。そもそも、アパートの前に来ていること自体が驚きだったんだから。


　やがて車は高層マンションの地下へと入っていく。そこの駐車場には、もういろんな外車がまるで見本市みたいにずらりと並んでいて、オレはその光景に圧あつ倒とうされた。


「なんで、こんなところに、オレの荷物があるんだ？」


「不思議ですねえ」


　しらじらしい口調だ。三嶋がここに持ち込んだに決まっている。三嶋自身がやらなくても、部下の誰だれかにやらせた、とか。


　三嶋と共に、エレベーターで最上階に上がる。ペントハウスを別べつ荘そうにしているくらいだから、高いところが好きなんだろう。


　ドアを開くと、そこにはオレの想像もつかないような部屋が広がっていた。


　リビングなんて、一体、何なん畳じようあるんだろう。ペントハウスのほうも広かったが、たぶんそれ以上だ。ちょっとしたパーティーが開けてしまうくらいだった。


　そして、三嶋の趣しゆ味みであろうヨーロッパ調の家具が置かれている。


「こちらです」


　三嶋はある部屋に案内する。そこのドアを開いてみて、オレは絶句した。


　そこには、オレのアパートの中がそのまま再現されていたからだ。いや、再現といっても、全然部屋の広さが違っていたが。


　特に、古ぼけたこたつがポツンと中央にあるのが、なんだか物悲しい。


「なんだ、これ……」


「あなたのお部屋です」


　確かに、オレの部屋だ。それに間違いはないんだけど。


　オレは思わず頭を押さえて、その場に座り込んでしまった。


「どうしました？　大だい丈じよう夫ぶですか？」


　三嶋はオレの肩かたを後ろから抱く。


「大丈夫もないもんだ。あんた……本当に……」


　ひょっとしたら、三嶋の傍そばにいるという選せん択たくをしたのは間違いだったかと、ちらりと思った。が、そんなことはない。


「ひとつ聞くけどさ。オレが部屋を追い出されそうだって知ったのは、いつだったんだ？」


「そんなこと知りませんよ。部屋を解約したのは、私ですけど」


「か……解約……？」


　なんで、そんなことをするんだろう。オレは三嶋の顔をボンヤリと見つめた。いや、怒おこる気力もなかったんだ。


「あなたが私の元に戻もどってきたから、必要ないと思って。本宅では気き詰づまりだろうとは最初から予測していましたから、あなたのために、ここを用意しておきました。……気に入りましたか？」


　気に入らないという答えは、初めから考えていないようだった。というか、そんな答えを許す気なんか、これっぽっちもないんだろう。


　早い話が、オレにここで暮らせ、と。


　オレは一体これからどうなっていくんだろうな……。


　遠い目になりながらも、オレは三嶋の気持ちが嬉うれしかった。


　そんなに、オレと一いつ緒しよにいたいのかって。


「うん……。ありがとう」


　オレは三嶋の首に手を回して、頰ほおにキスをした。


「ああ、できれば、唇くちびるがいいです」


　三嶋の欲求は果てがないのかもしれない。けれども、オレはそれに応こたえてあげたい。


　拾った子こ猫ねこは面めん倒どうを見なきゃならないというか、乗りかかった船は見捨てておけないというか……。


　どっちにしても、オレが選んだことなんだ。


　唇にキスをすると、そのまま引き寄せられて、オレは反対にキスをされていた。舌まで入れられて、貪むさぼられているうちに、身体からだのほうが先に反応してきてしまう。


「あ……ちょっ……」


「もうこんなになってますよ……」


　三嶋はオレの股こ間かんを撫なで上げた。


　なんて、節操のない身体なんだ！


　そう思いながらも、オレは三嶋の罠わなに落ちている自分をはっきりと自覚していた。


「ベッドに行きますか？」


　三嶋はオレの目を覗のぞき込みながら尋たずねてくる。


　その目は笑っていて……。


　それを見たら、もうなんだって許せるような気がしてならなかった。


　そっとうなずくと、三嶋はオレを抱き上げる。


「好きですよ、和行さん」


　オレはもうヤケクソになりながら、その首に手を回してつかまった。










ＥＮＤ





秘ひ密みつカジノで拘こう束そくロマンス





水みず島しま　忍しのぶ
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